
        
            
                
            
        

    
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　雲ひとつ無い青空。風にそよぐ緑の丘。

「お兄ちゃん」

　剣も鎧よろいも身に着けていない、ただの村の少女ルーティが俺の名を呼ぶ。その綺き麗れいな青い髪の上には白いリボンのついた帽子が良く似合っていた。

　ルーティの手にはバスケットが１つ。中にはパンとチーズと少々のベーコン。それにヤギのミルク。

「そろそろお昼にするか」

「うん」

　俺の隣に座ったルーティは笑っていた。

「お兄ちゃんが１週間も一緒にいてくれるなんて嬉うれしい」

　アヴァロニア王国と険悪な状況にある南のヴェロニア王国との国境で、半年にわたる任務を終えた俺は、しばらく休みをもらってルーティの下に帰ってきていた。

　妹とこうして穏やかな時間を過ごすことは心地いい。苦しいことも多い騎士を続けられるのも、眼めの前で笑う妹を守りたかったからだ。

（いつまでも、というわけにはいかないか）

　俺の加護『導き手』の初期スキルは初期レベル＋30。最初から強い以外には何の取り柄もない。

　ルーティが旅立つ時には必ず守ってみせる。オークだろうが、ドラゴンだろうが……。

　だが、どこかで限界は来るだろう。

　その時は……。

　ギュッと俺の手をルーティが握った。

　驚いた俺を、ルーティの赤い瞳がじっと見つめる。

「どうした？」

「お兄ちゃん、前にこうしたら不安じゃなくなるって言った」

　どうやら考えていたことが顔に出ていたようだ。

　せっかくのルーティとの穏やかな時間なんだ、不安は抜きにしよう。

「ありがとう、元気でたよ」

「そう。だったら私も嬉しい」

　俺がルーティの髪を撫なでると、ルーティは目を細めて受け入れる。穏やかな時間が俺達たちの間に流れていった。ふと……俺の頭に別の考えが浮かぶ。

　俺がもっと頑張れば、ルーティが『勇者』として戦うことなんて無くなるのでは？

　ずっとこうして、ただのルーティとして穏やかに暮らすこともできるのでは？

　途方もない夢物語。何もせずに一生を終えられる『勇者』なんているはずがない。

　だけど俺は、この可愛かわいい妹にいつまでも平和に暮らしていて欲しかった。

　そして、俺のこの夢物語は当然のように叶かなえられることはなかった。

　この日、憤ふん怒ぬの魔王タラクスンの命を受け、暗黒大陸から魔王軍の大型軍艦がアヴァロン大陸西部に次々に押し寄せたのだ。

　魔王軍は宣戦布告の使者を送り、翌日から総攻撃を開始。

　開戦から３日も経たった頃には、沿岸部の都市はすべて降伏し、アヴァロン大陸の国王達が開戦を知る頃には、魔王軍はすでに上陸を果たしてしまっている有様だった。

　それからおよそ２年の間に魔王軍はアヴァロン大陸の半分を占領し、そして故郷の村を襲われた『勇者』ルーティは俺と一緒に魔王軍と戦うために立ち上がった。

　だが『勇者』ルーティの活躍で故郷の村が解放されたときにはもうあの緑の丘は焼け野原となり、この世界のどこにも無かったのだった。
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　ゾルタン議会場の一室。

　そこには冒険者ギルドの幹部達と、トーネド市長が集まっていた。

　ついに、逃走していた最後のストーカーデーモンも討伐されたのだ。ゾルタンを震しん撼かんさせた悪魔の加護事件はこれで収束したと言えるだろう。

　討伐したのはビュウイ。冒険者ギルドにはまだ所属していなかったため、経歴不明の謎の剣士だ。今日の議題は彼についてだった。

「一応、本人の自己申告では遊歴の貴族だそうで。ただし四男で、家督の相続権はないとのこと」

「マウデスター家？　フランベルク王国の貴族か？　だがあの国は魔王軍との戦争で滅亡しただろう」

「国が滅んでも貴族の家がなくなるわけじゃないでしょう。マウデスター家の正妻はヴェロニア王国の貴族の娘です。今はそちらの領地に身を寄せているらしいですよ」

「なるほどな。ちなみにその情報は？」

「ビュウイの自己申告です」

「どこまで本当やら」

「しかしそんなことはどうでもいいでしょう。極端な話、ビュウイがどこかで殺人を犯した逃亡者だったとしても構わない」

　トーネドが言った。

　冒険者ギルドの幹部のなかには眉をひそめるものもいたが、反論はない。

「ビュウイを特例としてＣランク冒険者と認める。さらにパーティーを組み、南の漁場を荒らすブレードシャークを討伐した時点でＢランク冒険者パーティーと認め、その後は彼をゾルタン全体でバックアップする。異存はありませんな」

　復帰を打診してみたが、リットは結局首を縦には振らなかった。交渉の余地はない。

　かといって、老齢の先代市長にして『アークメイジ』であるミストーム師に再び冒険者になってもらうことなどできるわけがない。まだ残っている悪魔の加護の問題もあり衛兵隊長モーエンも忙しい。

　ビュウイにアルベールの代わりにＢランク冒険者になってもらうしかないのだ。

　トーネドのあとに市長になる冒険者ギルド幹部のゴランはいささか頼りない人物であり、トーネドは自分の任期でゾルタンの足場をしっかり固めないといけないと決意していた。ミストーム師は優秀な魔法使いであったが、市長としては凡庸以下だった。

　自分が直接戦いに出向いて事態を収拾するなど下の下の策。それではミストーム師が引退した後はどうなるのだ。

　市長の役割は、自分がいなくても円滑に問題が解決できるシステムを構築すること。そう、トーネドは考えている。

「では、予定通りに？」

「ああ、ブレードシャーク程度なら万に１つも失敗することはないだろう。戻ってきたら早々にＢランク認可をだしてくれ。私の方でも今回の事件の犠牲者への追悼式典と一緒に、新しい英雄の誕生ということで市民にアピールするつもりだ」

　結局、この会議は初めから決まっていたことを確認するだけのものになった。

　Ｂランク冒険者ビュウイ。もし彼がこれからもずっとゾルタンに残るつもりなら、いつか市長になる日もくるかもしれない。

　彼がこれからゾルタンを引っ張っていく若き英雄である。
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　ゾルタンの周囲は草原が広がっている。

　この時季、北区の農民達は冬場に向けて家畜の飼料を集めるべく、ゾルタンを囲む高さ２メートルほどしかない城壁、というより石垣を出て外の草原で草刈りを行う。下町からも飼料を求めて何人かが参加していた。

　Ｄランク以下の冒険者もバイトとして参加している。頻度は低いがモンスターが現れたときは駆除も行うため、冒険者のバイトは人数制限無く歓迎されるのだ。

　この仕事の報酬は低いが、農家から野菜や小麦粉など食料をわけてもらえるため、貧乏冒険者や兼業冒険者には人気だ。

　薬草集めにでもいけばもっと簡単に稼げるのだが、この仕事なら周囲に仲間がいて、大おお怪け我がをしてもすぐに町に運んでもらえる。

　ほぼ命をかけずに済むというのは重要なのだ。集められた草は北区の倉庫に積まれ干し草となり、冬になったら適当な価格で販売される。

「もうそろそろ冬だな」

　空は綺麗に晴れていた。気温は少し肌寒い。

　俺はいつものシャツの上に、コートを羽織っている。

　左手をポケットに突っ込みながら、右手に農家から薬と交換で貰もらった大量のジャガイモとチーズ、それにおまけでもらった栗くりの入った包みを抱え、店へと戻っているところだ。

「ロガーヴィアに比べたらまだ暖かいよ」

　リットがそう言いながらも俺のコートのポケットに手を突っ込んだ。

　俺の左手をギュッと握って、自分の少し冷えた手を温めようとした。

「まだ暖かいんじゃなかったのか？」

「冬は冬だもん」

　ちょっと恥ずかしいのか、リットは首に巻いているバンダナを少しあげ口元を隠した。

　俺がギュッと握り返してみると、バンダナの隙間から覗のぞくリットの口元がニヤけたのを発見した。それがなんだか可愛くて、俺までニヤけてしまい、

「あ、レッドがニヤけてる」

　とリットにからかわれてしまった。

　理不尽な。店に戻った時刻は昼前。昼食にはまだ早い。

　リットは異空間への収納機能を持つアイテムボックスから、同じく農家から薬と交換で貰った牛乳の10リットル缶を３本出している。

　俺が運んでいるジャガイモもアイテムボックスに入れればいいと思うかもしれないが、アイテムボックスは、牛乳の入った缶は認識するくせに、ジャガイモの入った袋は認識せず、ジャガイモと袋が別々に異空間に配置される。

　とりだすときはそれぞれ違いをイメージして、ジャガイモやチーズを１個１個取り出さなければならないのだ。

　入れる時に別々の野菜としてイメージを記憶しないといけない。これがなかなか難しい作業で、袋に入れて運べるなら手で運んだほうが早い。

「牛乳は早く使わないと傷いたんでしまうな」

「１本は市場で別の食材と交換してくる？」

「そうだな、ちょっと行ってくるよ」

「私も一緒に行っていい？」

「もちろん」

　さて、ここに別の誰かがいたら思うかもしれない、２人とも一緒に出かけたら店番はどうすると。……だって秋が終わるから２人で歩きたくなるのは仕方がないじゃないか！

　ゴンズに聞かれたら腹を抱えて笑われてしまうだろうな。

　だがここには俺とリットしかいないのだ。

　存分に非合理的な生活スローライフを楽しませてもらう。

　俺はコモーン銅貨の入った袋を手にすると、リットと一緒に再び外へ出た。
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　市場にいくと夏のゾルタンの気だるさはもうすっかり抜け、少し厚着をした店主達が、大声を張り上げて自分の店の商品をアピールしている。

「さて、何と交換するかな」

　アヴァロン大陸の市は、貨幣交換もあるが物々交換もまだまだ多い。

　０・０１ペリル相当という低い価値のコモーン銅貨は、この物々交換の補助貨幣として利用されるため、農村などではペリル銀貨ではなくコモーン銅貨しか流通していないところもある。

　以前、ニューマンの診療所でも、診療代として肉とコモーン銅貨で支払っていたお婆ばあさんがいたが、あれはこの大陸ではよくある光景だ。

　聞いた話によれば暗黒大陸は貨幣経済化が進んでいるとのことだ。銅貨も小指の先ほどの大きさで、私造銅貨すら交じっているコモーン銅貨と違って、しっかりと刻印されたものを使っているらしい。

　アヴァロン大陸でも、戦争が始まる前は質が高く価値が安定しているからという理由で暗黒大陸製の硬貨を輸入して自国の硬貨として使っている国もあった。

　もし暗黒大陸へ行くなら、そういった国で両替していくといいだろう。

　牛乳の価値はゾルタンでは少し高い。

　乳牛はもう少し涼しい環境での飼育に適しているためだ。中央に比べたら２割増しくらいするだろう。

　普通は10リットルで５ペリルくらいなのだが、ゾルタンでは６ペリルの価値がある。

　６ペリルとなると６日分の生活費相当になる。１つの店で交換するのではなく、食材を次々に交換していく形になるだろう。

　それとも何か普段は買わない高価な食材でも買うかな。

　ゾルタンでは牛乳は高めなかわりに牛肉はちょっと安い。

　肉牛の畜産には適している環境だと、農家の人は言っていたな。

　でも牛肉の値段は中央に比べて１割も安くならない。大体中央の95％、１キロで４・５ペリルくらいだ。なんか納得がいかない。

「そろそろお鍋の季節じゃない？」

「鍋か、じゃあソーセージを買ってポトフにするか」

「牛肉をそのまま入れるのって駄目なの？　シチューのお肉とか、私好きなんだけど！」

「それもありだな、よし牛肉鍋にしよう。野菜は玉ねぎ、白菜、カブ、リーキあたりか。前菜に魚のマリネ。鍋と一緒に鶏とりの揚げ物。鍋が終わったらパスタを入れてシメに。デザートはフルーツヨーグルト」

「わっ、豪勢だね！　でもいいの？　こんななんでもない日に」

　リットは俺の言葉に目を輝かせたが、少し首を傾かしげてそう聞いてきた。

　俺は笑ってごまかす。

　リットが料理のリクエストをしたので、嬉しくなってつい張り切ってしまったとは恥ずかしくて言いにくい。
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「できたぞー」

「わーい」

　居間のテーブルに置かれた台に俺は鍋をのせた。

　その後、火をつけた小さめの木炭を台に１つセットする。

　火力は大したことはないが、すでに十分加熱されている鍋は、木炭の熱を受けてコポコポと音を立てていた。

「さて食べようか」

「うん」

　鍋を待っている間に食べていた魚のマリネはもうほとんど残っていない。

　前菜なのに少し食べすぎたかなと思ったが、鍋を前にしたらその心配は杞き憂ゆうだったようだ。俺もリットもスプーンを動かす速度は落ちなかった。

　俺達たちは楽しく会話しながら鍋を突つつき合う。

「この鶏肉団子も美お味いしい」

「だな、肉屋のおじさんに端数をコモーン銅貨にするよりこっちの方がいいって強くオススメされてつい買っちゃったけど、たしかに合う。あの肉屋には感謝しないとな」

　食べ終わったらパスタを入れて煮込む。

　食材の味がよく染み出したスープで作ったスープパスタは、またこれも美味しい。

　食後のデザートにはぶどうと切ったバナナを入れたヨーグルト。

　甘いものが好きなリットは嬉しそうに食べていて、その姿を見ていると、俺の分も食べる？　と言いたくなる。

　いやまぁ自分の分はしっかり食べるんだけど。俺も甘いもの好きだし。

「ごちそうさま！」

　２人とも食べ終わり、リットは満足そうな笑みを浮かべている。あの笑顔を見られただけで、俺は今日の豪勢な食事を作って良かったと心から思うのであった。
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　午後からはちゃんと店で仕事をした。

　リットに店番を任せ、俺は作業場で薬の調合を行う。今は灰色ヒトデ草で解毒薬を作っている。

　悪魔の加護の生産拠点はもうないが、残った薬を当局がすべて摘発できたとは言い切れない。それにこれから薬の禁断症状の治療も行われる。

　禁断症状を軽減する薬も必要だ。

「いっそ、キュアポイズンポーションを量産するべきかな」

　薬の中毒は、魔法的には毒による効果として扱われる。

　キュアポイズンを使えば、精神的な依存症は無理だが肉体的な中毒症状は即座に治療できる。

　だがキュアポイズンポーションは１本３００ペリルと非常に高価なので、裕福な冒険者や商人、貴族くらいしか手を出せない薬なのが難点だ。

「薬草を煎じた解毒剤で対応できればいいんだけど」

　しかし俺でも作れる薬草を使った解毒剤では、少しだけ症状を緩和する程度だ。

　キュアポイズンポーションは魔法を封じ込めて作るマジックポーション。魔法の使えない俺には作れない。

　ふえるポーションで１本を５本に増やして安価で売ることならできるが……。

「信頼できて口が堅く、流通させられるほどの権力もある協力者でも得られれば」

　ゾルタンでの俺の知り合いは下町の者に偏っている。

　俺のツテではどうしようもない。

「まっ、無理そうなら諦めるか」

　キュアポイズンポーションが無ければ死ぬということもないだろう。

　ただ問題があるとすれば、悪魔の加護に手を出したという瀆とく神しん行為を聖方教会が問題視しており、普通なら麻薬中毒患者の隔離と治療を行う教会が積極的に動いていないことか。

　禁断症状に苦しむ患者を救うには薬が抜けきるまで看病できるパートナーが必要だ。ゾルタンには診療所がいくつかあるが、入院患者の治療にはあまりキャパシティがない。あくまで診療所は訪れた者の治療ということがメインであり、入院も短期間で、あとは自宅でというやり方だ。

「どちらにせよ俺には大きすぎる問題だな」

　いろいろ考えてしまうが、なにかしらの結論のでる問題ではない。

　俺は薬屋としてできる範囲で精一杯やるとしよう。
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　夕方、あらかた調合が終わり、店の様子を見に行くと、リットが笑顔で接客していた。

　店の方は結構繁盛していたようだ。

「サウスマーシュの暴動騒動の影響で、いざというときの備えのための薬……例えば止血剤とかが結構売れたよ。あと衛兵達が二日酔いの薬をかなりの数買っていったわ。キュアポーションもいくつか売れたね」

　店で売っているキュアポーションは、下町の冒険者達に依頼して協力してもらい作ったものだ。拘束時間も含めてバイト料は13ペリル。

　駆け出しの冒険者には、拘束時間は長いが、魔法を使うだけでお金がもらえる楽な依頼と人気がある。

「おお、すごいな、過去最高の売り上げじゃないか？」

「多分１番か２番だと思う。午後からしか開店してなかったのにね。それに各診療所も薬が足りていないみたいだから、そのうちそっちからも注文くると思うわ」

　リットが今日の売り上げをメモした紙を差し出した。

　受け取ってざっと目を通すと、たしかにすごい売り上げだ。

「これなら明日に備えてもうちょっと薬の調合をした方がいいな。今日はあと少し調合を頑張るか」

「お店の方も今日は客足が途切れるまで開けておいた方がいいかも」

「ちょっと残業させることになるけど。お願いできる？」

「いいよ！　普段はうちで薬を買わないお客さんも来ているみたいだから、ここでレッド＆リット薬草店の薬の質の高さを知ってもらおうよ」

　質が高いか、と言われるとちょっと悩むところだが、調合ミスした薬は無いと自負している。客からもクレームが来たことは無い。

　中級調合スキルを使った薬や魔法を使える加護を持つ店主によるマジックポーションを売る店には薬の価値で勝負しても勝ち目はないが、客はそのような高級品を使う者だけではない。

「この風邪薬ください！」

　小さなハーフエルフの少女がコモーン銅貨を10枚差し出し、元気に言った。

　生しよう姜がを使った身体の新陳代謝を高める薬で、スキルを使う薬のようにすぐに効くようなものではないが……こういう薬だって需要はある。

「落とさないようにね」

　リットは微笑ほほえむと、薬を入れた袋を渡した。

「ありがとうございます！　お母さんがカゼを引いてつらそうなの！」

「きっと楽になると思うよ」

　ペコリと少女は頭を下げると、軽やかな足取りで店を出ていった。
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　私はティセ。暗殺者だったが、今は多分飛空艇の操縦士だ。

　私と勇者様は現在、砂漠の遺跡で眠っていた先代魔王の遺産である飛空艇でゾルタンに向かっている。勇者様はデーモンを尋問して得た、悪魔の加護という薬を作れる『錬金術師』を探していた。

　デーモンが薬をばら蒔まいたゾルタンに、この薬を作れる『錬金術師』がいるのは間違いない。そしてゾルタンはもう灯あかりが見えるところまで来ていた。

　夜になり、私は休むために飛空艇を街道から離れた森の近くに着陸させた。

「明日には到着しますね」

　今は地図を広げて航路について勇者様に説明している。

「そう」

　私が地図を指でなぞりながら話す内容を、勇者様は静かに聞いていた。

　たまに私の方を見てピクリと頰ほおを動かすのだが、何か怒らせたのではとびっくりしてしまう。うげうげさんが、大丈夫大丈夫と前足で私の肩を叩たたいて元気づけてくれた。

　うん、頑張るよ私。

　ひっ!?　また勇者様がピクッてなった！　私の方じっと見てる!!

　大丈夫、平常心、平常心……。

「明日はこのポイントに着陸して」

　勇者様が地図を指差した。

　ゾルタンから歩いて１日くらいの位置にある山の近くだ。

「ここですか？　ここからだとゾルタンは随分遠いですけど」

「飛空艇は目立つ。ゾルタンでは、勇者であることを隠したいの。あなたも、私のことはただの旅人として接して」

　えええええ？　無理無理無理無理!!

　いや、別に飛空艇を離れたところに置くのはいいんだけど、そこから歩くのもいいんだけど！

　勇者様が一般人を装うとか無理無理！

　だって、隣にいるだけで私冷や汗すごいもん！　背中とか大変なことになってるし！　毎晩下着洗ってるし！

　こんな、私は圧倒的に最強なんですよオーラ出している人なんて、勇者か魔王しかいないって！　私も魔王には会ったこと無いけど。

「そうですか、でも失礼ながら勇者様はあまり旅人について詳しくないのでは」

「あなたの言うとおりよ。私はずっと勇者として生きてきたから。だから私が上う手まく旅人の振りをできてなかったら、あなたがフォローしてほしいの」

　マジかー。

「私に勇者様の案内役が務まるかどうか。私は卑しい暗殺者に過ぎません」

「関係ないわ。あなたは今も私が旅人について詳しくないことを指摘してくれたもの」

　そこで評価されちゃったかー、多分誰でも指摘できると思うけどなー。

　しかしあまり反論しても怖いし、諦めるしかないのだろう。雇い主の要望はできるかぎり応えるのが暗殺者の仕事だ。

　群衆に紛れる訓練は受けているし、それで勇者様を……無理だろうなー。でもそうは言えない。とりあえず頷うなずいておけば今日は無事に生き残れる。

　困難な状況から生還することも暗殺者の大切な能力なのだ。

「じゃあ、明日の予定は以上よ。あなたはもう休んでいいわ。見張りは私がするから」

　そう言って勇者様は甲板へ出ていった。

　私はティセ。暗殺者で飛空艇の操縦士だったが、今では旅人に扮ふんした勇者様のフォロー役だ。まさかこんなことになるなんて、ただの暗殺者だった頃の私は思ってもいなかったのです。

　いや本当に。

　夜中、１人で汗でぐちょぐちょになった下着を洗っていると、勇者様がなにやら歩き回っている気配がした。耳を澄ましてみると。

「……いない」

　と何やらがっかりしたような声が聞こえた。いないって、そりゃ飛空艇には私達たちしかいないんだから誰もいるわけないのに。何をしているんだろうね？

　うげうげさんも、「さあ？」と頭を傾かしげていた。
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　亜熱帯気味の気候であるゾルタンだが、東方との境である大山脈、世界の果ての壁から風が吹き下ろす日は体感だと随分と寒くなる。

　俺とリットは朝の開店準備をしているところだった。

　窓から風が吹き込むと、リットがブルッと震えた。

「窓閉めようか。今日は寒いな」

「うん、閉めてほしいかな」

　北国であるロガーヴィア育ちのリットだが、ゾルタンの冬も寒いものは寒いらしい。

　俺は木の窓を閉め、暗くなった室内のランプに灯りを灯ともす。ランプの淡い光と油の燃える、微かすかな匂いが店の中に漂った。

「さて、今日も１日頑張るか」

「おー」

　パチンとリットとハイタッチしてから、店の外の札を『ただいま営業中』に替える。

　店に入ろうとしたら、またビュウと風が吹いた。

「寒い。けど、寒いと家の中に入れるのは幸せだな」

　風を遮る木々さえない荒野に吹き付ける寒風をマントで忍びながら、延々と歩き続けなければならない旅。身を包む鎧よろいは冷たく凍え、指や耳など身体の末端が焼けるように痛む。そんな環境ですら、飢えたモンスターが、珍しい獲物である俺達を遠巻きに監視し、わずかでも隙を見せれば容赦なく襲ってくる。

　それが日常だったあの頃とは違う。

　今は外が寒ければ暖かい自分の家へと帰り、冷たくなった手をリットが両手で包んでくれる。

「えへへ」

　俺の手を包むリットの方が、照れて笑みをこぼした。俺も少し顔が赤くなっているのを自覚しながら一緒に笑う。

　幸せな日々だ。

　だがこうした日常によって、俺もリットも危機を察知する勘が鈍っているというのは事実だろう。

「おおい、ちょっと暖まらせてくれ……！」

　そう言って駆け込んできたハーフエルフの大工、ゴンズに俺達は一瞬反応が遅れてしまった。ゴンズは、手を取り合い見つめ合う俺とリットを見て一瞬驚いた表情を浮かべ、ニヤニヤと口元を歪ゆがめる。

　俺達は慌てて手を離し、顔を赤くしたリットは「倉庫の整理してくる！」と言って引っ込んでしまう。

「悪い悪い、お邪魔だったな。だけど外の札は営業中になってたぞ」

「うん、まぁそうだな……」

「なんだよそんなに恥ずかしがることか？　２人がラブラブだってのは下町中に知れ渡ってるし、いつもイチャイチャしてるんだから今更だろう」

「え、俺達ってそんなイチャイチャしてるか？」

「は？」

　ゴンズは目を丸くして、俺の言葉に信じられないという様子を見せた。それから大きなため息を吐く。

「いやゾルタンで一番のバカップルだって、みんな言ってるぞ」

[image: ]

　バカップルだと言われてしまった。

　そうかなぁ、俺としては控えめなつもりで、本心ではもっと触れ合っていたいんだけど。

「まぁいいや、で、今日は何用よ」

「いや別に用はないんだけど、店建てたときに言ってただろ、気軽に茶を飲みに来いって。あったかいお茶が欲しい」

「あいよ、すぐ淹いれてくるからちょっと店番しててくれ」

「おう、任せとけ」

　職人の仕事着のまま、無意味に腕まくりしてカウンターに立つゴンズに苦笑しながら、俺はキッチンへと向かった。

　手慣れた作業でお茶を準備し、白い湯気を立てる３つのコップをトレイに載せ、店頭へと戻る。客は誰も来なかったらしい。

　リットも、もう落ち着いたのか、俺より先に店頭に戻ってカウンターに座っていた。

「ぷはぁ、生き返るね」

「おいおい、仕事はこれからだろ」

「俺の仕事は常に外だからな。この時季はしんどい」

「夏の暑さはもっとしんどいだろ」

「まぁな。でも冬は冬で辛いんだよ！　別の種類のしんどさだ！」

　そう力説するゴンズに、俺達は笑った。でもゴンズの言うことはうなずける。冬も夏もどっちもしんどいのだ。

「とくに指先がなぁ」

　ゴンズは大工らしからぬ白く細い指を擦り合わせている。昔、ミスをして指を折ったこともあるそうだが、エルフの強きよう靭じんな生命力はマジックポーションを使わずとも骨折の傷跡を残さない。

　だが俺は剣タコや、修練や戦いの傷跡のうっすらと残るリットの手の方が好きだ。そこにリットの歩んできた人生が見えるようで愛いとおしさを感じる。

「おい、今の流れでなんで彼女の手を握るんだよ」

「あ、つい」

　ゴンズはますます呆あきれた様子で肩をすくめた。

　リットはにやける口元をバンダナで隠し照れている。ますます可愛かわいい。

「へいへい、ごちそうさん。ここにいたら砂糖を吐きそうだ。そろそろ行くとするぜ」

「ああ、怪け我がするなよ」

「あいよ」

　ゴンズは残ったお茶を一気に飲み干すと、手袋をしてまた寒空の下へと出ていった。

「ゴンズ寒そうだったね」

「こんな日の外の仕事は大変だな」

　俺達はお茶を飲みながら、寒空で家を建てるゴンズの姿に他ひ人と事ごと感溢あふれる尊敬の念を抱いていた。

　だが、冬の寒さはこの「レッド＆リット薬草店」にとっても他人事ではなかったのだ。
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「客が来ない」

　誰も来ない。

　俺はカウンターで頰ほお杖づえを突きながら、ぼんやりと時間をやり過ごしている。

「コーヒー淹れたよ、ちょっと休憩しようよ」

　リットの声がした。確かに、ここから急に忙しくなるとは思えないな。

　俺は肩を落としてリットの下へと向かう。

　リットはそんな俺の姿を見て苦笑した。

「１日お客が来なかったくらいでそんなに落ち込まないでよ」

　だけど、昨日は過去最高の売り上を出したのに。薬も沢山調合したし、今日も忙しくなるぞと意気込んでいた。なのにその次の日に閑古鳥が鳴くだなんて。

「沢山薬が売れたってことは、それだけお客に薬が行き渡ったってことなんだから、波みたいなものがあるのよ」

「そうかもしれないけどさ」

　いつもなら仕事前に食べていく人も多い栄養クッキーも、今日は１つも売れることなく籠に残ったままだ。

　もともと保存食として作っていたレシピをベースにしているから、１日で破棄するってことはないのだけれど、せっかく作ったものがこうして残っているのを見るのは悲しい。

「お昼にはもうちょっと暖かくなるかと思ったんだけど」

　リットが少し窓を開けると、冷たい風が店の中に吹き込んだ。

「やっぱりこんなに寒いんじゃ、ゾルタンの人は出歩きたがらないわよ」

　ゾルタン人のモットーの１つは「明日でいいや」。暑い日も寒い日も雨の日も、しんどい日にやることは最小限にしてできる限り楽をする。

　まぁ俺もゾルタンに慣れた今では、そういう考え方も嫌いではないのだが。

「でもこれじゃあ、これから寒くなる冬の間は随分客足が遠のいてしまいそうだ」

　ため息を吐く俺の頭をリットが慰めるように撫でた。

　好きな人に頭を撫でてもらうのは心地いい。落ち込んでいた気持ちも和らいでいく。

「寒い日だからこそ来たくなるような薬でもあればいいのに」

「冷気耐性を付与するマジックポーションもあるけど、１本５００ペリルと高いし持続時間は１分程度だから役には立たないな」

　一瞬で生命を絶つ極寒の魔法に耐えるマジックポーションはあるくせに、冬の寒空をやり過ごすマジックポーションは存在しない。

　魔法を長時間維持するのが難しいというのが理由だ。

　調合スキルで作る薬には、体温を上げる「内火丸薬インナーフアイアータブレツト」や、知覚能力を鈍化させる「のろま霊薬」など長時間作用するものもあるが、どちらも非常用の薬であって常用すると身体に悪影響を及ぼす。

「難しいね」

　リットは俺を片手で撫なでる、から左腕で俺の頭を抱き寄せ後頭部から首までを撫でるにランクアップして、何かいいアイディアが無いか悩んでいた。

「ロガーヴィアの懐かい炉ろがコモンスキルで作れればいいんだけどね」

「む」

　懐炉か、すっかり忘れていた。

　ロガーヴィアの懐炉とは、ロガーヴィア公国で生まれた道具だ。

　鉄粉、食塩水、ロガーヴィア杉の木炭の粉末、パン屑くず。これらを〝中級錬金術〟で調合したものを袋に詰めると熱を発するようになる。

　50年前のゴブリンキングの動乱の際、周辺国のために製法を公開するまではロガーヴィア公国の国家機密で兵士達たちにのみ配られていた道具だ。寒冷な北部で、兵士達を温める懐炉は、士気と継戦能力に影響したことだろう。

　現在は大陸北部ではある程度流通している、だがその便利で安価な材料のみで作れるのにもかかわらず、誰もが使っているというほどではない。

　その一番の理由が、この懐炉は調合してからすぐに熱を発し始める為ためだ。なので、調合してすぐに使用者に渡す必要があり、〝中級錬金術〟が必要な懐炉は、旅人などが使うのは難しいのだ。

「でも薬屋で朝に売る分にはぴったりだな」

　真面目に考えだした俺に、リットが不思議そうな顔をする。

「でも〝中級錬金術〟が必要なんでしょ？　私もロガーヴィアでお店の人に聞いただけだけど」

「ふふふ……実はな、旅の間に別のレシピを見つけたんだ」

「これ昔はロガーヴィアの国家機密だったんだけど」

　リットが呆れたような表情をして、俺の髪をくしゃくしゃっとした。

『錬金術師』であっても、スキルがどのように作用するかを調べる人は少ない。それにはスキルだけではなく、純粋な知識が必要でそうした知識を得ることは容易ではないためだ。俺は、ルーティの衝動を弱める方法を探していたため、スキルがどのように作用するかを詳しく学んでおり、昔も今もこうして役に立っている。

　まぁ肝心の『勇者』ほど強力で耐性も揃そろった加護の衝動を弱める方法は何も見つかっていないのだが。

「ロガーヴィアの懐炉は、鉄粉と木炭に〝中級錬金術〟が作用しているようでね。残りは〝初級錬金術〟かスキル無しでもいい。鉄粉が錆さびるときの熱で温めているんだろう、残りの材料は錆びる手助けだな」

　ロガーヴィア公国は良質な薪たきぎによって支えられた製鉄で知られた国だ。懐炉のレシピが発見されたのも、鉄をよく知る『錬金術師』がいたからだ。

「つまりは鉄粉を素早く錆させればいいわけだ。だったら錆食い茸きのこのエキスを使えばより効率的に作用するはずだ。鉄粉、水で薄めた錆食い茸のエキス、パン屑で作ればコモンスキルでも作れるようになる」

　このレシピを見つけてから、寒冷地での旅は随分楽になった。

「錬金術スキルについてはさっぱりだけど、それってスゴイことなんじゃ……」

　昔これをパーティーに発表した時はどうも反応が鈍かった。全員頑丈だったのもあるし、なにより戦いに役に立つものが最優先というのがパーティーの認識だったからだ。まぁ魔王を倒すという目的で旅をしていたのだからそれも仕方がない。あのパーティーであればどんな環境でも我慢すれば耐えられるだろうし。

　だから、こうしてリットが褒めてくれることが嬉うれしい。

「それで……どうかな」

「どうって？」

「いや、前に言われたふえるポーションみたいにこれ売り出したら混乱とか」

　リットは俺に抱きつくと額をくっつけて笑った。

「大丈夫、今回のはちゃんと皆にレッドのスゴイところを教えてあげられるよ」

「良かった」

「本当に……私のレッドはスゴイんだから」

　眼めの前にあるリットの顔がそう言って嬉しそうに白い歯を見せた。

　今はバンダナで口を隠さず、まっすぐに嬉しいという感情を表してくれる。

「いつだってリットがいてくれるからだよ」

　俺もリットをギュッと抱きしめ返して、そう答えた。
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　鍛冶師のモグリムから鉄粉を分けてもらい、懐炉のサンプルを調合すると、店をリットに任せ俺はゴンズの仕事場へと向かった。

「ようゴンズ」

「おう、レッドか。仕事場にくるなんて珍しいな」

　今日は下町の服屋に新しい倉庫を造っているところのようだ。

　すでに柱は組み上がり、壁を手がけていた。

　ハーフエルフの長く尖とがった耳は、冬の寒さの影響をより強く受けるのか赤くなっている。首の周りに羊毛のネックウォーマーを巻いているが、作業の邪魔になるからか全体的に薄着で仕事をしていた。

「今日は寒いな」

　ゴンズは革の作業用手袋を外すと手を耳に当てて温めている。

　鼻の頭も赤くなっていて辛そうだ。

「ゴンズ、今日は試供品を持ってきたんだ」

「試供品？」

「ああ、寒い日に使うもので懐炉っていうんだ」

　そう言いながら、俺は鞄かばんから袋に入った懐炉を取り出し手渡す。

「おっ、温かいなこれ」

　ゴンズは気持ちよさそうに指や耳に当てて温めている。

「こんどそれを売り出してみようと思うんだ。大体15時間くらい温かさが持続するはずだ」

「マジか、これは是非欲しいな！」

　ゴンズはもう自分のだと両手で握りしめていた。その仕草に俺はクスリと笑いをこぼす。

「なんだ、なんだ」

　タンタの父親のミドなど他の職人達も仕事の手を止め集まってきた。

「数作ってきたから、ここにいる全員分あるぞ」

　俺は職人達に懐炉を順番に渡していった。

「へぇ温かいな」

「俺寒いの苦手なんだよ」

「こいつはいいもんだ」

　反応は上々、俺は火傷やけどなど使用上の注意をしっかり説明する。

「で、まだ夕方以降も持つはずだから、それを気に入ってくれたら仕事帰りの酒場とかで広めて欲しいんだ」

「でも買うとなるとお高いんだろ？」

　職人の１人であるハーフオークがおどけて言う。俺はニヤリと笑って答えた。

「なんとクオーターペリル１枚でお釣りが銅貨５枚」

「ウィスキー２杯分くらいか！　暖を取るためのウィスキー代だと思えばいいな！」

「でもどうせ飲むんだろ？　酔っ払って仕事中怪け我がするなよ」

「そしたらまたいい薬を頼むぜ」

「そんな馬鹿な理由で怪我したら、薬代ふんだくってやるからな」

　職人達は大声で笑う。

　身体が温まると気持ちも温まってくるものだ。再び仕事に戻る職人達は、みな気持ちの良い顔をしていた。

　他にも家具職人のストームサンダーや、ゾルタン運送の社員達、往診をしていた医者のニューマンと看護師のエレノア、炉端で鍋の修理をしていたドワーフのグリハダール、屋台を引いていたハイエルフのオパララなどなど。

　あとは鉄粉のお礼と今後鉄粉を買い取るという話をしに鍛冶師のモグリムのところにも寄ると、モグリムは面白がっただけだったが、店番をする奥さんのミンクの方が食いついてきた。

　みんな自慢したがりの下町人達だ。きっと友人達に見せびらかすだろう。

「これで広告はばっちりだな」

　懐炉を配り終える頃には、気がつけばあたりはすっかり暗くなっていた。

　思ったより随分時間がかかってしまったな。

　冬の短いゾルタンで懐炉の需要はあまり無いのかと思ったが、みんな興味津々といった様子だった。嬉しかったが、どこへいっても懐炉についての質問攻めや明日の分の予約やらでこの時間だ。

「うぅ寒い」

　林の間の小道を歩いていると、冷たい夜風が吹いて俺は思わずそうつぶやいた。

　空を見上げると、冬の夜空には太陽が沈むと共に少しずつ輝きを増す月。そして気の早いいくつかの星々が瞬いている。

　まだ少しだけ夕日の色を残す空に、俺の吐く白い吐息が溶けて消えた。

「レッド」

　俺の名前を呼ぶ声がした。その明るく澄んでいて耳に心地よい声を俺はよく知っている。

　空に向けていた視線を戻すと、リットが手を振っていた。

「リット、どうした？」

「そろそろかなって思って迎えに来たの」

　リットはそう言って、はにかむように笑った。

　寒さのせいか頰ほおが少し赤い。

　俺は予想より時間がかかったと思っていたのだが、リットにはこれくらい時間がかかると分かっていたようだ。やっぱりこういうことはリットの方がよく知っているな。

「むっ」

　リットは俺の顔を見てなにかに気がついたような表情を見せた。

　それから手袋を外す。

「えい」

　リットは俺の顔に自分の両手を当てた。

　手袋の中で温められた手は、凍えていた肌をじんわりと溶かすように気持ちがいい。

「レッドの顔、赤くなってたよ。どう？　温かい？」

「あったかい……ありがとう」

　もちろんリットの手も温かいのだけれど、それと同じくらい胸の中が温かい。少し鼓動が速くなったからかもしれない。

「あっ」

　俺がリットの手の心地よさに浸っていると、リットが小さな声を上げた。

「レッド、空！」

「うん？」

　リットは空を見上げて嬉しそうにしている。

　俺も夜空を再び見上げてみると……星の瞬く黒い夜空を、白く細かい雪がひらりひらりと舞っていた。寒い寒いと思っていたが、まさか雪まで降るとは。

「ゾルタンで雪が降るとは珍しいな。世界の果ての壁から風で運ばれてきたのかな」

「私、ゾルタンに来て初めて雪を見たわ。ロガーヴィアでは見飽きるほど見てきたけれど、こうして見るとなんだか綺麗ね！」

「そうだな。ゾルタンなら積もることはないだろうし、気楽に雪が舞うのを見物できそうだ」

　リットの故郷であるロガーヴィア公国は北国だ。冬ともなれば雪に覆われ一面銀世界となる。ゾルタンでは白く積もる雪を見ることはできないが、このハラハラと降る雪にリットはロガーヴィアの冬景色を見ているのだろうか？

　俺はリットの身体をそっと抱き寄せた。

「少し、雪を見ていくか？」

「いいの？　でも寒いよ」

「確かに……懐炉も残ってないんだよな」

　余裕を持って作っていったつもりだったのだが、思いのほか好評で、酒場で説明していた時に近くにいた、これまで店に来たことの無かった人達たちも集まってきたのだ。

　おかげで懐炉はすべて配ってしまった。俺が寒そうにしているのも、自分の分の懐炉すら無いからだ。

「ふふふ」

　リットの口がニマーと横に広がった。

「実はね……じゃーん」

　そう言ってちょっと勿もつ体たいぶってリットは胸の間から懐炉を取り出す。

「もし店にお客さんが来たときに見せたほうがいいと思って、１つ選より分けておいたの」

「おお、さすがリット」

　でも、２人に１つでは数が合わない。

「まだ温かいから、これでレッドは温まってよ」

　リットはそう言って俺の手に懐炉を握らせる。

「私は北国ロガーヴィアの出身。これくらいの寒さ、どうってことないわ」

「だめだ、リットが寒そうにしているのに俺だけ温まっているなんて耐えられない」

「むー」

　もちろん拒否だ。だがこういう時のリットは頑固なことを俺はよく知っている。

　このままでは２人とも懐炉を使わないということになってしまうだろう、それは勿体無い。ふむ……俺は少し考えた後、懐炉を手のひらに入れたまま、リットの手を握って歩き出した。

「ちょっと近くまで歩こう」

「？」

　リットは俺に引っ張られるまま進み、途中で林の中へと続く横道に逸それる。

　落ち葉を踏みしめその小さな道を進むと、林の中にある、木々の間にぽっかりと空いた、ささやかな広場へと出た。

「ここならこの時間はもう誰も来ないだろう」

「え……ええっと？　何されるのかな？　されちゃうのかな？」

　リットは急に赤くなってそわそわし始めた。ちらちらと俺の方を見ながら、緩む口元を首の赤いバンダナで隠している。

　あれ？　い、いやそういうつもりじゃなくて……。

「あ、ええっと、ちょっと失礼するよ」

「え？」

　俺は自分の外がい套とうのボタンを外す。そして外套が２人をふわりと包み込むようにリットを抱き寄せる。懐炉は顔を寄せ合う２人の真ん中に。

　これでお互いの温かさが冷たい冬の夜から２人を守ってくれる。

「これなら２人で温まれるな」

「あう」

　リットは真っ赤になってあたふたと視線を逸らしたり、やっぱり俺の顔を見つめたり、両手をふらふらさせたりしていたが……やがて、リットは俺の背中に腕を回すとギュッと抱きしめ返した。

「……レッドの身体って温かいねぇ」

　リットは目を細めてそう言った。

　俺の眼めの前にリットの可愛かわいい顔があり、綺き麗れいなブロンドの髪には白い雪が少しだけかかっている。ふっと俺の鼻をいい匂いがくすぐった。

　コートの中で汗ばんだリットの胸が、ギュッと俺へと押し付けられて形を変えている。

　上目遣いに俺を見るリットの顔は照れて赤くなっていて、そしてまっすぐな〝好き〟に満ちていた。少し落ち着いたのか、リットは空を見上げる。

「雪って……こうして見ると綺麗だね」

　リットの言葉が俺の首筋をくすぐる。だが俺はリットの顔から視線が離せない。

「どうしたの？　私の顔ばっかり見つめても……雪と違って見慣れてるでしょ？」

「でも今日の雪の中のリットは、今この瞬間しか見られないから……見み惚ほれていたよ」

　いかん、思わず口から正直な感情がこぼれた。

　俺は何を言ってるんだろう、カッと自分の顔が熱くなるのを感じた。

「ご、ごめん、変なこと言ったかな」

　俺が慌てて言い訳するのを、リットはポカンと驚いたまま聞いている。

　やらかしたかな……。

「えへ……えへへ」

　俺があたふたし始めたところで、リットの口がふにゃっと緩み、嬉しそうな笑みがこぼれた。

「なんで私を不意打ちしたレッドの方が顔赤くしてるのよ」

　真っ赤な顔と緩んだ口で、そう俺をからかうリットの口調は、躍るように軽やかで楽しげだ。

「不意打ちするつもりじゃなかったんだよ……本音がつい出ちゃったから照れてるんだ」

「レッドも照れるんだ」

　答える代わりに、俺はリットの額と自分の額をくっつけた。

　雪の降る夜に、俺達は１つのコートにくるまって、ギュッと抱き合いながら、額をくっつけてクスクスと笑っている。周りに人の気配はないな。

「誰もいないよ」

　リットも同じことを考えていたようだ。それがくすぐったくて、そして心地よくてたまらない。俺はそっとリットの唇にキスをした。

　五感すべてでリットの存在を感じ、俺の心の中が溢あふれそうになる。

　唇を離し、お互いに照れた笑いを漏らして、ごまかすように空を見上げた。

「雪、綺麗だな」

「うん」

　寒空の中、２人で１つの外套にくるまって、１つの懐炉で温まって、一緒に雪を眺めている。そんな日常スローライフを送ってもいいだろう。

「この雪を見れば、きっと明日はみんな懐炉を買いに来るよ」

「確かにそうだ」

「明日はきっと、今日よりずっと売り上げが良くなるわ」

　リットはそう言って俺に笑いかけた。その笑顔を見て、俺ははっと気がつく。

　なぜ今日、客が来なかったのをどうにかしようと思ったのか……こうやってリットと一緒に笑いたかったからだ。

　リットと一緒に悩んで、一緒に何かを作って、そして一緒に喜んだり、がっかりしたりする。その時間そのものが欲しかったんだ。

「明日お客が来るかわからないけどさ」

「そう？　私は来ると思うな」

「ありがとう、そうリットが言ってくれるから、今日１日頑張れたよ」

　リットは少し首を傾かしげて俺を見た。

　またギュッと俺の背中の腕に力を込め、リットは２人の身体を密着させる。

「でも頑張りすぎないでね。私はレッドとこうして一緒に雪を見られるだけで幸せなんだから」

　言った自分の言葉に照れて、ニヘラと笑うリットに俺の口も緩みっぱなしだ。

「そうだな。リットと一緒に楽しく過ごすことは頑張ることじゃないな」

「そうよ、レッドはこれまでも十分過ぎるくらい頑張ってるんだから、私のためにくらい頑張らないで」

　結局の所、俺はこうしてリットと一緒にいることができれば、それだけで幸せなんだろう。そして頑張らなくてもリットは俺と一緒にいてくれる。

「こうしていると本当に温かいね」

「ああ……本当に温かいな」

　そうしているうちに夜はすっかり更けていた。夕日の跡はもうどこにも残っておらず、夜空には静かに佇たたずむ月が、ひらひらと舞う白い雪を輝かせている。

　俺達は、２人一緒に空を見上げながら穏やかな夜を過ごしたのだった。
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　翌日。俺は山へ向かうための準備を終えた。

　そろそろ薬草のストックが減ってきているし、懐炉の材料となる錆さび食くい茸きのこは元々あまりストックしていない。

　冬に向けて薬の需要も変化している、一度しっかりと薬草を補充するべきだろう。

「じゃ、行ってくるよ」

「いってらっしゃい、はいお弁当」

「ありがとう」

　ちなみにこの弁当は９割俺が作ったやつだ。リットはカリカリに両面とも焼いた目玉焼きだけ作った。早朝、いきなり台所にきたかと思うと、出かける俺に弁当を渡すシチュエーションをやりたいと言い出したのだ。

　渡すだけだと物足りないから、何か１つ作らせて、とも言ってきたので目玉焼きだけ作ってもらった。

「むふー」

　弁当を渡したリットは満足そうだった。

　山へ向かうと、また橋の真ん中に騎士が居座り、橋を渡ろうとしている人を妨害しているらしい。面倒なので前回と同じように回り道することにした。

　あの騎士は暇なのだろうか？
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　いやだ、やりたくない。私は心の中で悲鳴を上げた。

　目の前には村の生活排水や汚物、さらにはゴミまで投げ込まれたドブ川がある。そこにデフォルメされた木彫りのワイヴァーンの玩具おもちやがゴミに引っかかって浮かんでいた。

「うあああああん!!」

　男の子がドブ川に浮かんだ玩具を指差し泣いている。落としたのだろう。

　ドブ川からは鼻の曲がりそうな臭気が漂い、目を背けたくなるような不快で得体の知れない物体が沈殿している。

　諦めてどこかへ行ってくれれば耐えられるのだが、子供はそこを離れずずっと泣き叫んでいた。

　もしかしたら私の特性を知っているのかもしれない。打算的に泣いているのかもしれない。そうではないとは思いつつも、一度芽生えた疑心は膨れ上がり、解放されることのない憎悪となって私の心を灼やいた。

　私は『勇者』。『勇者』は困っている人を見捨てない。

　仮令たとえ私があの男の子より年下であっても。

　仮令私がこれから遊びに行く所であっても。

　仮令私がこの前も同じような状況で服を汚し、母から殴られ二度とするなと警告されたとしてもだ。

　加護はそんな私の事情など構ってはくれない。

　もう耐えられない、私はここから飛び降り、汚物をかき分け、あの銅貨１枚ほどの価値しかない玩具のために今日１日を台無しにするのだ。

　私は力なくドブ川への一歩を踏み出そうとして……肩を摑つかまれた。

「任せろ」

　その人は何の躊ちゆう躇ちよもなくドブ川へ飛び込んだ。腰まで汚水で浸つかってしまったことに顔をしかめながらも、力強い足取りで玩具へと近づき、それを摑み、戻ってきた。

「ほら、もう落とすなよ、あと汚れているから洗ってこい」

「ギデオン兄ちゃんありがとう！」

　さっきまで泣いていた子供は嬉しそうに笑うと、汚れた玩具を持って走り去った。

「ふぅ……」

　その人は自分の惨状を見て、苦笑いを浮かべている。

　私が近寄ろうとすると、慌ててそれを止めた。

「汚れるぞ」

「……お兄ちゃん」

　その人は私のたった１人のお兄ちゃん。

「ごめんなさい」

「なんで謝るんだ。ルーティは何も悪いことしていないんだ」

「でも……」

「俺がやりたいからやっただけだ。だから気にするな」

「分かった……お兄ちゃん」

「なんだ？」

「ごめん、やっぱり無理」

　私は服が汚れるのも構わず、お兄ちゃんに抱きついた。

　お兄ちゃんは、最初は押しのけようとしたのだけれど私が泣いているのに気がつくと、観念したように、されるがままになった。

「一緒に、服を洗いにいくか」

「うん」

　きっと、本当の勇者というのはお兄ちゃんのような人のことを言うのだろう。

　私のようにやらされているのではない、自分からドブ川に飛び込めるような人のことを。

　私が魔王討伐を志すのは、最も困っている大人数を救うという大きい目標を立てることで、こういう細かい人助けに煩わずらわされることがないようにするためだ。

　世界の命運だの、そんなものは私にはどうでもよかった。
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　ゾルタンに向けてルーティとティセは、街道を進んでいた。

　ルーティはいつもの鎧よろいを身に着けていない。腰に佩はいている降ごう魔まの聖剣もない。

　それは目立ちすぎるとティセに言われると、ルーティは素直に装備をアイテムボックスに仕し舞まい、10分程どこかへ消えた。

　ティセがどこへ行ったのか考えながら待っていると、剣を持ったルーティが戻ってきた。

　なぜか後ろにはゴブリンが３体付いてきている。その手には木の枝で編まれた籠を持っていて、中には干した川魚が入っているようだ。

「え、いや、何があったんですか？」

「近くにゴブリンの気配がしたから武器を貰もらってきた」

　ルーティが手にしている剣は、穴が３つ空いた両手持ちのゴブリンブレードだ。

　振り回せば今にも折れてしまいそうで不安になる。

「まぁ鞘さやに入れていれば分かりませんね……それよりもその後ろのゴブリン達たちは？」

「近くにあったゴブリンの集落で族長が病気か何かで寝込んでいたから〝癒いやしの手〟で治療した。その御礼に武器と食べ物を貰った」

「え、あ、そうなんですか……ゴブリン達を治しても平気なんですか？」

「大丈夫、あの集落は略奪はしていない。ゴブリンの４割くらいは狩猟と簡素な農業で生活している。全員が略奪しているわけじゃない。そういうゴブリンは人間の生活圏から離れたところに住んでるから目立たないけど」

　悪を討つだけでなく、悪を見抜くのも勇者の力なのだろう。ティセはあらためてルーティに畏敬の念を感じていた。

「分かりました、その剣も質素な冒険者を装うにはいいかもしれません。食べ物はアイテムボックスに入れておきましょう」

「そう」

　勇者は自分の行動がティセに認められ、嬉しそうに笑っていたのだが、その笑顔はあまりにも微かすかすぎて、ティセが気がつくことはなかった。

　２人はゴブリン達の感謝の声を背に、飛空艇を後にしたのだった。
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　風が吹き、ゾルタンの草原が波打った。

　ゾルタンに来る前、ルーティ達がいたアヴァロン大陸北西部の森はもう冬支度を済ませていたが、ゾルタンの草原も緑から褐色へと色を変え、少し物寂しいものに変わっている。

「南といっても結構寒いものですね」

「そう」

　ルーティは無表情のまま答えた。

　環境耐性により、ルーティにとっては寒さは気温という情報に過ぎない。

　極寒の極北であっても、灼しやく熱ねつの砂漠であっても、ルーティにとっては何の障害にもならない。しばらく歩いていると、２人は人だかりに気がついた。

「どうしたんでしょう？　ちょっと様子を見てきますね」

　ティセが人だかりを小さな身体でするりと抜ける。

　それからすぐにルーティのところに戻ってきた。

「騎士が橋を塞いでいるそうです。腕に覚えのある冒険者やらが挑んだそうですが返り討ちにあったようで。少し遠回りになりますが、迂う回かい路ろもあるそうですが、そちらへ行きますか？」

「いえ、ここを通るわ」

　ルーティはまっすぐ人だかりへと向かった。

「どいて」

「なんだ嬢ちゃん、危ねえぞ、ここは変な騎士が……」

　声をかけられた男は、途中まで言いかけて、自分の足がガクガクと震えていることに気がついた。

「お、おお……」

　男は本能的に道を譲った。その様子を見ていた他の人々も、自然とルーティの前を遮らないよう移動した。ルーティが通り過ぎてからしばらくして、彼らはようやく自分が怯おびえていたことに気がついたのだった。

　橋では鎧を身に着け、槍やりの先に布を巻いて相手を殺さないようにした騎士がいた。

　身長２メートル近い大男だ。

「通行料だ。ここを通りたければ１００ペリル置いていきな」

　男はそう言った。ルーティは首を傾げる。

「なぜ？」

「なぜって、俺がそうしたいからだ」

「そう、じゃあ払う必要はないのね」

　ルーティはまっすぐ騎士のもとへと向かうが、剣を抜く気配すらない。

「な、お前、一体……」

　にもかかわらず、騎士は自分が打ち込める姿を想像できなかった。

　どうやっても自分が殺される姿しか思い浮かばない。

　その様子を見ていたティセは、そろそろ騎士が武器を投げ降伏するかと予想していた。

　だが、

「うおおおおおお!!!!」

　騎士は裂れつ帛ぱくの気合いで叫ぶと、大きく踏み込み、鋭い突きを放った。

「……え？」

　攻撃したはずの騎士は何が起こっているのか分からず、間の抜けた声を上げた。

　ルーティは高速で突き出された槍をいとも容易たやすく右手で摑んでしまったのだ。

　片手で無造作に摑んでいるようにしか見えないのに、それだけで騎士がどれだけ力んでも槍はびくともしない。

「邪魔」

　ルーティは小さくそうつぶやくと、槍を騎士の身体ごと持ち上げた。

　巨漢の騎士がふわりと浮かび、そして宙を舞う。

「おおおおお！！？？」

　ルーティに投げ捨てられ、騎士はそのまま欄らん干かんを越え、川へと落下していった。

「ティセ、行こう」

「は、はい」

　旅人の振りをしているのにいきなりこんな目立つ勝ち方をしてどうする、とティセは頭を抱えながら勇者の後を追ったのだった。
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　俺が歩いていると、なにやらうめき声が聞こえてきた。

　不審に思って声の方へと行ってみる。

「うぅ……寒い」

　そこには巨漢の男が焚たき火にあたりながら震えていた。

　身につけているものはパンツだけで、近くの木に、服らしきものが干されていた。

「溺れかけて、川の中で鎧脱いじゃったし。フルプレート高かったのになぁ」

　男はそんなことを呟つぶやきながら涙目で枝を折って焚き火に投げ入れていた。

　よし見なかったことにしよう。

　俺は回れ右すると、その場を立ち去ろうとするが……。

「待たれよ！　そこの人待たれよ！」

　げ、気づかれた。

　男はドタドタとこちらに近寄ってくる。

　面倒事の気配に逃げ出したくなるが、さすがにまだ何も言われていないのに逃げるのは良くないか。

「あー、何か用か？」

　俺は言外に、正直迷惑なんですけどオーラを含めつつ、愛想笑いを浮かべて答えた。

「うむ、それがしは竜騎士ドレイクライダーオットー。栄光のファフニール騎士団の切り込み隊長」

「ドレイクライダーぁ？」

『竜騎士ドレイクライダー』とは、騎兵系上位の加護で、名前の通りドレイクと絆きずなを結び、ドレイクに騎乗しての戦いを得意とする。

　似たような加護で、もっと一般的な『飛竜騎士ワイヴアーンライダー』と比較すると、同じワイヴァーンに乗る場合でさえ、基本的には『竜騎士』の方が強い。

　理由は色々あるが、一番は『竜騎士』は〝人竜一体〟のスキルにより、自分の持っているスキルと同じものを騎乗しているドレイクに与えることができることだろう。

　もちろんドレイクには自分の加護もあるため、２種の加護から与えられる力は加護レベルが同格の敵を圧倒する。

　だが、『竜騎士』が〝強い〟加護かというと、そうとも限らない。

『竜騎士』には唯一にして致命的な欠点があるのだ。

　それは、『竜騎士』は生涯に１頭のドレイクとしか絆を結べないこと。

　強力なスキルの数々も、その１頭のドレイクを失えば、二度と機能しないものとなる。そうなれば、加護のもたらす残されたスキルは、下級の加護であるただの『騎兵』のものとなり、ドレイク関係にスキルを割り振った分、同格の『騎兵』にすら劣るようになる。

　なので……。

「……そうしてそれがしは、醜怪なる巨人グレンデルと相打ちになる形で相棒を失ったのだ」

　と、俺は昔は強かった系の武勇伝によく使われる。

　今『竜騎士』のスキルが無くても、相棒を失ったから使えなくなったと言い張れるからだ。

「あー、なに？　ファフニール騎士団？」

　鍛冶師のモグリムもそんな名前のドレイクがいたとか言ってたな。

　俺は聞いたこと無いんだが流は行やっているのか？

「そうファフニール騎士団！　辺境ゾルタンで暮らす者には馴な染じみが薄いかもしれんが、誉れのバハムート騎士団、冷酷なるティアマット騎士団につぐ、第三の騎士団として王都では知らぬ者のいない栄光のファフニール騎士団！　それがしはそこで竜騎士ドレイクライダーとして活躍していたのだ」

「知らないなぁ」

「ゾルタンのような田舎に住んでいては、中央の常識に疎くなるのも仕方がない。恥じることはないぞ」

　ポンポンと肩を叩かれ慰められた。

　俺はジト目でオットーと名乗るこの男を睨にらむ。

　一応、俺、そのバハムート騎士団の副団長やってたんだけどね。

「で、その騎士様が何の用で？　俺、急いでるんだけど」

「そうだ！　お前に頼みがあってな」

「頼み？」

「それがしは、ヒルジャイアント・ダンダクを討伐し、やつの城を手に入れ領地持ちの貴族になるためにこのゾルタンにやってきたのだ」

　それは聞いたことがある。

　３年前にあらわれた５体の丘巨人ヒルジヤイアントがゾルタン北西に位置する領主の城を襲撃し乗っ取ったと。

　ゾルタンも一度討伐隊を送ったのだが敗走し、その領地の持ち主である貴族がすでに巨人らに殺されてしまっていたのもあって、以来放置されている。

　城持ちになることを夢見る無謀な冒険者が挑み、二度と戻らないことが時折あるくらいで、特に問題も起きていない状況だ。

「ふーん、そうか。頑張れよ、じゃ」

「待て待て待て、話を最後まで聞け」

　立ち去ろうとした俺を慌ててオットーは呼び止めた。

「それで俺は巨人と戦える武芸者を見つけるため、橋を通る人々に戦いを挑み試していたのだ」

「あ、お前あの迷惑な騎士か」

「そうしたら、今日、ついに俺と互角の強さを持つ女戦士と出会うことができた。これは運命、それがしはあの女戦士を見つけ、共に邪悪なヒルジャイアントを倒し、城を手に入れる！」

　オットーはそこまで言うとちょっと恥ずかしそうに照れだした。

「そしてその女戦士にプロポーズして一緒にお城で暮らすんだ」

「あ、そう、頑張れよ」

「待て待て待て、もうちょっとだから、次で本題だから」

　立ち去ろうとした俺を、また慌ててオットーが呼び止める。

　いい加減にして欲しい。

「で一体俺に何をしてほしいんだよ」

「いや、大したことではないのだが」

　なにやらモジモジしだした。

　２メートル近い巨漢にそんな仕草をされても、気持ち悪いだけだ。

「それがし、川に投げ込まれた時に武器も鎧よろいも荷物も有り金もすべて流されてしまって……お金を貸してほしいのだ。城を手に入れたら返すから」

「やだ」

　もちろん即答だ。

「それがしが頭を下げてもか？」

「うん」

「ならば仕方がない！　力ずくでも有り金を置いていって貰おう！」

　そう言ってオットーが両手を広げて襲いかかってきた。パンツ１枚の姿で。

「痛い目にあいたくなければ素直にぶへらぁあああああ!?」

　気がついたら俺は渾こん身しんの右ストレートをオットーの顔面に叩たたき込んでいた。

　はっ、いけない、つい反射的に殴ってしまった。目立たないよう喧けん嘩かは買わないようにしているんだが、正直なんか本能的にイラッとしたし。

　オットーは後ろに吹き飛び、大きな水しぶきを立て、再び川へ落ちてしまった。

　オットーの身体はプカーッと水に浮かぶと、そのまま下流へと流れていった。

　あいつ追い剝はぎだしまぁいいか、先を急ごう。
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　ゾルタンの秋は短い。

　山で秋を感じる暇もなく、葉は落ち、どこか寂しさを感じる冬の山へと姿を変えていた。

「雪が積もることはないとはいえ、冬だと採れる薬草の数も限られてしまうな」

　冬は冬で、コロリ風邪の治療薬となるポリプ茸きのこや、傷口から感染する汚お穢せん熱ねつに効く雪ゆき蔓つる、あとは灰色ヒトデ草や錆さび食くい茸もまだまだ採れる。

　だが止血薬や消毒薬に使われるヒヨス草や解毒剤の材料であるコクの葉など、需要が高い薬の原料が採れなくなるのは痛い。

　錆食い茸以外にも、まだギリギリ採れる今のうちに、この２つの薬草を回収しなくてはならないだろう。

「温室を造って、ある程度は冬でも確保できるようにしておきたいな」

　帰ったらゴンズに相談しよう。とりあえず今は薬草採取に集中だ。

　キマイラ達たちも見ているくらいなら手伝ってくれればいいのに。

　遠く離れて俺の様子を窺っていたキマイラにちらりと視線を向けると、キマイラは慌てて逃げていった。
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　私はティセ。昔は暗殺者だったが、今は頭を抱えて悩むただの人。

　原因はもちろん勇者様だ。

「私はただの旅人、怪しいものじゃない」

　勇者様はそうゾルタンの門番に説明している。

　その肩には５００キロくらいありそうなグレータージャイアントフロッグを担いでいた。

　なんで？

　私が門番に噓うその事情を説明しつつ賄賂を渡したりしていた時間は10分ちょいのはずだ。話はこちらでつけたのだから、勇者様はただ大人しく待ってくれさえすれば良かっただけなのに。

「あ、あの、ルールさん」

　このルールというのは、街での勇者様の偽名だ。ちなみに私は、ティファ。

　行方不明の父親を探しているという設定だ。

　勇者様の探している錬金術師がどんな男かはよく知らないが、人探ししているという設定なら家族ということにしておけばいいだろう。情報が似ていただけで人違いだったということにすれば、後腐れもない。それはともかく、今は目の前の状況だ。

「その背中のカエルはどうしたんですか？」

「すぐ近くの土の中で冬眠していたので、春になったら危ないだろうと思って退治したの」

「う、うーん、まぁ分かりました。でもなんで背負っているんですか？」

「？」

「いや、そこで首を傾げないでください」

「町の近くで動物や魔獣系のモンスターを倒したら、町の買い取り屋まで運ぶもの」

　いやまぁそうなんだけど！

　私の肩を門番が叩たたいた。ギギギと音がなりそうなほどぎこちなく私が振り返ると、そこには驚き目を輝かせる門番がいた。

「あんたの連れ、すげえな。肉屋と台車手配してきてやるからちょっと待ってな」

　勇者様は周りからの賞賛と好奇の目など気にならない様子で、超然としている。

　とりあえず、

「ルールさん、門番が肉屋と台車を手配してきてくれるそうなので、カエルは下ろしていいですよ」

「そう」

　ドンと音を立ててカエルが地面に下ろされる。

　ああ、きっとこれで、私達のことは街中の噂うわさになるだろう。

　隠おん密みつ行動なんてあったもんじゃない……。
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　この時季になると、山の夜は寒い。俺は、寝袋にくるまりながらぶるっと震えた。

　焚たき火がパキパキと音を立てて燃えている。

　俺は自分で調合した懐炉を寝袋の中に入れ、その温かさにホッとしていた。

　山は世界の果ての壁が近いため、特に北から吹き下ろす風は、よく冷えている。

「ベッドが恋しい」

　以前はそこまで家を恋しがることはなかったはずだ。

　ここに山小屋を建てる計画だって考えていた。山で２～３泊すれば薬草採取の効率もあがる。だけど今はもうそのつもりはない。

　できるかぎり家に帰りたいからだ。

「なるほど、これが帰る場所ができるってことなのか」

　リットの待つあの家を思い浮かべて、俺は眠りについた。１人で眠る山は、懐炉を持っているのにもかかわらず、去年よりもずっと寒い気がした。

　翌日も山で薬草を集め、暗くなってから山を下りる。

　誰も見ていないうちに、〝雷光の如き脚〟を使って全速力でゾルタンに帰ろう。

　夜道を俺は全力で疾走してゾルタンに戻る。

「おーい」

　俺が叫ぶと門を閉じようとした門番が振り返った。

「なんだレッドじゃねえか、薬草採取の帰りか？」

「ああそうだ、入れてくれよ」

「面倒くさい、そこの塀乗り越えろよ」

「嫌だよ、俺が面倒くさい」

　軽口を叩きながらも、門番は門を閉じるのを少し待ってくれた。ゾルタンの城壁は高さ２メートルしか無い石垣だ。乗り越えようと思えば簡単に乗り越えられる。

　門限に遅れた冒険者なんかは、こっそり塀を登って帰ってくるのだが、知らない振りをするのが暗黙の了解だ。

　他の都市なら大問題だろうが、ゾルタンでは笑って済まされている。

「レッド、お前本当、ギリギリに来るのが得意だよな」

「俺は真面目だからな」

「真面目なら余裕ある時間に来いよ！　ところで俺ももうあがるんだが、このあと１杯どうだ？」

「あー、悪い。俺は家に帰るよ」

「かー、つれないね、俺より嫁さん取るってか」

「当たり前だろ」

「真顔で言うなよ……わかった、せめて本当に１杯だけどうだ」

「あー、まぁずっと飲んでなかったしな、分かった。屋台でコップ１杯だけな」

　まぁ友達付き合いも大切だ。遅くなるつもりはないけど。

　俺達は城門から港区と下町の境にいつもいる「おでん」の屋台に入った。

「らっしゃい」

　そこにいたのはむさい親おや父じ……ではなく、シルバーブロンドに、すらりとしたスタイルのハイエルフだ。

　親父さんもいい年で、そろそろ店を畳もうかとこぼした所、このハイエルフのオパララが、「この店が潰れるなんて嫌だ、それなら私が後を継ぐ！」と言い出したのだ。

　いかつい顔をして美人にめっぽう弱い親父さんは、30秒くらい断ったがオパララの熱意に負け、それから２人で屋台を引くようになり、今ではオパララが１人で立っていることも多くなった。

　彼女の姿を見ていると、かつて仲間だったハイエルフのヤランドララを思い出す。胸の大きさでは随分差があるが。

　ハイエルフという種族は、現在アヴァロン大陸で唯一、人間以外の種族でありながら正式な王冠を戴いただいてキラミン王国という国を持っている。

　例えばサー・ビアードマウンテンに住むドワーフ王は、正式には伯爵位の領主で、サー・ビアードマウンテンは伯爵の治める自治領に過ぎない。

　国のトップという意味の王でなく、正しい意味での王国を名乗れているのは、アヴァロン大陸に人間とハイエルフしかいない。

　そのため、ハイエルフ、高貴なエルフと自称しているのだ。

　人間は特に疑問を抱かずハイエルフと呼んでいる。しかしかつてアヴァロン大陸の覇者であったウッドエルフの末まつ裔えいであるハーフエルフや、文明を失ってはいるが古代エルフの直系とされるワイルドエルフからは、アーヴァンエルフ（都市エルフ）と呼ばれている。

　だがまぁ俺は普通にハイエルフと呼んでいる。

　俺は人間だし、アーヴァンエルフって言うと彼女たちは大抵機嫌悪くなるし。

　基本的にハイエルフは表裏が無い。いつも本音で会話してくる。

　機嫌が悪くなると容赦なく自分は今の言葉で傷ついたと主張してくるので、ある意味では付き合いにくく、ある意味では付き合いやすい人々だ。

　もちろん個人差はある。表裏のあるハイエルフだっていくらでもいるだろう。

　彼女たちは、建て前を使えないのではなく好んで使わないだけなのだ。使おうと思えば人間以上に狡こう猾かつに使える。

　特にキラミンの王族達は信用できないと、団長がよくこぼしていた。

　ヤランドララはその点、素直で付き合いやすかったな。今頃ルーティ達と旅をしているんだろうか。厳しい旅だろうけれど……元気でやっていればいいが。

「大根と牛すじ、玉子、はんぺん。あとビールを」

　門番は四角い鍋の中に浮かぶ具を指差しながら注文する。

「じゃあ俺は大根とウィンナー、あーちくわも。それとビールをコップで」

「あいよ！」

　鈴を転がすようなハイエルフの声で、威勢よくオパララは応えた。

　慣れた手つきで具を木の器に入れていく。

「そういえば……」

　俺に器を手渡すときに、地面に置かれた俺の薬草袋を見て思い出したようにオパララがたずねた。

「レッドの旦那、カラシはもう売ってないのかい？」

　屋台を開く前まではレッドさんだったのに、呼び方まで親父さんの真ま似ねをするとは全くハイエルフは凝り性だ。

「あー、以前と違ってあんまり山にいかなくなったからな。香辛料は自分の分くらいしか集めていないんだ」

「残念だ。町での仕入れは安定しなくてね」

　カラシは１キロで５ペリルくらいが交易所の相場だ。交易所から市場を経由するとさらに高くなる。おでんに合うが、もちろん有料サービス。

　なので俺も門番も我慢している。だが、そこに１人の少女があらわれた。

「らっしゃい」

「大根、牛すじ、玉子、ちくわ４つ、それにカラシ」

「あいよ！」

　器を受け取ると、少女は小皿に載ったカラシを惜しみなく投入した。

　あの食べ方は、カラシが薄くなったら追加でカラシを頼む王様おでんの流儀だ！

　すごい！

　それにちくわ４つというのもすごい。それだけちくわが好きなのだろう。

　にしても初めて見る顔だ。背は小さいが、身体は良く鍛えられている。

　フード付きの黒い服は旅で擦り切れているが、質は良いものだ。

　腰にショートソードが１本。服の中、脇のあたりに投げナイフが３本。

　ショートソードは強化の魔法と他に何か特別な効果。そして、それらを隠す隠匿の魔法。

　服の裏地にミスリル銀のチェインシャツを縫い込んでいるな。

　装備は実用性重視。それに目立たないようにわざと通常品のように見せかけている。

　この子は凄すご腕うでだ。ならば旅慣れている冒険者……にしては気配が薄い。

　気配を気取られないようにしなくてはいけない仕事だろう。

　盗賊、スパイ……それか暗殺者あたりか。

　その時、少女がくるりと俺の方に顔を向けた。

「何か？」

「ああ、悪い。初めて見る顔だから気になってね。それにカラシを頼めるほど余裕があるようだし」

「カラシはおでんに必須です」

「俺もそう言えるくらい稼ぎたいもんだ」

[image: ]

　俺は横目でちらりと見ただけだったのだが、この子は俺が注意を向けたことに気がついたのか。こりゃかなり強いな。一体何者だ？

　その時。

「あんた昨日の！」

　少女の顔を見た門番が叫んだ。

「なんだ知り合いか？」

「レッド！　聞いて驚け、こいつの連れが城門近くの泥の中で冬眠していた、ふとっちょガエルを片手で引きずり出し、ぼろっちいゴブリンブレードで、見たこともない武技を使って倒しちまったんだ！」

　少女の頰ほおがピクリと動いた。

　あまり触れられたくない話題のようだ。

　だけど表情の動きが目立たないタイプのようで、門番には伝わらない。

「あの姉ちゃん、名前なんだったかな、ルー……ルーテ？」

「ルールです」

　無視するかと思ったが、仲間の名前を間違えられるのは嫌なのか訂正した。

「おおそうだ、ルールだったな！　旅人さん、確かそっちの名前はティファだよな。もしゾルタンに長期滞在するつもりなら冒険者ギルドにいくといい、腕の立つ冒険者はいつでも不足しているから。あのふとっちょガエルだって、冬眠から覚めると危ないから駆除して欲しいって依頼だしてるのに、誰も受けなかったくらいなんだよ」

　グレータージャイアントフロッグは、あれで意外にやっかいなモンスターだ。

　舌を器用に使い相手を捕まえ嚙かみ付いてくる。

　ヌメヌメした見た目とは裏腹に、カミソリのようにするどいカエルの歯はチェインシャツくらいなら簡単に嚙み切ってくるし、嚙み切れなくてもとりあえず飲み込んでみるという困った習性もある。

　Ｄランク冒険者では相手にならず、Ｃランク冒険者がパーティーでかかっても油断はできない。そういう相手だ。

　そのグレータージャイアントフロッグをたった１人で倒せたのだから、少なくともそのルールという旅人はＣランク上位からＢランク級の実力があるようだ。

　ティファと呼ばれた少女は、ペラペラ喋しやべる門番をちらりと一いち瞥べつした。

「おい、それくらいにしろよ。旅人さん迷惑してるだろ」

「え、そうか？」

「そうだよ、その子は１人でおでんを食べに来たんだ」

　こくりとティファは頷うなずいた。門番はバツの悪い顔をして頭を搔かいた。

「すまねぇ、つい興奮しちまって」

「大丈夫です、すみません残りは持って帰りたいんで包んでもらっていいですか」

　そう言ってティファは立ち上がり、オパララから残ったおでんと、さらにちくわとコンニャクを追加で頼んで立ち去っていった。

「ほら、怒らせた」

　そう言いながら俺もコップに残ったビールを飲み干す。

「じゃ、俺も帰るぞ」

「えーもう１杯付き合えよ、旅人怒らせちまった俺を慰めろ」

「嫌だよ」

「けー、オパララ！　俺もちくわ！」

「あ、俺もちくわと大根と鶏とり肉にくを包んでくれ、リットに持って帰るよ」

　俺は代金としてクオーターペリル銀貨を１枚とコモーン銅貨を数枚カウンターに置いた。
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　ティセは尾行を警戒し、何度も遠回りをしてから港区の宿へと戻った。

「どうしたの？」

　ティセの様子に気がついたのか、ルーティが声をかける。

「勇者様、気をつけてください。ゾルタンにも厄介な相手がいるようです」

「厄介な相手」

「若い男です。会話したのは短い間でしたが、私の着込みやナイフに気づいていました」

　そう言って、ティセはミスリル銀を縫い込んだ服や、服の中に隠してあるナイフを指差す。これらの装備は、どれだけ激しく動いても針の落ちる程度の音だって立てないよう計算してあるものだ。

　並の相手どころか、『捜査官』や『探偵』の加護持ちだってそうそう気づくものじゃない自信がティセにはあった。

「しかし見抜かれました。実力もあります、おそらく私と同等に近い。相手の有利な状況に付き合えば、私でも勝てないと思います。もちろん勇者様は別ですが」

　勇者に比べると見劣りするとはいえティセはアレスが選んだ、暗殺者ギルドでも最高峰の１人だ。ティセはこういうことに関しては謙遜はしない。

　ただ判断するだけ。

　その上で、あの男はこれまで出会った相手の中でも、最上級の敵になりえるとティセは判断していた。

「あれほどの人間が在野で燻くすぶっているはずがありません。おそらくはゾルタン最強の冒険者」

「酒場では今のゾルタン最強はＢランクのビュウイって人だという話だったけれど」

「表向きはでしょう。あの男の身のこなしにはどこか気品のようなものが感じられました。多分……かつては騎士団で正式な作法を身に着けていたのだと思います」

「騎士団……」

　ルーティの脳裏によく知る人物の顔がよぎった。

　だが、騎士などはいくらでもいる。昨日橋で会ったあのもうよく憶おぼえていないヤツも自称騎士だった。ルーティは自分の考えを否定する。

　ティセはそれには気が付かず、話を続けた。

「元騎士、それも魔王軍との前線にいた歴戦の勇士というやつでしょう。それが辺境に流れてきたからには何か不名誉なことがあったのだと思います。冒険者であれば多少の不名誉なんて気にならないものですが、騎士となると騎士団全体にも迷惑がかかりますから」

「なるほど」

「それが何なのかは分かりませんが……」

　ティセは少し考える。

「あくまで予想ですが、若くして優秀なのを上官に疎まれ、相手を斬るしかなくなった、そんなところだと思いますね。あれほどの腕の持ち主が単純な失敗をして逃げてきたとは思えません」

「そう」

　ティセはショートソードを吊つり下げている腰のベルトを外した。

　ベッドに座ると、深い溜ため息をつく。

「ゾルタンにはまともな冒険者がいない。最強の冒険者ですらＢランク。それでどうやって上級デーモンを退けたのか、おかしいと思ったんです」

　ティセはアルベールを尋問したアレスから、わずかではあるがゾルタンで起きた事件について聞いていた。

　上級デーモンとＢランク冒険者が共謀し、それを腕の立つ冒険者が阻止したと。

　だがゾルタンで情報を集めた限り、解決したのは旅の冒険者と衛兵。その冒険者はＢランクに現在登録されているそうだ。

「それらは大衆向けの情報。真の英雄がその男なのでしょう。そう考えれば、門番と一緒にいたのは町に訪れた人々の情報を得るため。私が席を立つとすぐに席を立ったのも、私を警戒してのことですね。ジョッキではなくコップで飲んでいたのも、自然と動けるよう普段から警戒しているから。常じよう在ざい戦せん場じようの心構えを持ち、名声にすら興味も持たず、ただ成し遂げた事をもって誉れとする、真の英雄というやつです」

　ティセは反省していた。この旅は勇者のフォローに苦労するなどと考えた甘い自分を。

　勇者の旅がそんな簡単なものになるはずないのだ、たとえ辺境ゾルタンであっても、勇者の前には巨大な障害が立ちはだかる。

「勇者様、方針を決めなくてはなりません」

「方針？」

「あの男と協調するか敵対するかです。騎士と勇者ならば、思想は近いものがあるとは思います」

「それは難しい。私の探している錬金術師は監獄の病棟にいるらしいの」

「監獄ですか？」

　ルーティも情報を集めていたようだ。

　何か騒動を起こしていないか少し心配になるが、誰も何も言ってこないことを見ると多分何事も起こらなかったのだろう。情報収集自体は前から勇者も行っている。

　その収集方法は肩をたたいて話をするだけで、交渉というより威圧なのではあるが……。

　ルーティはコントラクトデーモンから、ビッグホークの側近であった錬金術師が薬の生産を行っていたと聞いている。

　ただルーティが悪魔の加護を飲んだ後、コントラクトデーモンは一切何も喋らなくなり、ついにルーティは錬金術師の名前や背格好を聞き出すことはできなかったのだが……。

　ビッグホークの側近達たちはすべて監獄に投獄されており、側近の錬金術師という情報に該当する人物は現在、騒動の際に肩を斬られ監獄の病棟で療養中だと突き止めていた。

「勇者であることを隠している以上、交渉で錬金術師を引き取ることは無理よ」

「そうですね……となると脱獄ですか」

「そう」

「町とは敵対することになりますね。そしてあの男とも」

「私が直接その男と会おうか？」

　会って倒す。そう言外に言っているのだと、ティセは判断した。

「……もちろん、勇者様が負けることはありません。ありませんが、ヤツはおそらく自分が敗北した場合も考えているはずです。背後を調べることもなく会うのは危険でしょう」

「そう」

　勇者は少し首を傾げながらも頷いた。

　この過剰な警戒について、ティセを責めるのは酷だろう。

　自分と同格近い実力を持つ相手が、まさかただ、のんびりスローライフすることを目的としているとは、これまで暗殺者として多くの野心家や陰謀家を見てきたティセの常識では想像もできないことだったのだから。

　２人は夜が更けても長い間、今後の計画について話し合っていた。

　その頃うげうげさんは、ティセの鞄かばんの中で脚を畳んで眠っていた。
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　翌日。

　ルーティはまたゾルタンの町で情報収集に当たっていた。

（必要なのは……）

　北区の通りを歩きながら、ルーティの意識の中で男の幻影がルーティの隣に現れ一緒に歩いている。

（そうだな、その錬金術師が拘束されている部屋はどこかが分かればいいが、監獄の内部に詳しい人が都合よくいるとは限らないし警戒もされる。この町のことを俺達はよく知らないし、コネもない。これは現地で調べるしかないだろう）

（うん、確かにそれを調べるには時間が足りない。いつものようにやる）

　男は若くとも歴戦の騎士だ。

　10歳にも満たないうちからアヴァロニア王国でも精鋭のバハムート騎士団に所属し、国内外問わず数々の功績を挙げた英雄ギデオン・ラグナソン。

　ルーティの剣術や旅の知識などはすべて兄であるギデオンから教わったものだ。他にも情報収集の基本、正しい情報を見抜くコツ、野戦や攻城戦の知識など様々なことがらをルーティは、ギデオンから優しく、だが妥協なくしっかりと教え込まれた。

　ギデオンより遥はるかに強くなった今でも、ルーティにとってお兄ちゃんならどうするかと思考することが、調査の基本となっている。

（必要なのは監獄の１日のスケジュールだな。それと病院棟の位置。可能なら病院棟にいるスタッフのおおよその人数があるといい）

（私もそう思う。夕方まで監獄の近くで音を聞いてみる）

（ルーティの知覚能力なら足音で中にいる人たちの位置と行動が分かるものな。いい考えだと思う）

　ギデオンは笑って……そして消えた。ルーティの意識が作った影だ。

　今のギデオンの笑顔は、ルーティが笑って欲しいと思ったから笑っただけの……虚むなしい笑顔。ルーティは心が切なくなるのを感じた。これまで『勇者』によって抑えられていた感情が、段々とコップの中から溢あふれ出してくるかのようだった。

（会いたい）

　会って沢山話がしたい。今なら前よりもずっと沢山のことを伝えられる。

　もう二度と、去っていくお兄ちゃんを前に何もできず立ちすくむなんて悲しいことはしない。

（会いたいじゃない、会うんだ）

　ルーティの決意によって、ざわりと空気が歪ゆがみ周囲の鳥や野良猫が怯えたように騒ぎ逃げていった。

　周囲に人が誰もいなかったことは幸運だったと言うべきだろう。
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　レッド＆リット薬草店の作業場。

　朝の客も一段落し、俺はすり鉢でゴリゴリと薬草をすりつぶしていた。

　最近、ゾルタンの近隣の村や集落の一部で風邪が流は行やっているらしい。

　そのため行商人から風邪薬の注文を受け、在庫を一気に売りさばくことができた。

　とはいえそれだけ病気で苦しんでいる人がいるということでもあり、あまり喜んでもいられない。

　俺にできることは、薬を必要とする人へ迅速に薬が行き渡るよう、こうして薬を調合して補充するだけだ。

「レッド」

　名前を呼ばれ、俺は調合の手を止め振り返る。

　赤いバンダナを首に巻いたリットが、革袋を４つ両手に抱えている。

「どうしたんだそれ」

　俺は立ち上がると、革袋を２つ受け取った。揺らすとタプタプと中に入っている液体が音を立てる。

「お酒か？」

「ウン」

　甲高い声がして、リットの背後から羽を持つ小さな影が飛び出した。

「マッカナワインダヨ！」

「フェアリードラゴンか」

　その鱗うろこは緑を基調としながらも窓から差し込む光を反射すると七色に輝き、口からチロチロと覗のぞく舌は炎のように赤い。四肢の先端には鋭い鉤かぎ爪づめが備わり、尻尾がゆらゆらと揺れている。

　その姿はドラゴンそのものだが、背中から飛び出る翼は色鮮やかな蝶ちようの羽。そして、彼女の大きさは子猫程。

　フェアリードラゴンは蝶の羽をせわしなく動かし、俺の周りをクルクルと飛んだ。

「コンニチハ！」

「こんにちは小さな妖精フエイさん。俺はレッド」

「シッテルヨ！　ワタシハクルクルル」

「クルクルルだね。よろしく」

　フェアリードラゴンはドラゴンのような姿をしているが、種族はドラゴンではなく妖精フエイだ。ゾルタンの周囲には妖精フエイはあまりいないのだが、全くいないわけではないらしい。

　ゾルタンに来てからはこうして話したことは無かったが、ルーティと一緒に旅していた頃は、妖精フエイの集落にマジックアイテムを探しに行ったり、妖精フエイの悪戯いたずらに悩まされている村の問題を解決することもあった。

　大変だったが、魔王軍やモンスター達の引き起こす血なまぐさい事件に比べたら微笑ましいもので、散々からかわれ、終しまいには頭から水をかぶるハメになったダナンの姿に、俺は思わず吹き出してしまったのを憶おぼえている。

「それで、一体どうしたんだい？」

「アノネ、ワタシタチヲタスケテホシイノ！」

「どうも、妖精フエイの集落で原因不明の病気が流行っているそうなの」

　リットが補足した。

　なるほど、この革袋は診察代と薬代ってことか。

　妖精の作るお酒は希少で、有名な高級ワインに匹敵する価格で取り引きされる。

「力になれるか分からないけれど、まずは患者を見せてくれ」

　俺の言葉に、フェアリードラゴンは嬉しそうに「クゥア」と鳴いた。
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　リットの精霊魔法で召喚した精霊大狼スピリットダイアウルフに乗ってゾルタンから４時間ほど。

　街道から大きく外れ、ぬかるんだ湿地帯を進み、人の手が入ったことのないような草原の中、蓮はすの葉が浮かぶ湖の辺りに妖精フエイの集落はあった。

「ヨウコソヨウコソ！」

　俺の頭に乗ったフェアリードラゴンは、甲高い声で嬉しそうに叫んだ。

　フェアリードラゴンの声につられて、倒木の陰から小さな小さな影がいくつも飛び出してくる。

「クルクルルガ、カエッテキタヨ！」

「タダイマ！　レッドヲツレテキタヨ！」

「ワーイ」

　フェアリードラゴンだけではなく、薄く透明な羽を持つピクシーや、大きな頭をした50センチメートルくらいの大きさのブラウニーもいた。

　それにしても、なんだってこの妖精フエイ達は俺のことを知ってるんだ？

　ゾルタンに来てから妖精フエイと話したことも無かったと思うが。

「ここが妖精フエイの集落なのね。見てレッド、あの大きなキノコ、ガラス窓がついてる！　水滴を薄く引き延ばしてガラスみたいにしてるんだわ！」

　リットは面白そうに小さな集落を眺めている。

「ロガーヴィアには妖精の集落は無かったのか？」

「あるらしいって話は聞いたことあるけど、普通は妖精フエイの集落に招かれるなんて経験しないわよ。古い家に住んでいるブラウニーには会ったことあるけど」

　人懐っこく周囲を飛び回る妖精フエイ達を見て、リットは楽しそうだ。

　リットの加護である『スピリットスカウト』は精霊魔法を操る力がある。同じように精霊魔法を使う者が多い妖精フエイと相性が良いのかもしれない。

　それにしても妖精フエイ達はなぜか大山脈、世界の果ての壁を嫌っており、ゾルタンの周りでは見かけないと思っていたのだが、こうして集落があるとは知らなかった。

「アノヤマキライ！　ダカラカワノハンタイガワニイルノ！」

　俺が質問すると、近くにいたピクシーがそう説明してくれた。

　どうやら川を挟むとセーフらしい。何か魔法的な意味があるのかもしれないな。

　じっくり考察してみたいところだが、そのためにここに来たのではない。俺は頭かぶりを軽く振って、仕事に集中する。

「さて、お仕事をしようか」

　妖精フエイ達たちに案内され、俺とリットは倒木へと案内された。

　倒木についた小さな扉をかがんでくぐると、中は妖精フエイの魔法なのか普通の家のような広さだった。

「なにこれ可愛かわいい」

　リットは側にある子供用に見える小さく丸い白磁のポットを見つめている。

　するとポットはそのつややかな白磁の体を赤くした。

「え？」

　その変化に驚くリットの目の前で、ポットは見つめられて照れたようにくねくねと白磁の体を歪ゆがめると、口からポッポッと白い湯気を吐き出した。

　リットの周りを飛んでいたピクシーは陽気に笑うと、両手でポットの取っ手を抱え、他のピクシーが持ってきた小さなカップに熱々のお茶を注ぐ。

「ハイドウゾ！」

「あ、ありがとう」

　リットの反応を楽しむように妖精フエイ達はリットの周りでじゃれ合っていた。

　微笑ましい光景だが、俺はリットに隣の部屋へ進むように促す。

「ごめん、でも妖精フエイの集落ってすごいね」

「今は俺達が病人を治しに来たって分かってるから大人しいけど、普通なら悪戯で気の休まる暇もないぞ」

「確かに。でも退屈はしなそう」

「招かれないと中々入れないけどな」

　アレスなら魔法で無理やり入ることもできるのだろうが、そうなると妖精達から招かれざる客を追い出すための、〝本気の悪戯〟を受けることになる。

「コッチダヨ！」

　隣の部屋への扉の前で、ここまで案内してきたフェアリードラゴンが小さな腕を振っていた。あの先に病気の妖精フエイが寝ているのだろうか。

　俺とリットは隣の部屋へと進む。その部屋は人間が使うような部屋だった。

　丸みを帯びた可愛らしい衣装棚や、テーブルと椅子は木製で変わったところは見られない。ただ壁にかけられた燭しよく台だいにはロウソクの代わりに、輝く陽光虫の入った瓶が吊つり下げられていた。

「レッドツレテキタヨ」

　フェアリードラゴンが甲高い声で叫ぶと、部屋の窓の側に並んだベッドに飛んでいく。

　そこには６人のピクシー達と、１人の輝くばかりに美しい乙女が横たわっていた。

「驚いたな」

　ウンディーネ。四し族ぞくの大妖精アークフエイと呼ばれる妖精の一種で、水の大妖精アークフエイだ。

　その呼び名の通り、力のある妖精フエイであり、いわゆる秘境のような場所にいるのが普通だが、このような人の住んでいる場所の近くにいることがあるとは知らなかった。

「ようこそ私のささやかな水みず溜たまりへ。レッドさん、それにリットさん、歓迎するわ」

　ウンディーネは、気け怠だるげにベッドから上半身を起こした。

　はらりと毛布が落ちて、綺き麗れいな曲線を描く透き通るような肌の胸がたわわに揺れた。

　伝説によれば、ウンディーネを求めた画家が、大冒険の果てにウンディーネと出会ったものの、そのあまりの美しさに失明してしまったのだとか。

　目の前にいるウンディーネの姿は、なるほどそのような伝説が伝わるのもうなずけるほどの、美術品のような優美な体だった。

　って、服を着ていないのか。まぁ妖精フエイは服を着る習慣のある者と無い者で分かれているからな。

　例えばここだとピクシーは裸だが、ブラウニーは布の服を着ているといった具合だ。

「レッド！」

　少し怒ったような声がして背後から俺の両目をリットの手が塞いだ。

「ウンディーネさんも服を着てよ！」

「あら、ごめんなさい」

　暗くなった視界の向こうから、ウンディーネの申し訳なさそうな、それでいて思わぬ形で悪戯が成功して喜ぶ子供のような声が聞こえた。大妖精アークフエイといっても性分は普通の妖精フエイと変わらないようだ。

「もう！」

　さっきからリットは怒りながら、俺の背中に胸を押し当ててくる。

「リット。たしかにウンディーネは美しいけれど、それは喩たとえるなら芸術品に感じる美しさなんだ。だから感動とかはするけど、それだけだ。でもリットに対する俺の感情は恋人に対するものだから、その、なんというか、背中にそうされると俺が動揺しちゃうから止やめて」

「本当？　……分かった」

　リットはまだ少しむくれているが、俺の両目と背中を解放してくれる気になったようだ。

　ベッドのウンディーネは、魔法で作り出したのか薄い布を身体に巻きつけている。

「やれやれ」

　俺はふくれっ面のリットを見て苦笑する。だけど、こうして嫉妬するリットがなんだか可愛くて、俺は照れてしまう。

「しかしなるほどな、水の大妖精アークフエイなら、俺が１人でいる時の行動も見ていたというわけか」

　それで、俺を指名して呼んだのだろう。ウンディーネはこくりとうなずいた。

「でも、見ていたというのは少し違うわ。あなた程の達人の行動をすべて察知するのは私でも難しいの。私が見たのは水が見ていたあなたの記憶だけよ。それだけでもあなたが尋常じゃない存在だという証明ね」

「まぁ加護レベルが高いだけが取り柄なんだけどな」

　俺は後頭部をかきながら困惑する。

　ウンディーネに褒められる日がくるとは思わなかった。探知系のスキルや魔法には気をつけていたつもりだったが、流石さすがに水が見ているとまでは考えてなかったな。

「じゃあ症状を診せてもらおうか」

　気を取り直し、俺はウンディーネとピクシー達を順番に診ていく。

「それでどのような症状が？」

「これを見て」

　俺の言葉にウンディーネは、グイッと自分の顔を、唇が触れ合いそうになるほどに近づけた。リットの空色の瞳と違ってウンディーネの瞳は水底のように深く吸い込まれそうになるような青だ。

「なっ！」

　後ろでリットが憤慨している。この妖精フエイはわざとやってるな……まったく。

　でも悪戯だけが目的というわけでもないようだ。彼女の身体の調子がおかしいということはすぐに分かった。

「目の下に薄くだけどクマができてるな」

「そうなのよ！　この私の顔が澱よどむなんて信じられないわ！」

　ウンディーネは眉をハの字に曲げて悲しんでいる。

「クマ？」

　俺とウンディーネのやりとりにリットが首を傾げた。

「妖精フエイの体に人間と同じようなクマができるの？」

「一応は妖精フエイも人間やエルフ、そして大半のモンスターと同じように血の通った存在だからな。でも確かに、人間と比べて生命力が強く、こういう目の下のクマのような血行不良は起こさないはずだ、普通は」

　妖精フエイ達は普通でない状況、つまり〝病気〟であるということだ。

「体に異状は？」

「酷ひどく重いの。まるで泥になったみたい」

「トブノガシンドイ」

「イタズラスルノガメンドウクサイ」

「ハナノミツガオイシクナイ」

　ウンディーネとピクシー達が口々に言う。

　まるでバテているような症状だ。

　もちろん妖精フエイといえども、何十日も不眠不休で働かせたりすればバテるだろうが……誰かから脅されたりしないかぎり、そういう労働をするような存在ではないはずだ。念ねんのため確認もしてみたが、いつものように遊んで暮らしていただけで、やはり思い当たるフシはないようだ。

　俺は意識を集中して加護からスキルを発動する。

「なるほど」

〝応急手当て〟マスタリー：〝場当たり的な神医〟。

　病人や怪け我が人を見ただけで、原因が分からなくても症状を緩和する方法が分かるスキルだ。

「症状緩和には心しん癒ゆ薬やく。精神的なダメージを治療する薬が良いみたいだな」

「精神的なダメージ？」

「マインドペインやフォゲットなどの魔法で精神的ダメージを受けることはあるけど、病気で起こることはかなり珍しい」

〝場当たり的な神医〟は、高度な固有スキルを使える加護持ちが来るまでの時間稼ぎのためのスキルだと思うが、何をすれば症状が緩和するか分かるというのは普通に診察する上でも有益な情報となる。

「症状が現れたのは全員同時に？」

「ええ」

「もしかして、ここにいる妖精フエイ達は他の妖精フエイより加護レベルが高い？」

「ええそうよ！　どうして分かったの？」

　やはりか。

「まずおかしいのが、一番力があるであろうウンディーネに真っ先に症状が現れているところだ。それに妖精フエイとして格上のピクシーばかり倒れ、ブラウニーやフェアリードラゴンに発症者がいないというのも不自然。どのような病気にしろ、最も病気に強い者から倒れていく道理はない」

　俺の言葉にリットはなるほどと相あい槌づちを打った。

「つまりこれは病気の感染によるものじゃない。力ある者を狙った魔法……というより呪いの類いかな」

「呪い？」

「これは精神力を吸い上げる呪いだと思う。症状は回復量より吸い上げられる量の方が多いため、心身に異状が現れているんだと思う」

　ウンディーネは側のフェアリードラゴンに水をコップに入れて持ってくるように頼んだ。そして、ウンディーネはその水に指先で触れると、ぱっと周囲に水を撒まく。

　すると水はパチパチと音を立てて蒸発した。

　今のは呪いを探知する妖精フエイのスキルだろう。

「こんな強力な呪いがいつの間に……気が付かなかったわ」

「ウンディーネにも気が付かせないほど強力で巧妙なもの。一体誰が呪いをかけたのやら」

　薬で精神ダメージを癒やしても、呪いがある限り完治はしない。呪いをかけている原因を取り除くか、呪いが及ばないように結界を張るかがすぐに思いつく対応……だが。

「悪いが俺には呪いを逆探知する力も、強力な呪いから身を護まもるような結界を張る力もない」

「私も、いくつかの結界魔法は使えるけれど……私の魔法は精霊魔法だから、妖精フエイ達たちの方がもっと強力なものを使えると思うわ」

　リットは英雄級の戦士ではあるが、魔法や呪いについては得意分野とはいえない。こうした分野なら、昔の仲間だった『クルセイダー』のテオドラや〝癒いやしの手〟を持つルーティが適任だろう。

「ウンディーネさんの力でどうにかできないの？」

「ダメ、呪いで力を吸収されてしまっているというのもあるけれど。この呪いは私の力より強い」

「大妖精アークフエイより強いヤツがゾルタンにいるんだ」

　リットは加護がうずいたようで、口調にはどこか期待のようなものが感じられた。

　だがすぐに冷静な表情になり、頭を軽く振って加護の衝動を散らしていた。

「原因の退治は薬屋の仕事じゃない」

　俺ははっきりと告げる。

「そう……」

　ウンディーネは落胆した様子だった。

「だけど、この呪いを無効化する薬はある」

　大妖精アークフエイも驚くと目を丸くするようだ。人間離れした彫刻のような顔は、幼い少女のようにコロコロと表情を変える。

「呪いはナイトメアの魔法と同様の効果だ。それなら、この夢む散さん薬やくで夢を見ないようにすれば精神力吸収を防げると思う」

　呪いそのものを防ぐ薬を作ることは、呪いのスペシャリストである高レベルの『ウィッチ』や『シャーマン』の加護でもなければ難しい。俺も知識としては、この呪いを解呪する薬の作り方を知っているのだがコモンスキルの〝初級調合〟では作ることはできない。

　だが、病気の薬において病気の原因となる病原菌を除去できなくても、病気によって引き起こされる症状を抑制することで病気の悪影響を無くすものがあるように、強力な呪いそのものには手を出せなくても、呪いによって引き起こされる悪影響を無力化することは可能だ。

　ここらへんの研究は、『ウィッチ』など呪いを扱う加護の大半に秘密主義的な衝動傾向があるためあまり行われていない。

　俺も呪いについては、資料が少なく調べるのに随分と苦労したものだ。

　騎士の権限を使って都市の図書館や領主の書庫に入り込むことができなければ、呪いについては門外漢のままだったことだろう。

「障害として魔法を再現するタイプの呪いは一般的なものだ。この薬で精神力吸収は防げるはず」

「本当!?」

「ああ、今夜から試してみるといいよ。薬は今あるのが３日分。ピクシーの分が少量で済んだのが幸運だったな。残りは店に戻ってから調合するから明日また取りに来てくれ」

　俺は、薬箱から薬と薬を量る天てん秤びんを取り出しテキパキと粉薬を人数分に分けていく。

「こっちが夢散薬でこっちが心癒薬。夢散薬は眠る１時間くらい前に飲むのが一番だけど、いつ眠るかなんて妖精フエイは決めないか。まぁ直前でも多分大丈夫だろう。心癒薬はいま飲む１回分で大丈夫だ。妖精フエイの精神力なら呪いさえ断てれば、自然治癒するだろうし。今きついのを緩和するための薬だと思ってくれ」

「ニガイ？」

　小さなベッドに腰掛けた病床のピクシーが心配そうに俺に聞く。

「うーん、ちょっと苦いかな」

「ヤダー」

「でも飲まないと、ずっと辛いままだぞ」

「ソレモイヤ！　ニガイノガマンスルワ！」

　症状を消せると聞いて、ピクシー達はキャッキャと騒ぎ出した。まだ薬を飲んだわけでもないのに元気なものだ。

「多分、呪いをかけてきた相手は強力な加護を持っているけど、呪いの専門家というわけじゃないと思う。マジックアイテムを使ったんじゃないかな？　冒険者ギルドにも、そういうやつがいる可能性があるって報告をあげとくよ」

　ビュウイならなんとかできるか？　詳しくは知らないが、ビッグホークの件でちらりと見た感じ、ゾルタンでは例外的な実力を持っているようだったし。

「うん、今の冒険者ギルドなら多分なんとかなるんじゃないかな」

　リットもそう言って頷うなずいている。

　ビュウイについてはリットは俺よりもよく知っているようだ。そのリットから見て、大妖精アークフエイ以上の存在が相手でも太刀打ちできると判断しているのだろう。

　ふむ、俺も人のことは言えないが、そんな凄すご腕うでがなんだってゾルタンに来たんだろうか？

　だが俺の思考は、ギュッと身体を包み込む、清らかな春の小川のような心地よい冷たさによって中断された。

「ありがとうレッドさん！」

　気がつけば、ウンディーネがベッドから跳ね上がるように俺に抱きついていた。

「本当に困っていたの！　あなたが助けてくれなかったら、私達はきっと干上がった湖のようにひび割れていた！」

　今度は悪戯いたずらではなく純粋な感謝のようだ。それを分かっているためか、リットもむくれながら文句は言わない。

　それでも俺は、俺の頰ほおにキスを浴びせるウンディーネをやんわりと引き剝はがす。

　ウンディーネも少し落ち着いたようで、ちょっと申し訳なさそうに笑っていた。
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「いつでも遊びに来てね。ここに移住するのも歓迎よ」

「イッショニクラソウヨ！」

「スメバミヤコ」

「マイニチアソンデクラセルヨ」

　妖精フエイ達は俺達の周りをクルクルと飛びながら感謝と熱烈なお誘いをしてくれた。

「気持ちは嬉うれしいけど遠慮しておくよ。俺とリットの帰るところはゾルタンにあるんだ」

「残念、振られちゃった」

　すっかり調子を取り戻し、悪戯めいた微笑を浮かべるウンディーネに苦笑しながら、俺とリットは妖精フエイ達の住み処かを後にした。

　もう一度召喚された精霊大狼スピリットダイアウルフの背中に２人で乗り、ゾルタンではなく次は川上にある村を目指す。

「村で流は行やってる風邪の症状、妖精フエイ達の呪いと同じように思えるの」

　冒険者をほぼ引退した身ではあるが、リットには今も冒険者時代の情報網がある。リットは今もゾルタンで起きていることは大体把握していた。

　リットの推測が正しいのならば、風邪薬では何の効果も無いだろう。この呪いの嫌らしいところは、ゆっくりと衰弱していくため、何も知らない人からすれば少し調子が悪い、風邪でも引いたのだろうと思いこんでしまうことだ。

　ゾルタンにも呪いだと見抜ける者はいるとは思うが、わざわざ離れた村まで診察にくることはないだろう。だが大事になる前に薬を用意できそうで一安心だ。
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「それにしても、まさか妖精の集落に私が入ることになるなんて」

「リットはピクシー達から随分気に入られていたね」

「でもウンディーネさんはひどいわ！　私が……その……ああなるのを見て楽しんでた！」

「ヤキモチ？」

　リットは答える代わりに俺のふとももをつねった。

「イタタ」

「もう！　そりゃ私だって分かってるわよ……レッドが私を裏切ったりはしないって。でも、私って結構熱くなりやすいタイプだから……分かってても、心がざわざわするの」

　怒りながら、同時にリットは少し落ち込んでいるようだった。

「恋人なんだからもっと余裕のある振る舞いをしたいんだけど……」

　俺は肩を落とすリットの背中をギュッと抱きしめる。

「リットの性格はよく知っているよ。惑わしの森でヤランドララとも一緒だった時のリットは可愛かったな」

「あうっ!?」

　リットが変な声をあげて震えた。あの時のことを思い出したのか、髪の隙間から見える耳が赤くなっていく。

　でも今言葉にした通り、かつてロガーヴィアでヤランドララに再会した後、しばらくリットが不機嫌だったことも俺はしっかり憶おぼえている。

　惑わしの森の中で、ヤランドララにヤキモチを焼き、自分の感情を持て余していたリットの口調は辛辣だったが……その裏にある好意がくすぐったくて嫌ではなかった。

　まぁあの時はまだ俺も自分の感情を整理できていなくて、この心地よいくすぐったさが一体何を意味するのか理解できていなかったが……俺も若かったんだ。

「そういうところも含めて、俺はリットが好きなんだよ」

「すきうっ!?」

　リットの動揺が精霊獣にも伝わったのか、巨大な狼は走る速度を緩め、俺達の方をちらりと見た。俺は安心させるように、狼の背中をポンポンと軽く叩く。ヤレヤレとでも言うように、狼は「フン」と鼻を鳴らして再び速度を上げた。

「……本当？　私って面倒くさくない？」

「あの頃のリットも今のリットも、どちらも大好きだよ」

「……うん」

　リットは少しの間うつむくと、バッと顔を上げ、俺の方を見た。

「しょ、しょうがないわね、あんたがそこまで言うんだったらウンディーネさんの件は許してあげる！　感謝してよね!!」

　リットはそう一気に言うと、真っ赤になった顔とふにゃふにゃになった口元を隠すように俺の胸に額を押し当てた。

「やっぱり言うんじゃなかった」

「なんで？　こんなに可愛かわいいのに」

「あーうー」

　目的地の村までは精霊大狼スピリツトダイアウルフの足でもあと１時間はかかるだろう。俺もリットも再起動するための時間は十分にある。

　だからもうしばらく、２人ともポンコツのままでいてもいいんじゃないかな。

「なぁ、もう１回言ってみない？」

「やだ」

　俺の胸に顔を埋めながらイヤイヤと首を振るリットは、これはこれで可愛い姿だった。

　村で患者を診た結果、やはり呪いのせいだと確信する。

　それから俺は、村では薬を渡して、ゾルタンの冒険者ギルドに呪いの件を報告した。

　ギルドも最初は半信半疑だったようだが、英雄リットの調査結果でもあるとなれば信用するしかないだろう。呪いをかけた犯人退治はビュウイか他の冒険者がなんとかしてくれる。そもそも、目的が精神力の吸収にあるのなら、薬が行き渡って呪いの効果を無効化されれば呪いの主も諦めるかもしれない。

　俺は薬屋として日が暮れてからも薬を作り、それらをゾルタン当局に納品した。他の医者や薬屋でも対応しているそうだし、これで大丈夫だろう。俺の仕事はここまでだ。

　今日はかなりの売り上げになった。さらに妖精のワインもあるのだから、この間更新したばかりのこの店の売り上げ記録をまた大幅に更新することになった。

　やりきった感もあるし、しばらくはのんびりしたいものだね。
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　翌日、朝。

　冬になるとベッドから出るのがつらくなる。昨日かなり働いた気がするし、このままいつまでもまどろんでいたいという欲求が高まってくる。

　だがそれでも時間は待ってはくれないので、俺は気合いを入れると毛布を撥はね除のけ立ち上がった。

「おはよう」

　珍しくリットが先に起きていた。寒空の中、庭の薬草の世話をしていたらしい。

　指が白くなっていたので、俺はその手を俺の手で包んだ。

　すっかり冷たくなっている。

「あったかい」

　リットは俺の隣に座ると笑みを浮かべた。リットは良く働いてくれる。

　錬金術や調合などの製作スキルこそ持たないが、精霊魔法で庭の薬草の生長を促進したり害虫を追い払ったりと大活躍だ。

　お姫様として礼儀作法の訓練を受けていたこともあり、また城を抜け出して町で色々な人たちと交流していたこともある。リットは客に合わせて最適な接客態度を取ることができた。

　薬についての知識も一流の冒険者であるリットは、並の薬屋よりもよく知っているほどだ。薬を利用する側の知識として、あまり知られていない、副作用や各種耐性スキルを持つ加護持ちが服用するとどうなるかなども説明できる。

　英雄リットの経験からくるアドバイスということで、それを信用して北区で暮らす冒険者達たちも、わざわざうちの店に薬を買いに来るようになった程だ。

〝期待のルーキー〟アルに剣を教えたというのも、リットの評判をますます高める一因となっている。

　アルが冒険者ギルドに登録にいった際、１人になったところを、ビッグホークの依頼をよく受けていた柄の悪い先輩冒険者が絡んだらしい。

　だがアルは小さい体を活いかして狭い路地へと誘い込み、刃のない練習用のショーテル１本で叩きのめしたそうだ。

『ウェポンマスター』と『闘士ウオーリアー』という加護の格に差があったとはいえ、加護レベルが格上の相手を倒したことでアルの評判が上がり、そのアルに剣を教えた英雄リットはやはりすごいという噂うわさになっていた。

　他に客のいない時間を見計らって、薬を買うついでに、アドバイスを求める冒険者や衛兵も多いようだ。リットが持ってきた絵画も評判がいい。

　中央区の貴族から、結構な値段で売ってくれと話が来たこともあった。もちろん断ったが。そこから評判になったのか、中央区の住人っぽい服を何枚も重ね着した客が薬を買っていくこともある。

　麻酔の新薬も評判が上がっているようだ。

〝悪魔の加護〟の悪評で、麻酔薬の依存性に対する意識が高まっているようで、それが俺の薬の追い風になっている。

　懐炉も順調に売り上げを伸ばしている。朝のうちに注文を受けてから調合するので数は出せないが、朝のカウンターをリットに任せっきりにするくらい売れている。

　売り上げは店を開いた最初の頃からは信じられない状況だ。

　先日、山で集めた薬草もすぐになくなってしまうかもしれない。

　どこか農家と契約して、薬草庭園を作った方がいいかもしれないという提案を昨日リットから受けた。

　薬草を栽培するのは結構知識がいるのだが、もともと山に自生している草だけあって手入れが簡単で、慣れさえすれば簡単に育てることができる。

　ただ、単位面積当たりの収穫量で長い間品種改良されてきた野菜にはどうしても劣るため、ある程度買い取り料に色をつけなくてはいけないかもしれない。

「それでも冒険者ギルドから買うよりは安いか」

　冒険者ギルドの方は俺が薬草を持っていかなくなってから、薬草の量が不足しているようだ。そのため、薬草の値段が上がっている。もっとも、冒険者がギルドに買い取ってもらうときの値段はそのままらしいが。

　そこら辺をもっと器用にやれば、より多くの利益が得られると思うのだけど、ゾルタンの冒険者ギルドはあまりそういう商売っ気はないらしい。

「いらっしゃいませ」

　店頭からリットの声がした。

　俺は小さく微笑ほほえむと、店頭のことはリットに任せ、目の前の調合作業に集中することにした。
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　今日の昼食は、ピザだ。

　リットが店番をしてくれるから、少し早めに料理に取り掛かる。

　朝のうちに準備していた生地を平らにし、トマトソースをしっかりと塗る。

「シーフード系ピザを試してみたかったんだ」

　ゾルタンは河口付近に位置し、海産物の流通も盛んだ。

　まずスライスしたチーズを敷き、その上に殻を取ったあさり、ソーセージ、輪切りにしたトマトを配置する。

　そしてその上からまたチーズをかける。

　オーブンでピザを焼いている間に、農家から貰もらったジャガイモを擦り、とろみのあるポテトスープにする。ベースとなるブイヨンスープはひき肉と野菜を使って定期的に作っているものだ。

　残っているソーセージに塩で味付けし、フライパンで焼く。こんがりと焼けたソーセージは、熱でまるまると膨張した。味見に１つ嚙かみ切ると、パキリと小気味良い音がした。最後にトマトとレタスでサラダを作る。

　カットするだけなのでこれは簡単。

　オーブンを開け、中のピザを取り出すと、しっかり溶け、きつね色になったチーズとあさりの香りが台所に広がった。

　焼けたピザに、刻んだパセリを少し振り、トウガラシベースの調味料を小皿に添える。

　料理が出来上がったタイミングでリットがやってきた。

「美味しそう！　じゃあ居間に持ってくね」

「ああ頼むよ」

　リットは手際よく料理の皿を並べていく。

　もはや慣れたものだ。

「「いただきます」」

　カットされたピザの１つをリットは手に取り、パクリと食べた。

　頰ほおを押さえながら美味しそうに笑うリットを見て、俺は今日も小さくガッツポーズを取るのであった。
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「そういえば」

　食後、２人でハーブティーを飲んでいた時、リットが言った。

「今朝、脱獄があったんだって」

「脱獄？」

「うん、店に薬を買いに来た衛兵の人が話してたよ」

「ふーん、珍しいな。もう捕まったのか？」

「それが結構大事で、何か音の小さい特殊な爆薬みたいなので監獄の壁を破壊したんだって」

「なに？」

　そりゃ大事だ。

「ふーむ、ビッグホーク関係か？　盗賊ギルドも厄介払いができて喜んでいるのかと思ったら、意外にビッグホーク派閥は大きかったのか。大脱走となるとしばらくは町の治安が悪くなりそうだな」

「それが、そうならなかったみたいなの」

「どういうことだ？」

「爆破したのは監獄の内壁で、朝食の時間を見計らって破壊したらしいわ。それでかなりの囚人が逃げようとしたんだけど、外壁はそのままで、結局他の囚人は誰も逃げられなかったって」

「そりゃ不思議な話だな」

「外壁をよじ登ろうとする囚人や、看守を人質に取った囚人とか色々いたみたいだけど、結局鎮圧されたんだって。だから脱走者は１人だけ」

　なるほど、陽動か。最初からその１人を脱獄させることが目的だったんだろうな。

「しかし分からないな、そこまでする意味のあるやつが監獄にいたっけな？」

「脱獄したのは病院棟でレッドに斬られた傷の療養をしていたヤツよ。ほら、アルをさらった錬金術師」

「あーあいつか……」

　粘着爆弾を武器にしている小男。

　見かけによらず高レベルの『錬金術師』の加護持ちで、間接的にだが生いけ贄にえ爆弾を使ってリットを追い詰めたこともあった相手だ。野放しとなると危険かもしれない。

　まぁ怪け我がをしてから随分と時間が経たってしまっているので、治療魔法のキュアでは表面の傷を塞ぐしかできない。しばらくはあまり動けないとは思う。

「早く捕まるといいな」

「そうねぇ」

　俺達はそう言い合うと、休憩を終えリットは店頭に、俺は作業場へと移動しようと立ち上がる。同じ建物の中、ほんの数メートルの距離だというのに、別れを惜しんだリットは俺に抱きつき、頰に軽いキスをした。
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　少し時間は遡る。

　朝。ルーティとティセは、北区を歩いている。

　朝の冷たい空気は張りつめ２人の吐く息は白い。

　ティセは冷たくなった指を擦り合わせながら、この町ではつい最近発売されたらしい「ロガーヴィアの懐炉」を、今朝のうちに買ってくれば良かったかなと心の中でつぶやいた。

「監獄ともなると、魔法対策はしているはずです。姿隠しのマントは役に立たないでしょうね」

　不可視になる魔法のような幻術は真っ先に対策が立てられる。

　あらゆる魔法を解呪することは難しくとも、特定の系統にしぼれば地方の予算でも対策は可能だ。

「作戦は最初に話したとおりに」

　ルーティが小声で言った。ティセは勇者に対する認識を改めていた。

　確かに常識を知らないところはあるが、決して無謀無策なわけではない。それどころか暗殺者であるティセすら認めるほどに周到な事前調査もできるのだと。

　ルーティは昨日のうちに囚人達と看守の１日のスケジュールを調べ、どのタイミングで侵入すればいいのか判断する材料を揃えていた。

　２人で相談した結果、派手だが被害を広げず、一番成功率の高そうな作戦を取ることにした。

　ゾルタンを囲む石垣と違い、監獄のレンガ造りの外壁は十分に高く、壁の上には鋭いスパイクもついている。

『屋根歩き』や『飛竜騎士ワイヴアーンライダー』のような〝跳躍極意〟のスキルを持つ加護でもなければ、これを乗り越えるのは難しいはずだ。ルーティは穴の空いたゴブリンブレードを抜いた。

「武技、岩がん断だん」

　ルーティが剣を振ると、壁は抵抗もなく、するりと切り裂かれた。

　四角形にくり貫かれた穴を２人は素早く、音もなくくぐる。

　そしてくぐり終えると、くり貫いた壁を同じようにはめ込んだ。

　あまりに武技の切れ味が鋭かったため、壁は欠ける部分もなくぴたりとハマり、よく調べなければ斬った跡が分からないほどだった。そして、ここまで１秒もかかっていない。

　監獄の監視塔では、当直の看守が面倒くさそうに見張りをしているが、彼が目を向けたときには２人はすでに物陰へと移動していた。
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　朝食の鐘が監獄の中で鳴らされた。

　テーブルそばに並んで立っている囚人達たちは、看守の言葉に続けて食前の祈りをつぶやいている。ドンと音がした。

　看守は眉をひそめるが何も言わない。

「けっ、糞くそ虫むしが」

　床を這はっていた大きな甲こう虫ちゆうをスキンヘッドの囚人の１人が踏み潰した音だった。

　足をどかすとべったりと虫の体液が男の素足についていた。

　隣に立つ頰に火傷やけど痕のある囚人は、顔をしかめて床にツバを吐いた。

　正面に立つ汚職をしてここに来た中年の官僚は、こうした囚人の不潔さと無作法さにうんざりした様子で、大きな音を立てて舌打ちした。

「んだこら？」

　虫を潰したスキンヘッドの囚人がすごんだ。中年の囚人は目をそらすこと無く睨にらみ返す。

　中年の囚人は、元官僚という身の上にもかかわらず『グラップラー』の加護をその身に宿している。彼が汚職に手を染めたのは、官僚向けの加護でないために出世を諦めたからだ。普段の仕事で加護の衝動を解消できないフラストレーションを、休日のゴブリン狩りで解消していたので加護レベルもそこそこ高い。

　素手での戦闘なら無法者相手でも後おくれを取らない自信があった。

　対して、スキンヘッドの囚人の加護は『喧嘩屋バーブローラー』だった。

　彼は監獄の常連で、暴力事件で何度も投獄されている。

　最近は裁判を１分で処理され、本人が一言も喋しやべることなく判決が言い渡されていた。

　彼は自分がそういう人間だと認め、喧嘩の助すけっ人とや、カツアゲでその日暮らしを続けていた。人に誇れる人生ではないが、だからといって他人に腕っ節を舐なめられることは我慢のならない性格だった。

　スキンヘッドの囚人の隣に立つ頰に火傷のある男は『闘士ウオーリアー』の加護を持つ労働者だった。

　つまらない喧嘩で人を刺し、運悪くその男は死んでしまった。もう１年も監獄で暮らしている。ここに来るはめになった事件に彼の加護は何も関係なかった。

　囚人たちの馬鹿げた振る舞いを見る度に、ただ彼は後悔するばかりだ。

　３人とも全く違う価値観と加護の持ち主だ。

　ついにスキンヘッドの囚人が机の上に飛び乗り、中年の囚人が両手を上げて構えた。

　その時、ドカンと大きな音がした。３人の囚人は音のした方を見て、ポカンと口を開けた。３人のうちの誰かが叫んだ。誰が叫んだのか、後になって聞いても「分からない」と答えるだろう。

　その時、まったく違う価値観と加護を持つ３人の囚人は、まったく同じことを考えていたのだから。

「外だ！」

　食堂の壁に大きな穴が空いていた。看守が我に返った時には、囚人達は我先にと壁の穴に群がっていた。爆発音を聞いたというのは囚人や看守の勘違いだ。

　壁を破壊したのはルーティの拳である。

　壁に人類最強の拳を叩きつけた音が、爆発音のように聞こえただけだ。

　そのルーティは、囚人達が穴に向かって走り出した時には、すでにそこにはいなかった。
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　侵入者は病院棟の廊下を堂々と歩いていた。だが誰もその姿に気が付かない。

　魔法も使わず、その侵入者は誰からも咎とがめられることなく病院棟を歩き回り、人員の配置を記憶する。

　あらかた見て回ると、鉄格子のついた窓によじ登り、鉄格子の〝隙間〟をすり抜けた。

「おかえり、うげうげさん」

　ティセは戻ってきた相棒の姿を見て微笑んだ。

　うげうげさんは片足を振って応える。

　ぴょんとティセの腕に飛び乗ると、ティセの〝蜘く蛛もとの共感〟のスキルで意思疎通を図る。蜘蛛は言葉や文字を理解しているわけではないため、ティセが感じるのはぼんやりとしたイメージだ。だが、それを理解する訓練をティセは独学で行ってきた。

「うん、よくわかった。ありがとう、うげうげさん」

　いいってことよ、とでも言うようにうげうげさんは両足をあげた。
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　脱走騒動により、看守達は総出で対応にあたっている。

　病院棟には入り口にいる１人しか残っておらず、その１人も今はティセの当て身で気絶していた。

「スキル〝デコイ〟」

　ティセがスキルを発動すると、今しがた倒れた看守と全く同じ姿をした人物が、ティセの目の前に現れる。

〝デコイ〟は、触れた相手か自分の分身を作り出すスキルだ。

　分身はほとんど自立して動くことはなく声も出せないが、一定の範囲を歩いて往復しろや、何か言われたら頷けなど簡単な命令をこなすことはできる。

　分身は中身の無い風船のようなもので、幻術ではなく召喚術に属する系統の能力だ。ゆえに幻術対策の能力では看破できない。

　経験上、〝デコイ〟は分身体の貧弱な能力からは思いもよらぬほど、長く時間をかせぐことができることをティセは知っている。

　ここからは時間との勝負だ。ビッグホークの側近であった錬金術師ゴドウィンがいなくなったことに看守達が気がついたのは、脱走騒ぎが鎮圧され、さらに30分も経ってのことだった。
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　ルーティは男の口を縛っていた猿さる轡ぐつわを取る。

「な、なにもんだお前ら」

　港区の薄暗い倉庫につれてこられ、錬金術師ゴドウィンは動いたことで痛みだした傷口を押さえながら、恐怖で震えて言った。男は今はもうどこも縛られていないが、ここにいる２人が自分より遥はるかに強いことは理解していた。逆らうのは得策ではない。

　ルーティはゴドウィンの質問に対し、少し考えた後……。

「悪魔の加護を作って欲しい」

　率直に自分の目的を伝えた。

「悪魔の加護……」

　自分を脱獄させた２人の目的を知り、ゴドウィンは少し落ち着きを取り戻した。

（なるほど、悪魔の加護を使って商売をしたいわけか。極刑は免れないと思っていたが、俺の人生まだ望みはあるな）

　悪魔の加護は聖方教会の信仰を否定する代物だ。

　それを作った張本人であるゴドウィンは、まず処刑台に上がることになるだろう。

　彼は密ひそかに傷口をベッドにこすりつけ、少しでもその日を遅らせようと無駄なあがきを続けていたほど追い詰められていた。

（だが、悪魔の加護にはデーモンの心臓が必要だ。ビッグホークさんがいなけりゃ作れない。それがバレたら俺の価値は無くなる。なんとか時間を稼いで、このゾルタンから安全な外に連れ出して貰もらわなければ）

　ゴドウィンは必死に思考を巡らせ、生き残りの道を探る。

（材料はもうゾルタンでは手に入らないことにするか。ここから遠く、指名手配書も届かないような僻へき地ちか犯罪都市か。そうだ、ムザリがいい。あそこなら逃亡奴隷を鉱山労働者として雇っているし、鉱山労働者向けの薬を作る錬金術師として雇われれば、それなりの余生を送れるはずだ）

　あとはそれをどう説明するかだと、ゴドウィンは何を言おうか迷っているそぶりを見せるが……。

「これ」

　ルーティがゴドウィンに渡した紙を見て、それらの思考は吹き飛んだ。

「こ、これは悪魔の加護の調合レシピ!?」

　ゴドウィンは混乱する。

　なぜこれを彼女達が持っているのか、そして調合方法を知っているならなぜ彼女達はわざわざ自分を脱出させたのか。

　悪魔の加護を作るのに必要なスキルは、〝中級錬金術〟と〝特殊素材調合〟の２つ。

　それなりのレベルは必要だが、ゴドウィンでなければならないというものでもない。

　これはルーティ達に専門家であるゴドウィンほどの錬金術の知識がなく、確実に作れる人物を求められたからなのだが、混乱しているゴドウィンにはルーティがなんでも知っているような不可解で恐ろしい存在に見えていた。

「な、なぜ……」

　その質問は、なぜ持っているのか、なぜ俺を脱獄させたのかの両方の意だったが、ルーティは誤解した。

「私が使うためよ」

　自分の目的を告げ、冷たい目で見下ろすルーティに、ゴドウィンはなぜか身体が震えるのを止めることができなくなっていた。

　裏社会で生きてきた男が子供のように怯おびえている。

「わ、分かった、あんたの言うとおりにする！　だからその目をやめてくれ!!」

　ゴドウィンは悲鳴のような叫び声をあげ、ルーティに懇願した。
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（悪魔の加護はゾルタンでは知られすぎている）

　ギデオンの言葉にルーティは心の中で頷うなずいた。

　このギデオンもルーティの心の中にしかいない存在だから、ルーティが心の中で頷くだけで伝わる。

（そうでなくとも、あのゴドウィンという男の脱獄騒ぎでゾルタンでの警戒は強くなるだろう。ここでの用が済んだのだからできる限り早く別の場所へいくべきだ）

（でも、その前にゴドウィンの傷を治療しないと）

　逮捕されるとき、この町の冒険者によって斬られたという傷がまだ残っており、処刑の日を延ばそうとゴドウィンが行っていた努力によって、旅をするのに支障をきたすような状態だった。

（〝癒いやしの手〟で治しちゃいけないの？）

　ルーティの問いかけにギデオンは首を横に振る。

（いや、ルーティが『勇者』であることはできる限りゴドウィンにも伏せたほうがいいだろう。〝癒しの手〟は『勇者』にしか使えないスキルだ。ゴドウィンが『勇者』のスキルに精通しているとは思えないが使わないで済むに越したことはない）

（うん、お兄ちゃんの言う通りだね）

「勇者様」

　ティセの言葉でギデオンの姿は消えた。ルーティは意識を外へ向ける。

　窓からは朝日が差し込み、水鳥の鳴き声が聞こえた。

「おはよう」

「おはようござ……勇者様は眠らないんでしたね」

「うん」

「それで、今日はどうします？」

「鎮痛剤とキュアポーションを買いに行く」

　ティセは瞬またたきするほどの短い間考え、すぐにゴドウィンに使うものだと理解した。

　今現在、ゴドウィンは縄で縛って倉庫の大きめの箱の中に潜ませている。

　逃げ出してもゾルタン当局から処刑されるだけ、そもそもがルーティの威圧感に心が折れ反抗する気力もない様子で大人しくしていた。

「分かりました。薬屋はどこか当てが？」

「この港区に船乗り向けの薬屋があるとは聞いた」

「港区の薬屋はあまり評判が良くないようです。船乗りはすぐにいなくなるからって評判を気にせず質の低い薬を売っているそうで。商人ギルドからも何度も是正するように勧告がでてるとか」

「そう。ティセはどこか当てがある？」

「そうですね……中央区のお店か……それとも」

　そこでティセはなにか思い出したように手を打つ。

「懐炉」

「？」

　ルーティが首を傾げると、慌ててティセは説明を続けた。

「はい、この町にはロガーヴィアの懐炉を作れる薬屋がいるそうです。お店の評判も良くて、薬もよく効くと聞きました」

「ロガーヴィアの懐炉」

　ロガーヴィアでの戦い。戦いで傷ついたお兄ちゃんの姿、抱きついたときに感じた体温、抱きしめ返してくれた力強さ……悪魔の加護で弱められた『勇者』は、ルーティの心に沸き起こる切ない感情を抑えられなかった。

「そこに行ってみよう」

　そう言ってルーティは頷いた。港区と下町は隣接している。

　２人が港区の宿を出てからしばらく歩き林の中を進む道を抜けると、慎つつましくもしっかりとした木造のお店が見えてきた。

　看板には『レッド＆リット薬草店』と書かれてある。

「ここですね」

　ティセが扉を開けると、カランとベルの音がした。

　下町の薬屋ということで、小汚い店内を想像していたのだが、店内は思いのほか綺き麗れいに掃除されている。壁に棚がならび、様々な薬が陳列されていた。

　また店内には瘴しよう気きを払うハーブの入ったケースがところどころに配置されており、微かすかに爽やかな香りが漂っている。

　店の壁にはいくつか美しい絵画があり、部屋の中央には慈愛に満ちた目をした翼を持つ天使の彫像が置かれていた。ティセには芸術は分からなかったが、優しげな色使いの絵画や天使の彫像は、心が安らぐ気がした。

　キュアポーションなどのマジックポーションは直接店員に頼むらしい。彫像の側におかれた品物表はそれなりに分厚く、品しな揃ぞろえが良いというのは本当のようだ。

　店員は男が１人。薬を並べながらハーフエルフの男と話していた。

「あれは!?」

　ティセは息が詰まる思いがした。それはおでんの屋台で出会ったあの凄すご腕うでの冒険者だったからだ。

　ティセはルーティに警告しようとするが……。

「お兄ちゃん!!」

「ルーティ!?」

　ティセがその時に見た光景は、彼女のこれまであった勇者ルーティという人物像を粉々に打ち砕くのに十分なものだった。

　目に涙をたたえ、しかしその表情には輝くばかりの笑みを浮かべ、ルーティは両手を広げてその男に抱きついていた。

　男は驚きながらも飛びついてきたルーティを受け止める。
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「会いたかった！　ずっと寂しかったの!!」

　そこには、ティセがこれまで感じていた勇者の張り詰めたオーラはない。

　男の腕の中、笑顔で泣くルーティは、ただの少女だった。







[image: 第三章　勇者は涙を流す]




　俺の腕の中に妹がいる。

　少なくとも魔王が倒れるまで、だがもしかすると二度と会えないかもしれないと思っていた妹だ。

「お兄ちゃん！」

　俺の背中に回ったルーティの腕にギュッと力が入った。

　ルーティは笑っていた、泣きながら笑っていた。

　俺の隣にいたゴンズ、ルーティと一緒に入ってきたちくわ好きの子はどちらもポカンと口を開けて驚いている。

　何か言わなければならないのだろうが……。まずは俺もルーティをギュッと抱きしめた。

　俺だって……妹と再会できたのは嬉うれしいのだ。心の底から。

　しばらくして、ようやくルーティも落ち着いてきたようで、俺がやんわりとルーティの肩を押すと、素直に離れてくれた。

　表情も、元に戻ったようだ。

　今も笑顔だが、ルーティのことを知らない人には無表情にしか見えないだろう。

「お兄ちゃん……違うよ」

「……？　何の話だ？」

「私、アレスの事なんてなんとも思ってない」

　もしかして、俺が出ていく時にアレスに肩を抱かれていたことか？

「そうなのか？　俺はてっきり……」

「違う」

　俺に対しては珍しく強い口調でルーティは否定した。

　これはルーティなりの議論の余地の無い否定という意思表示なので、俺は素直に折れる。

「分かった、俺が勘違いしたみたいだな」

「そう」

　ルーティは悲しそうに訂正した。そうか、アレスとはそういう関係ではなかったのか……。嬉しい反面、ルーティが頼れる人は結局いなかったと分かるのは悲しい。

　……そろそろ周りにも説明しなければ。

　だが、どう説明するべきか。

「お兄ちゃんってことは、そいつレッドの妹か？」

「お兄さんって、もしかしてあなたはギデオンさんですか？」

「ギデオン？」

「レッド？」

　ゴンズとちくわ好きの子は２人とも首を傾かしげている。

　ああ、なんて説明するべきか。
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　リットは夕食の買い出しにいっている。戻ってくる前にルーティにはいろいろ事情を説明しないといけないだろう。それと同時に、ゴンズにも説明が必要だ。

　ゴンズは口が堅いわけでもないが、喋ってはいけないこととそうでないことくらいの区別はつくやつだ。

「ふーむ」

　店は一時閉店。さすがにこの状況で店頭に立つことはできない。

「ええっと、まずゴンズ」

「おう」

「この子は俺の妹だ。だが周りのやつにはまだ話さないでくれ。あとでちゃんと説明するから、今は黙って帰ってくれると助かる」

「いいとも、よく事情は分からないがお互いを嫌っているわけじゃないってことだけは確かみたいだからな」

　ゴンズはニカッと笑った。

「妹はいいもんだ」

　ゴンズにもナオという妹がいる。

　２人はとても仲が良く、ナオの夫であるミドや、子供のタンタをゴンズは家族のように扱っていた。ゴンズはすっと立ち上がると、俺の肩をポンポンと叩たたいた。

「ええっと、妹さん。レッド……もしかすると本当の名前はギデオンなのか？　そちらの事情は分からないけど、こいつはこのゾルタンの下町で頼りにされている良いヤツだよ。何も悪いことはしていない、そこは安心してくれていい」

「そう」

　こくりとルーティは頷うなずいた。

　だがどこか、その表情に陰りが落ちたように、俺には思えた。
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　居間に残っているのは俺、ルーティ、ちくわ好きの子……ティセというらしい、俺の代わりにアレスの推薦で入った『アサシン』の加護を持つ暗殺者だそうだ。

　俺の役割と『アサシン』の役割は随分違う気がしたが。

「あー、何から説明しようか」

「お兄ちゃん」

「なんだ？」

「一緒に誰か住んでるの？」

　部屋を見渡したルーティが言った。

　うっ、俺が説明するより先に気がついたか。

　部屋の中にリットの存在を示すようなものがあるわけではない。

　しかし、置いてある花瓶と花、食器のセンスなどから俺とは違う他人がこの家に住んでいると分かるのだろう。妹に報告するのは少し緊張するな。

「俺、一緒に暮らしている人がいるんだ」

「……そう」

「多分もうすぐ帰ってくると思うんだけど、ほら、ロガーヴィアで一緒に行動したリーズレットってショーテル使いのお姫様がいたじゃないか」

「リットのことね」

　ルーティは少し悲しそうに言った。

　俺の代わりにアレスに懐いたというのは、本当に俺の勘違いだったのだろう。

　ルーティは旅立ちの頃……いや、幼かった頃のままに俺だけを見ていてくれていた。

「とにかく、何があってこうなったのか本当のことを話すよ。アレスからは斥候の仕事のためパーティーを抜けたって聞いたと思うけど」

「そのあと、ヤランドララがアレスがお兄ちゃんを殺したんだって言い始めて、お兄ちゃんは逃げたんだって説明してたよ」

　アレスのやつ、約束を守ってくれなかったのか。パーティーを抜けた俺が文句を言える筋合いじゃないかもしれないが。

　俺は足手まといだとアレスからパーティーを抜けるように言われ、自暴自棄になり、そしてこのゾルタンに流れ着き、薬屋を開き……リットと同どう棲せいすることになった経緯を伝えた。

「俺は、リットとこのまま一緒に暮らすつもりだ。ゆくゆくは結婚すると思う」

　結婚という単語をはっきりと口にすると少し緊張する。

　リットはお姫様であり、俺は騎士とはいえ平民あがりで一代限りの爵位にすぎない。

　格的には釣り合いが取れるような間柄ではないのだが……俺もリットも、お互い自分の生い立ちを捨てる覚悟を決めている。

「そう」

　俺の表情が本気であることはルーティにも伝わったのだろう。ルーティは家柄の差については何も言わず、静かに頷いた。

「悪かった、勝手にいなくなって」

「……悪いのはアレスだから。でも」

　ルーティは俺をまっすぐに見つめる。

「アレスは私が黙らせる。だから、いいよね？」

「…………」

「リットも一緒に来ていいから。お兄ちゃん、また一緒に旅をしよう」

　ルーティは懇願するように言った。心にずきりと痛みが走る。

　俺は……ルーティには俺以外に頼れる誰かがいると思っていた。

　アレス、ダナン、テオドラ、ヤランドララ。

　みんな、欠点はあれど俺より強いその道を極めた仲間達たちだった。

　俺がいなくなっても、アレスの魔法が、ダナンの拳が、テオドラの槍やりと奇跡が、ヤランドララの植物を操る力が……それぞれがルーティを支えると思っていた。

「お兄ちゃんがいないと、パーティーは成り立たない。アレスを追い出してもいい。私達にはお兄ちゃんが必要なの」

　ルーティは今現在、パーティーがどうなっているのか説明した。

　俺の仕事をアレスが１人でやろうとして失敗したのだと。

　ダナンは俺を探しに行き、ヤランドララは俺が殺されたと思いパーティーを抜けた。

　俺の代わりにティセが入ったようだが、３人が抜け１人補充では計算が合わない。

「…………」

　風の四天王を倒し、俺は勇者パーティーの旅が順調だと思っていた。

　だが、勇者の旅は順調などではなかった。リットが危惧した通り、俺が抜けた後大きな問題が起こっていたのだ。俺が帰りたいといえば、勇者のパーティーにはまだ居場所がある。望めば再びあの冒険の日々に帰ることができる。

　だが、だがそれでも……それでも俺は。

「ごめんルーティ。俺はもう、ここにいる意味を見つけたんだ」

　リットだけじゃない、この店が、この日常スローライフが、俺の生きがいになっていた。ゾルタンの住民達のささやかな要望に応えるのが……身体を温めるだけの懐炉を嬉しそうに受け取る人々と過ごすことが幸せなんだ。

　もう……このゾルタンが俺の居場所になっていた。

「そう」

　ルーティは、半ば予感していたように静かに答えた。

　そして、

「だったら私もこの町に住む」

　俺の最愛の妹は、俺と同じように冒険を止めるという決意を口にしたのだった。

　身勝手な言葉、世界の命運をかけた戦いから逃げ出すという意志。

　だが、その言葉を誰が咎とがめられるだろうか。

　何を話せばいいか。俺に何が言えるのか。

　俺の思考は苦い渦に飲まれつつある。

　だがそれを苦痛とは思わない。

　目の前にいる、無表情の顔に耐え難い悲しみをたたえるこの少女は、俺の愛している妹なのだから。

　買い物袋を下げたリットが帰ってきたのは、それからすぐのことだった。

「ただいまー！　レッドいないの？　店が閉まってたけど」

　俺は慌てて店の方に走った。

「いるぞー、居間にいたんだ……ちょっと客人が来てて」

「客人？」

　ぎしっと床が鳴った。俺の背後の扉から誰かが顔を覗のぞかせているのだろう。

　俺は背後を見たわけではないが……。

　ドサッと音を立てて買い物袋が床に落下した。

　リットは驚きで声も出ない様子で、動きを止めてしまった。

「あー、うん、妹が来てるんだ」

　見なくても、リットの表情を見れば誰が後ろにいるのかは手に取るように分かった。

「久しぶり」

　ルーティはリットに小さな声でそう挨拶した。
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　コトッと小さな音が響いた。

　俺がコーヒーをいれたカップをテーブルに置いた音だ。

　その小さな音が響いてしまうほど、いまこの部屋は静かだった。

（気まずい）

　リットもルーティも手元のカップに視線を注ぎ、前を見ようとしない。

　ティセは、手の甲の上にいる小さな蜘く蛛もをじっと見つめている。

　蜘蛛は、キョロキョロと周りの様子を見ながら、どことなくティセを気遣うような仕草をしているように見えた。

「あー、ルーティ。宿はどこを？」

「港区の宿」

「港区か、あそこらへんより中央区か北区の宿の方が品質良くないか？」

「平気よ」

「そうか……それでどうする？　今日はうちに泊まるか？」

　ルーティの表情がぱっと輝いたが、すぐにうつむいてしまった。

「ううん、まだ港区で用事が残っているから……でも、用事が終わったらその日は一緒にいたいな」

「分かった」

　用事か……。

「まだ聞いてなかったんだが、なんだってゾルタンに？」

「１つはお兄ちゃんを探しに」

「俺を……？」

「魔王討伐にお兄ちゃんは必要だから」

　うーん……会った時といい、ここで暮らすという宣言といい……そして俺を捜しに来たという理由といい、どうも違和感がある。

「もう１つは別の人を探しに来た」

「人？」

「ゾルタンに隠れていた知識人。魔王討伐に必要な知識を持っていた。でももう見つけたから大丈夫」

「そうか」

「あの！」

　ずっと黙っていたリットが声を上げた。

「レッドは……どうするの？」

　そうか、まだリットには言ってなかったな。

「俺はここに残るよ。リットと一緒にこの店をやる」

「本当？　……でも」

　悲しそうな顔をしているルーティをリットはちらりと見た。

「リットは気にしないで。私も……この町に住むから」

「え、ええ!?」

「今日はもう帰るね」

「帰るって……」

　ルーティは立ち上がる。おかしい、さっきから強い違和感が消えない。

　ルーティの身に起こっていることは、決して悪いことだけではないと思う……思うのだが、それがすべて良いことなのかというとまた違う気がする。

「お兄ちゃん」

「またいつでもこい。俺はこの店にいるから」

「今、私もそれを聞こうとしてた」

　ルーティははにかむように笑うと、軽く頭を下げた。

　俺はその頭を優しく撫なでる。

「ん……」

「俺はまだ話し足りないよ。俺がいなくなった後のこと、お互い沢山話すことがあるじゃないか」

「そう、でも今日はこれまで……」

　ルーティはまっすぐ俺を見て……また嬉しそうな表情を見せる。

「大丈夫、これからは私にも沢山時間があるから」

　隣にいたリットはルーティのその笑顔を見て驚いていた。
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　ルーティはあっさりと帰ってしまった。

　俺とリットはテーブルを挟んで座り、じっと考え込んでいる。

「ねぇレッド。本当に良かったの？」

「何がだ？」

「その……私が言うのもおかしいとは思うんだけど……ルーティはあなたを必要としているわ」

「そうだな」

「だったら一緒に行ってあげた方が……いいのかなって、ちょっと思っちゃうの」

　リットの表情は苦しそうだ。

「世界のためにか……」

　正直に言えば、俺の心が揺れていないわけではない。

　ルーティの悲しそうな顔を思うと、迷っている部分は確かにある。

「また話をしよう。俺と、ルーティと、リットと、ティセの４人で」

「うん」

　すぐに解決できる問題じゃない。俺達には時間が必要だ。

　勇者が立ち止まることを非難する人がいるかもしれない。

　だがそれが罪だというのなら、俺の罪だ。ルーティは何も悪くない。

　世界の命運をその両肩に背負わされていたとしても、ルーティはまだ17歳の少女なのだから。
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　店を出たルーティは、足早にその場を離れると胸を押さえて呻うめいた。

「ル、ルールさん!?」

　ティセがあわてて駆け寄る。

　ルーティは懐から悪魔の加護を取り出すと一口で飲み込んだ。

「この町に残ると言ったのがいけなかった」

　額に冷や汗を浮かべながらルーティは小声でつぶやいた。

　今ルーティを襲っているのは、加護からの激しい衝動だ。

　悪魔の加護によって衝動を弱められていたはずなのに、世界最強の加護は勇者が『勇者』であることを放棄しようとしたことに対し、正義に対する欲求と心臓を握りつぶすかのような痛みで抗議していた。

「まだ、弱めなくては」

「ルールさん……」

　ティセは不安げだ。やはり今の勇者様は何かが変だ。

　ティセが勇者と旅をしてきた時間は決して長くはないが、今の状態は普通ではない。

「キャアアアア[image: ]」

　その時、悲鳴が聞こえた。ティセはすばやく身構える。

　が、それより早く、ルーティは駆け出していた。

　下町の外れ、港区との境にある用水路脇の通り。

　そこで１人のハイエルフの女性が髪を摑まれ引き倒されていた。

「おいこら、誰に断って長耳が商売してるんだ、え？」

　辺りにはひっくり返されたおでんの屋台。

　ハイエルフのオパララが丹誠込めて作ったおでんの具が無残にも散らばり、顔を赤くして酔っ払った２人の男がニタニタと笑いながら踏みつけている。

「やめてよ！」

「ここは人間様の町だぞこら、てめえら亜人が表に出てきちゃ美観を損ねるだろうが」

　彼らのような人間至上主義者はどの町にもいた。

　多くの場合、彼らは大抵の人間からもひんしゅくを買っているのだが、それでも彼らのような輩やからが自分たちのコミュニティを形成するのに十分な人数がどの町にだって存在している。

　オパララの殴られ赤くなった顔を見て、彼は歪ゆがんだ愉悦を満たそうとしていた……。

　が、

「え？」

　瞬またたきする間だった。次の瞬間には、目の前に大きく足を広げ、拳を振り抜こうとしている少女の姿があった。身を守るために構える暇すらない。

「おげっ!?」

　肺の空気が消失し、次に内臓をぐしゃぐしゃに轢ひき潰したかのような痛みが男を襲った。

　ルーティは男を殺さないよう手加減して殴った。

　だがそれは慈悲などではない。意識を失わせず、痛みで死ぬような思いをするギリギリのラインを狙った手加減だ。

　この一撃は、男にとって生涯残り続けるほどのトラウマになるだろう。

　男はうずくまると、腹を押さえ、涙とヨダレを垂れ流しながら呻いていた。

「ひ、な、なんだ!?」

　もう１人の男は慌てて逃げようとするが、そちらにはすでにティセが回り込んでいる。

「ど、どけ！」

　突き飛ばそうと伸ばした男の腕をティセがつかむと、くるりと男の体が宙を舞った。

「うぎゃ!!」

　地面に叩きつけられた男の腕の関節を押さえ、ティセはそっと指を男の脇のあたりに押し付けた。

「う、うがぁぁぁぁぁぁぁあああ[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　喉が切れるかのような悲鳴があがった。アサシンの人体破壊術の応用。

　痛みだけを与え相手を傷つけない攻撃だ。

「ちくわ……勿体無い」

　踏みつけられたちくわを見て、ティセはさらに少し指に力を込めた。
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　騒ぎを聞きつけ、駆けつけた衛兵に２人の乱暴者が引き渡されたときには、彼らは恥も外聞もなくうずくまって泣いていた。

「これで二度とやらない」

　ルーティはその様子を見てつぶやく。ティセも頷うなずいた。

「ご協力感謝します」

　衛兵から見ても男達の狼藉には腹が立っていたようで、衛兵はルーティとティセが行った暴力には何も言わず、ただお礼だけを告げて連行していった。

「ふぅ」

　ティセは少し満足げだ。暗殺者である自分が、こういう人助けをするというのは珍しい。珍しいが……悪い気はしなかった。

　ティセとは対照的にルーティは、少し肩を落としていた。

「あ、ありがとう！　助かったよ！」

　殴られた頰ほおに濡ぬれたタオルを当てながら、オパララが近づいてくる。

　ルーティは、その顔を見て、その頰に右手を添えた。

「ルールさん！」

　ルーティが何をしようとしているのか気が付き、驚いてティセが言う。

　だが止めるのも聞かず、ルーティは〝癒いやしの手〟を発動した。

「え!?」

　オパララが驚いて声を上げた。一瞬で頰や体中にあった痛みが消え、赤く腫れていた頰にはもう傷も腫れも残っていなかった。

「私にはまだ、困っている人を見捨てることはできない」

「ルールさん……」

「ごめん、スキルは使っちゃいけなかったのに」

「い、いえ、いいんです……きっと、それが正しいことなのですから」

　そうだ、それが勇者というものだ。

　ティセは納得していた。自分が正しいことの隣にいることを少し誇らしくも思っていた。

　ルーティは、強きをくじき弱きを助けたその右手をじっと見つめている。

　さっきまで苦しんでいた衝動は、ハイエルフを助けたことで解消されている。時間が経てば悪魔の加護も効いてくるだろう。

　彼女が走ったのは、加護の衝動を解消できると考えたからだ。

「正しいことなのかな」

　ルーティは誰にも聞こえないほどの小さな声で、自分の加護にそう問いかけていた。
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　私はティセ・ガーランド。『アサシン』の加護を持つ勇者様の仲間だ。

　今は夜。

　私は倉庫に監禁している錬金術師ゴドウィンに食事を渡して戻ってきたところだ。

　本来であれば夜のうちにゾルタンを脱出する予定だったのだけど、勇者様の捜していた兄がこの町で見つかり予定が変わった。

　勇者様の考えとしては、この町に滞在する方向でいきたいらしい。

　しかしゴドウィンに薬を作らせることも必要だった。

（ゴドウィンはこの町では顔が知られすぎている……）

　錬金術師の工房を用意しつつ、ゾルタンにいる勇者様が通える距離であり、ゴドウィンが逃げ出すことが出来ないよう監視できなくてはならない。

（難しい）

　それが私の感想だ。

　これがもう少し人がいれば方法もいくつか思いつくが、ここには私と勇者様しかいない。

　ゾルタンは初めて訪れた土地であり、信用できる人もいない。暗殺者ギルドの支部すらない。

　強いて言えば、勇者様の兄であるギデオンさんは信用できそうな気がするけれど……。

「勇者様、やはり難しいです」

「そう」

　勇者様は静かに頷いた。

「薬の数が揃うまではどこか別の町に行ったほうがいいのでは？　それからゾルタンに戻ってくるというのも」

「分かってる」

「ひっ!?」

　勇者様から感じた不機嫌さのオーラに思わず私はたじろいだ。

　椅子に座ってじっと考え込んでいるだけなのに、恐ろしい迫力だ。

　ギデオンさんに会ってから少し雰囲気が和らいだかと思ったが、そんなことはなかった。

「明日、調べてみたいところがある。それまで、１週間程度見つからなければいいから、隠れ家を見つけて欲しい」

「そ、それくらいならなんとかなると思いますが……調べてみたいところですか？」

「あの飛空艇を停とめてある側の山に古代エルフの遺跡があるらしい。設備が生きていれば隠れ家として使えると思う」

　そんな情報をいつのまに。

「ウッドエルフもその山の近くで暮らしていたらしく、役に立つ植物とかが群生しているとも聞いた」

「古代エルフの遺跡とウッドエルフの遺跡が同時に存在しているのですか」

　珍しい。古代エルフの遺跡とウッドエルフが暮らしていた地域が一致するというのは初めて聞いた。

　とはいえ、今の我々が知らないだけかもしれない。

　ウッドエルフは自然は循環するものという思想をもっていたらしい。

　ウッドエルフの建造物は自然と一体であり、ウッドエルフがいなくなったあとは木々の生長と共にウッドエルフの遺跡は跡形もなく消えてしまう。歴史について教えてくれた暗殺者ギルドの教官はそう言っていた。

　もしかすると他の古代エルフの遺跡の上にもあったウッドエルフの遺跡が、ただ姿を消しただけ、それに我々が気がつけない……そういうことなのかもしれない。

「古代エルフの遺跡が生きていれば、たしかに隠れ家としては使えそうですね……でも、なぜ」

　なぜ、そこまでしてこのゾルタンにいなければならないのだろうか。

　だが勇者様の真剣な表情を見たら、続く言葉を告げることはできなかった。

　怖い……。

　ポンポンと私の肩をとても小さな足が叩たたいた。

　うげうげさんが首を傾かしげている。

　どうしたんだろう？　うげうげさんが何かを言っている。

　深く考えるな？　いや難しく考えるな、かな？　それにちゃんと見ろ？

　うげうげさんは珍しくしつこいほどに私とコミュニケーションを取ろうとしてくれていた。

　いまも２本の前足をちょこちょこと動かしながら、私に意思を伝えようとしている。

「どうしたの？」

　私は少し不安になった。うげうげさんは、何かを伝えようとしてくれているのにそれが私にはよく分からない。

　なんとか理解しようと、私からも質問を返すのだが、うげうげさんは同じようなイメージを繰り返している。どういうことなんだ？　こんなことは久しぶりだ。

　……だから私の注意はうげうげさんにあって、勇者様になかった。

「ティセ」

「え？」

　気がつくと、私の目の前に勇者様がいた。

　しかし、勇者様の視線は、驚き硬直している私に向けられてはいなかった。

　視線の先にあるのは私の肩。きょとんと頭を傾げたうげうげさんだ。

　勇者様は私の肩に向けて手を伸ばす。

　思考が止まった。恐怖と混乱が背中を貫いた。

　何か私は勇者様を怒らせるようなことをしてしまったのかもしれない。




　だけど！　うげうげさんだけは!!




　気がつくと、私は後方に飛び退のき、剣を抜いて構えていた。

　ガチガチと私の歯が音を立てる。絶対に勝てない相手に剣を抜いてしまったという恐怖で、頭の中がチリチリと焼けるように熱い。

　勇者様は、手を伸ばした姿勢で無表情のまま、動きを止めていた。

　私のことをじっとまっすぐ見つめている。

　それは短い間だったと思うけれど……私にはとても長い時間に感じられた。

「……違う」

　私を見つめたまま勇者様が言った。

「私はその子があなたのペットだと知っていた。気付かず叩こうとしたわけじゃない」

　何を言っているのだろう？

　私は荒く息を吐き出しながら、話を聞いている。だが内容が理解できない。

「ティセの側でよく手足を動かしているのを見ていた。ティセが捕まえた虫を与えているところも見た……」

　勇者様はそのようなことをずっと喋っていた。私は剣を構えたまま、カタカタと震えている。ぴょんと小さな影が跳んだ。

「うげうげさん!?」

　うげうげさんは、床に飛び降りると、両腕をあげ、小さな体を精一杯大きくしながら私の前に立ちはだかった。

「な、なにを……え？　〝ちゃんと見て〟？」

　見てって一体……。

　うげうげさんは必死に小さな身体を動かし、〝ちゃんと見て〟と繰り返している。

　そして私は……ようやく〝ちゃんと見た〟。

「違うの、決して私はそんなつもりじゃなかった」

　目の前にいるのは誰だ？　勇者様だ。人類最強の加護を持ち、世界を救う運命を背負い、正しいことのために生き、そして仲間の誰もが恐れる人。

　だが、私が見ているのは……仲の良い友達を怒らせてしまって、でもなんで怒っているのか分からなくて、途方に暮れている少女だった。

　ズレている。私が恐怖で剣を抜いて、戦う姿勢すら見せているのに、勇者様にとってはよく分からないけど何か怒らせてしまったと感じる程度のことなのだ。

　勇者様はあまりに強すぎて、私達とは遠くなりすぎて……普通の人の殺意や敵意がどの程度のものなのか共感できなくなってしまっているのだ。

　それは幼い子供が本気で怒っているのに、大人たちはそれを見て微笑ましいと笑っているのに少し似ているのかもしれない。

　このズレが、勇者様をずっと１人にしてきたのだと、私はようやく、勇者様を〝ちゃんと見て〟理解することができた。

　そうだ、私は過去の記憶もちゃんと見ることができた。

　飛空艇で相談をしているとき、勇者様が私を見ながら時折表情を変えていたのは、うげうげさんを見て私が笑うように、勇者様もうげうげさんを見て笑っていたのだ。

　あの夜、何かを探していたのは、自分もうげうげさんのような小さなペットを探していたのだ。ただそれだけのことだった。

　やがて、勇者様は何を言って良いのかわからなくなったようで……。

「ごめん、なんで怒らせたのか分からない。だけど許して欲しい……ごめんなさい」

　ただ謝っていた。カランと音を立てて、私は剣を落としてしまった。

　こんなことになぜ気が付かなかったと自問自答する。

　そして自責の念にも駆られる。

　私がしゃがむと、うげうげさんは私の手の甲に跳び乗った。

（あやまろう？）

　うげうげさんが私にそう伝える。

　うん、そうだ。私は勇者様……ルーティ様へと歩きだす。

　ルーティ様はビクリと……ほんの少しだけ肩を震わせた。

　私は言葉を告げるため、息を吸った。

「私の方こそ、すみませんでした。勘違いしていたのは私です。本当にごめんなさい」

「そう……怒ってはいない？」

「はい何も怒ってなんていません。ルーティ様は怒ってないですか？」

「怒ってない」

「良かった。でも、その……ペットに触る時は、触ると一言声かけてほしいです」

「分かった」

　私はうげうげさんが乗った手の甲をルーティ様に差し出す。

　ルーティ様も左手を近づけた。

　ぴょん。

　うげうげさんは軽々と私の手からルーティ様の手に飛び移る。

　そして右腕をあげてルーティ様に挨拶した。

「……名前」

「うげうげさんです」

「うげうげ？」

「うげうげさん、までが名前です」

　ルーティ様はきょとんとして、それからうげうげさんを見つめた。

「うげうげさん、私はルーティ。よろしくね」

　ルーティ様は目を細めて優しい微笑みを浮かべていた。

　私はティセ・ガーランド。

[image: ]

『アサシン』の加護を持つ、今は勇者ルーティ様の友達だ。
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　古代エルフ。

　神かみ代よと有ゆう史しの間の時代、世界の黎れい明めい期きに地上を支配したとされる、最初の種族だ。

　まず妖精と精霊の住まう第一世界があった。

　第一世界は、１年中春の陽気に包まれ、不老不死の妖精たちが踊り、歌い、享楽を続ける楽園であった。

　だから彼らには争いも苦痛もなかった。ゆえに彼らにとって毎日がこの上ない幸福の日々であり、何かを変えようという意志がなかった。

　楽園ゆえに、第一世界は永遠の停滞の世界。那な由ゆ多たの間、第一世界を眺め続けられた至高神デミスは、その有様に不満をお感じになった。

　そこで第二世界、すなわちこの世界を作られた。




　１日目に宇宙を作られた。

　２日目に天地と太陽と月と星々を作られた。

　３日目に糧となる虫と動物と植物を作られた。

　４日目に地に満ちるモンスターを作られた。

　５日目に知性を持つエルフとドラゴンとデーモンを作られた。

　６日目に支配者として第一世界で最も優秀であったある妖精に似せた古代エルフと、自分の御お姿すがたに似せた人間を作られた。

　７日目はすべての仕事を終えたとお休みになり、夜の間にアスラが生まれた。

　８日目に挨拶に現れたアスラに、神は「私はお前のようなものなど作ってはいない」とお怒りになった。




　聖方教会の書物によれば、世界の創造はこのような流れになっている。

　暗黒大陸に住む、ドワーフとオークもエルフ種である。また両大陸に繁殖しているゴブリンも、もともとは暗黒大陸由来のエルフ種の末まつ裔えいだ。エルフとゴブリンは別物だと言うハイエルフの学者もいるが、主流派ではない。

　古代エルフという表現は今の時代に合わせた表現で、現存する最も古い書物だと、古代エルフは単にエルフと表記され、５日目に作られたエルフを〝妖精フエイ〟と表記している。

　現在存在する一般的な妖精フエイとエルフ種の関係についても、よく学者達が激しい議論を交わすが、エルフ種は妖精フエイの一種であり、大妖精アークフエイとはまた違う、高度な文明を築く能力を持つ高等妖精ハイフエイともいえる存在であるとされている。これらはあくまで主流派の学説にすぎない。生物学と神学の入り混じるこの世界で、何が正しいのかを見つけることは困難だ。

　とにかく現在存在するエルフを整理すると、

○古代エルフ（絶滅）[image: ]ワイルドエルフ

○妖精フエイ＝エルフ[image: ]ウッドエルフ（絶滅）[image: ]ハーフエルフ


[image: ]ハイエルフ

[image: ]暗黒大陸のエルフ原種ダークエルフ[image: ]ドワーフ、オーク、ゴブリン






　と系譜を立てるのがエルフ学の主流派である。

　古代エルフの話に戻るが、彼らは現代よりも遥はるかに優れた文明を持っていたというのだけは間違いないが、多くのことは謎に包まれている。

　一時的とは言え加護のレベルを上げることができるエルヴン貨幣や、逆に下げるワイルドエルフの秘薬など、古代エルフは加護をある程度解析していたと考えられる。

　聖職者の中には、そうした傲慢さが神の怒りに触れ、滅ぼされたと考えるものもいた。

　結局のところ、滅んだ理由は不明である。

　ただ、この時代に初代魔王と初代勇者が生まれ、最初の魔王は最初の勇者に滅ぼされた、という伝承は残っている。

　つまり、最初の勇者は人間ではなく古代エルフだったのだ。




　だったら、今の時代もエルフが勇者をやればいいのに。

　そう考えながらルーティは、目の前に立ち不快な金属のきしむ音を立てる歯車クロツクワークの巨人を降ごう魔まの聖剣で両断した。
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　レッドが薬草を採りに来る山の中にある古代エルフの遺跡。ルーティ達が調べたところ、幸運にも遺跡は生きていた。

　上層はキマイラや古代エルフの財宝目当てのゾルタンの冒険者が入り込んで荒らされてしまっているが、下層に移動する昇降装置は無事だ。

　エネルギーを供給しているマナクリスタルが一時的にパワーを枯渇していた為ため設備が休止状態になっていたが、長い年月をかけて周囲の魔力を吸収し再充じゆう塡てんされていたため、再起動には問題なさそうだ。

　これまで古代エルフの遺跡を何度も攻略してきたルーティは、慣れた手つきで装置を動かし、下層へと進んだ。

　そこでは古代エルフの遺跡ではお馴な染じみの、歯車獣クロツクワークモンスターが配置されており、それらを制御する親歯車クロツクワークマザーを探索しているところだ。

「ふぅ……」

　ティセは額に浮かんだ汗を手の甲でぬぐった。

　涼しい顔で戦うルーティと違い、ティセは何度か危うい場面もあり、表情に疲れを見せている。

（護衛用のクロックワーク・ナイトばかりじゃない。他の遺跡なら親歯車クロツクワークマザーの前に１機程度しかいないクロックワーク・ジャイアントがすでに４機も。他にも侵略兵器のクロックワーク・デストロイヤーや潜水兵器のクロックワーク・リヴァイアサンとまで戦った……なんなのよこの遺跡は）

　ティセは内心悪態を吐いた。

　それでも、敵が単体で現れた場合はルーティが１人で決着をつけてしまうため、ティセはこの異常な脅威度の遺跡をなんとか進むことができている。

　やがて２人は遺跡の最奥にある親歯車クロツクワークマザーの部屋へとたどり着いた。

　ここを破壊すれば、すべての歯車獣クロツクワークモンスターは活動を止める。その部品を売るだけで10万ペリル以上の収入になるのだから、古代エルフの遺跡の攻略は冒険者にとって、まさに一いつ攫かく千せん金きんのドリームだ。

（これを見て、一攫千金だなんて喜べる冒険者っているのかな）

　ティセは思わず半歩だけ後ずさった自分を自嘲しながら、そう思った。

　すべての歯車達クロックワークスを制御する歯車の塊である親歯車クロツクワークマザー。それを守るように立ちはだかるのは、輝く金属の集合体であるクロックワーク・ドラゴン。

　動く度に不快な騒音を立てる他の歯車獣クロツクワークモンスターとは違い、芸術的なまでに精巧に組み合わされた身体は、歩いてもきしみ音１つしない。体内には熱したタールが充塡され、開いた口からはちろちろと点火用の種火が赤い舌のように見え隠れする。

　かつて同型が先代魔王によって修復され、先代勇者の仲間をも戦死させ先代勇者を一度は敗走させたと伝えられる伝説の究極兵器だ。

　実在するとは思わなかったと、ティセは冷や汗を浮かべた。

「ルーティ様！」

　一時撤退してギデオンさんとリットさんにも参加してもらおうと、ティセは言おうとしていた。これは２人で挑むには強大すぎる。

「問題ない」

　だがルーティは、相変わらず涼しい顔のまま、だらりと聖剣を右脇に下げ構えもせずに、古代エルフの作った人造の竜へと向かっていった。
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　ゾルタン中央区にある邸宅。

　別の町の魔術師ギルドにスカウトされ、今はもうゾルタンを出ていった『召喚術士』の邸宅だったその建物は、魔法的防御を備えた地下室を持つゾルタンでは希少な建物だ。

　それが、薄気味悪く借り手がつかないと他の邸宅よりも安い値段で借りられるのだから、このゾルタンという国は魔法について遅れていると言われても仕方がないだろう。

「私にとっては都合の良いことだがな」

　椅子に座る浅黒い肌の青年剣士ビュウイは、読み終わった報告書を机に置いてそう呟つぶやいた。

　ゾルタン近隣に存在するウッドエルフの遺跡。

　そのほとんどは、すでに草木が生え替わると共に消えてしまったが、それでも残る僅かな痕跡をビュウイは冒険者や僅かにいる研究者達に依頼して調べさせていた。

　そして集まった情報をもとに、ビュウイの任務であるウッドエルフによって隠された「ある物」を探しているのだ。

　隠されたというからには、他の遺跡と違いその遺跡は現存しているはずだ。その場所を突き止めるため、調査を続けているというわけだ。

　そして、調査は大詰めに入りつつある。

「ここにウッドエルフ時代の現存する施設は存在しない」

　ビュウイの指が机を叩く。面倒なことになったとため息を吐いた。

　何かを保管するためには、もちろん壁に囲まれた施設が必要だ。ウッドエルフどもは自分達の施設を使わず、別の場所へ「ある物」を封印したのだろう。

「いつものように自然の要害に隠したか？　それならば南洋の海の底か世界の果ての壁だが」

　しかし、どちらも人間やデーモンではそう簡単に立ち入れる場所ではないが、海の底なら水すい棲せい生物、世界の果ての壁ならドラゴンやガグなど対応する種族が必ずいる。

　ビュウイの求めている物は、ウッドエルフにとっても他者に絶対に奪われてはならないはずだから、僅かでも突破できる種族がいる場所に封印したとは思えない。

　となればこのゾルタンで、誰も侵入できない場所は只ただ１つ。

「古代エルフの遺跡」

　数千年の時を超えて動き続ける加護なき歯車の戦士達に守られた遺跡。本来、古代エルフの遺跡のある場所を避けるウッドエルフが、このゾルタンでは同じ山に集落を作っていたことからも間違いないだろう。

　ビュウイは立ち上がると、一度１階への階段に誰もいないことを確認し、扉に鍵を閉めてから棚の仕掛けを操作する。

　壁の一部が音も立てずにスライドすると、地下へと続く階段が現れる。

　ビュウイが階段を下りると、そこには小さな石壁の小部屋があった。

　厳重な魔法的防御を施されたその隠し部屋は、前の持ち主の秘密の研究室だったのだろう。ビュウイは部屋の奥にある魔法の鍵の掛かった棚を開ける。中には灰色に輝く大粒の宝石が１つ。

　その不自然に眩まぶしい輝きは、見るものを不安にさせる。しかしビュウイは気にすること無く宝石に触れ、灰色の輝きを浴びた。

　この宝石は〝夢魔の心臓石ハートストーン〟と呼ばれる希少なマジックアイテム。

　同調させた灰色の縞しま瑪め瑙のうを地面に埋めれば、周囲の者から精神力を奪う呪いを発する。そうして溜ため込まれた精神力を魔力として変換し、所有者に提供するという物だ。

　先代魔王の宝物庫にあったこのアイテムは、加護を持たないためどうしても効率的な魔法の運用に難のあるアスラにとって役立つものだった。

「何？　溜まった魔力はこれだけか？」

　ビュウイが手をかざしてからすぐに灰色の輝きは失われ、くすんだ色のみすぼらしい石になってしまった。何か設定を間違えたのかと、ビュウイは意識を集中して確認するが問題があるようには思えない。

[image: ]

「まさか、もう呪いに気が付き対策が行われたということか」

　妖精フエイ達ですらこの呪いは防げないはずだとビュウイは唸うなる。だがいくら疑っても、〝夢魔の心臓石ハートストーン〟に蓄えられた魔力は目標に遠く及ばない。

「古代エルフの遺跡を調べるのにこれだけの魔力では心もとないな」

　協力者が必要だ。

　だが、魔王軍の前線から遠く離れたこの辺境で、魔王軍からのバックアップを求めることは不可能であるし、ゾルタンの冒険者では戦力になるものなどいない。

「どうしたものか」

　ビュウイはこめかみに指を押し当て、思案するのだった。

　すでに遺跡をルーティ達が攻略しているとも知らずに。
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　ルーティが俺の店に来てからもう２週間が過ぎた。

　最初に再会してから３日間、ルーティはゾルタンを離れていたようだがその後は基本的にゾルタンにいる。ティセと２人で冒険者に登録し、積極的ではないにしろ時折町の近くのゴブリン退治の依頼を受けているようだ。

　２人の実力からしたらゴブリン退治など不相応もいいところなのだが……おそらくは加護の衝動の解消が目的なのだろう。

『勇者』の加護の人助けと、『アサシン』の加護の殺人衝動、この２つを解消するためには村を襲う人型生物であるゴブリン討伐がぴったりというわけだ。

　相手はゴブリンなのではあるが、相手がどんな数であっても気にせず２人で依頼を請け負い、まるで散歩に行くかのような気軽さでゴブリンの住み処かに乗り込み、壊滅させてから戻ってくる姿に、頼れる新人として話題になっているようだ。

　そして……。

「いらっしゃいませ」

「ひっ!?」

　今日、なぜかこうして俺の店を手伝いに来ていた。

　カウンターに立たせてみたのだが、やはり強つわ者もののオーラがあるのか、店に入ってきた客を見ながら挨拶すると、反射的に悲鳴をあげられてしまうようだ。

　本人はいたく傷ついている。だが、新しい発見もあった。

「多分、もっと笑顔になれば悲鳴あげられなくなるんじゃないですか？」

「そう？」

　ルーティが傷ついていることに気がつけるのは俺だけかとおもっていたが、ティセも気がついているらしい。ティセはこうしてアドバイスをしてくれている。

「そうだな、もう少しだけ笑顔になればきっと大丈夫だ。もうちょっとカウンターを任せていいか？」

「いいよ」

　ルーティは小さく拳を握って頑張るという仕草をしていた。
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　ルーティとティセが店頭で仕事をしている間、リットには貯蔵庫にある薬の種類と数を調べて、目録を作ってもらっている。

　普段から在庫管理はしているのだが、いい機会だし一度ちゃんと何があるか調べるのもいいだろうとリットと相談したわけだ。

「お疲れ」

　俺はコーヒーのカップを２つ持って貯蔵庫を訪れた。

　リットはペンと紙を持って、大量にある薬を数えるのに悪戦苦闘しているところだったようで……。

「あー！　もう！　どこまで数えたか分からなくなった!!」

　と、絶望の声をあげていた。

「悪い悪い、あとで手伝うから休憩でもどうだ？」

「うん、ちょっと疲れた」

　２人で居間に移動し椅子に座った。

　店頭からはルーティとティセが接客している声が聞こえる。

「あっちは見ていなくていいの？」

「俺がいたら仕事してもらっている意味がないだろ？　ルーティはそれに気がついてしまう子だ」

「よく分かってるのね」

「そりゃ妹だからな」

　俺とリットは同時にコーヒーを一口飲んだ。

「ん、今日のは濃厚ね、砂糖もミルクもたっぷり。でも美お味いしい」

　今日淹いれたコーヒーは少し手間を掛けてある。

　目の小さい金属製のフィルターを３つ使い、粗く挽ひいたコーヒーを入れお湯を注ぐ。

　フィルターの目はコーヒーによって塞がれるので、じっくりと時間をかけてコーヒーが抽出されるのだ。

　コーヒーの風味が非常に強いので、ミルクと砂糖も入れてあり、強めのコーヒーだ。

「口直しにハーブティーもどうぞ」

「後味ではなくこの瞬間を楽しむコーヒーなのね」

「そうだよ」

「ありがとう、美味しい」

　濃厚なコーヒーをゆっくり飲むタイプの淹れ方だ。

　横に並べたハーブティーで、適度に口をリセットし、また新鮮な気持ちで最初の一口を味わえる。

　俺達たちはゆったりとしたこの時間を楽しんでいた。

「ごちそうさま」

「お粗末さまでした」

　リットは満足げな顔をしてカップを置いた。

　俺達は、少しの間だけお互い見つめ合って沈黙した。

　だがすぐにリットは立ち上がる。

「じゃあ、ちょっと店頭に行ってくるわ」

「店頭？」

「そろそろルーティ達も休憩取らないと」

「それなら俺が店頭に立つよ」

「だめよ」

　リットは歯を見せて笑いながら言った。

「ルーティだってあなたと一緒にカップを傾ける瞬間を楽しみたいに決まってるんだから」

　俺が何か言うスキを与えること無く、リットは部屋を出ていってしまった。

　俺はコーヒーカップを指で弾く。いい音がした。

　リットが選んだ食器は値段を抑えていても、良いものだった。

「さて、じゃあ２人の飲み物も用意するか」

　俺はコップを木製のトレイに載せ、台所へと移動した。





＊　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊






「２人共、お疲れ様」

　テーブルにはクッキーが３枚ずつ、甘めの味付けのココアが３カップ。

「ありがとう」

「いただきます」

　ルーティはカップを手に取ると、一口飲んで目を輝かせた。

　ティセはまずクッキーから手を付けるようだ。

「これ冒険者が保存食で使うやつですよね？」

　ティセは驚いた顔をしている。

「これは……すごく美味しい」

「山で採れた木の実を混ぜてるんだ。味としてはシナモンに近いな」

「シナモン……食べたことないです」

「そうか？　じゃあ夜にシナモンパイを作るよ」

　そうだ。

「あと、ほら、砂糖水を染み込ませた布」

「え？」

「その蜘く蛛ものおやつにいいと思って」

　そう言って、小さな布の切れ端を載せたお皿を差し出す。

　ティセの肩にいた蜘蛛はぴょんと飛び降りた。

　蜘蛛は行儀よく一度手を上げて俺に挨拶してから、そっと砂糖水を飲み始めた。

「ありがとうございます。気がついていたんですね」

「この子にか？　そりゃあれだけ仲良さそうにしていればね」

「うげうげさんです」

「うげうげ？」

「さんまでが名前です」

　俺の反応を見て、ティセは口元に少しだけ楽しそうな笑みを浮かべた。

　表情こそ乏しいが、このティセという子もルーティと同じで内心は普通の女の子なのだろう。

「お兄ちゃん」

「ん、どうした？」

「お昼も一緒に食べていい？」

　俺はルーティの頭を撫でた。今、ティセと夕飯の話もしていたというのにこいつは。

「当たり前だろ。もとからそのつもりだよ」

「そう」

「お昼だけじゃなくて夕飯も食べていくだろ？」

「うん」

　ルーティの顔に微笑みが浮かんだ。

「実は私、お兄ちゃんの料理大好きなの」

　それはとても自然な微笑みだった。キラキラしていて、本心だとひと目で分かるような素敵なものだった。

「ああ、知ってた」

「そう！」

「なにかリクエストはあるか？」

「……蜂蜜ミルクが飲みたい」

「分かった」

　リクエストされたものは俺が聞きたかったお昼のメニューという答えとは違った。

　だけどこれはこれでいい。お昼まであと１時間半。

　なにか蜂蜜ミルクと合う、美味しいものでも作るとするか。
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　お昼になり４人が並んでテーブルについている。

　テーブルには、ベーコンのサンドイッチとマッシュポテトのグラタン、市場の肉屋で買ったドラゴンチキンというヒグマ程もある巨大な鶏とりの胸肉と玉ねぎを使ったレモンのドレッシングで味付けしたサラダが並ぶ。

　それに、ルーティが昔から好きだった蜂蜜入りのホットミルクだ。

「いただきます」

　ルーティはやはりまず蜂蜜ミルクから手を付けた。

　一口飲んで目を輝かせ、そのまま一気に半分ほど。

　その飲み方は幼かった頃のルーティのままで、懐かしさに思わず笑ってしまった。

「あ、このお肉ドラゴンチキンよね？　珍しい」

　リットは鶏肉サラダを食べて言った。

　ドラゴンチキンの肉は多少の風味の差はあれど、基本的には鶏肉なのだが、すぐ分かるのはさすがリットだ。

　その顔に笑みが浮かんでいるところを見ると、口にも合ったようだ。俺はちょっと嬉しくなる。

「牧場で選定の目を逃れた『ビースト』の加護持ちがいたらしくて、暴れて逃げ出して、冒険者に討伐してもらったらしい。それで肉屋に予定外のドラゴンチキンが丸々１頭やってきたもんだから、割引した価格で売ってたってわけ」

　動物の加護は人間やエルフと違って種類が少ない。

　人間と同じように、動物が『闘士ウオーリアー』、『妖術師ソーサラー』、『盗賊シーフ』などの加護を持つ場合もあるが、そうした加護を持つのは全体の５％ほど。95％は『キャトル』か『ビースト』の加護を持つ。

『キャトル』の加護は協調性が高くなり温厚な傾向に、『ビースト』の加護は群れを好まず攻撃的な傾向がある。

　家畜に向くのはもちろん『キャトル』の加護を持つ動物だ。牛、豚、馬、鶏、ヤギが家畜に向く理由も『キャトル』の加護が『ビースト』の加護に比べて圧倒的に多く生まれるからだ。

　ペットとなると、『ビースト』の加護持ちでもじっくりしつけをすることもできるのかもしれないが、商業用の家畜となるとそうはいかない。

　牧場主は子供の内から『キャトル』か『ビースト』かを見極め、早い段階で『ビースト』を処分してしまうのが一般的だ。

　このやり方を少し疑問に思うこともあるが、口出しできるほど俺は家畜についての知識があるわけではない。

　今回のように柵を破壊するだけならばまだいいが、他の家畜や人間を傷つけることもあるので、やはり小さい頃に処分するしかないのだろうとも思う。

　その鶏肉が『ビースト』で処分されたものだと聞き、ルーティは真面目な顔をしてドラゴンチキンの肉を見つめ、それから食べた。

　ルーティの口数が多くないのは分かっていたが、ティセも少ない。

　ティセは必要なことは喋しやべるし意思も伝えてくれるのだが、例えば料理が美味しいとは伝えてくれても、そのあとは何も喋らずただ黙々と食べている。

　目の動きを見る限りこちらの言葉や態度にはしっかり注意を払ってはいるようだが、世間話や場をつなぐための話をするようなタイプじゃないようだ。

　喋るのに明確な目的を持って話すタイプで、言葉は自分の意思を伝えなければいけないときに使う道具という感じか。

　まぁそうなると必然的にその場で主に喋っているのは俺とリットになる。

　今は２人がゾルタンでどんな暮らしを送っているのか説明しているところだ。

　騎士として毎日飛び回っていた頃や、勇者の仲間として町を巡って魔王軍と戦ったり、町で起こっている問題を解決したりしていた頃に比べると、毎日が平穏で、ルーティは興味深そうな顔をして聞いていた。

「大体、俺とリットの１日の流れはこんな感じだな」

「たまに薬草採りにレッドがいないときもあるけれどね」

　リットは変わらずに俺のことをレッドと呼んだ。

　ルーティを前にし、レッドとギデオンどっちで呼ぶべきかと以前、夜の間に話し合ったのだが、このゾルタンではレッドとして暮らしているのだから、ここでは今まで通りレッドとリットで呼び合うことにしたのだ。

「お兄ちゃん」

「どうした？」

「薬草を採る場所って、北西にある山？」

「ああそうだよ」

「……なら場所分かるから、私が薬草採るよ」

「それはありがたいけれど、いいのか？」

「うんいいよ」

「分かった。忙しくない時だけでいいから、手伝ってくれ」

　ルーティはコクリと頷うなずいた。





＊　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊






　私は夢を見ない。

　冬の到来した森には、寒々とした裸の木が並んでいる。空は灰色の雲に覆われ、冷たく乾いた風が吹き、私は痛くなった耳を手で押さえ温めた。

　私はこの時７歳で、いつも１人でこうして村のすぐ近くの森の中にいた。

　大体、森の入り口から子供の足で５分歩いたところだ。耳をすませば村での生活の音が聞こえてくる。

　そこで私は日が落ちるまで、今日という日が過ぎ去るのを待っていた。

　人がいる場所では、いつ誰が助けを必要とするか分からない。そして助けを求められれば、『勇者』はそれを拒むことはできないのだ。

　家の中にこもることも、両親と折り合いの悪い私には難しい。家の中で機はた織おりをしている母は、仕事中に私が近くにいると酷ひどく不機嫌になる。

　私の味方はだれもいない。今はもう……。

「ルーティ」

　私は驚いて振り返る。その声は私が思い焦がれ待ち望んだ人の声。

「お兄ちゃん」

　私は、両手を広げて笑うお兄ちゃんの腕の中に飛び込んだ。

　いつもはちっとも動かない口元が、お兄ちゃんの腕の中では自然に動く。

　私が笑っているのを見て、お兄ちゃんも嬉しそうに笑ってくれる。２人で笑顔になれるのが、とても嬉うれしい、幸せ。

「昨日、従士エクスワイアに昇格したから、家族への報告や準備やらで１週間休みをもらえたんだ」

　バハムート騎士団にスカウトされ、王都に行ったはずのお兄ちゃん。しばらくは会えないかと思っていたのに、わずか半年で小姓ペイジから従士エクスワイアに昇格し、こうして王都から遠く離れたこの村まで戻ってきてくれたのだ。

「これまではずっと先輩騎士について回らないといけなかったから休みもなかったけれど、これからは休みを作ることもできるから、時間ができたらまた会いに来るよ」

「本当？」

「ああ、本当だよ」

　私はますます嬉しくなってギュッとお兄ちゃんにしがみついた。

　するとお兄ちゃんもギュッと私を抱きしめ返してくれる。

　私はいつまでもこうしていたかったが、お兄ちゃんはそっと私を離した。

「それじゃあ戻ろうか。まだ俺、誰にも挨拶してないんだ」

「そう」

　少し残念。私達たちは手をつないで森の出口へと歩いていく。私の手を引くお兄ちゃんの手は、半年前よりたくましくなっていた。

　眠りを奪われた私は夢を見ない。だからこれは、過去の記憶を思い出しているだけだ。

　あの時、お兄ちゃんとつないだ手の温ぬくもりは今もはっきりと思い出せた。

　私はそっと夜の闇に手を伸ばす。ほんの２週間前まで、その手に触れてもらえることなどもう無いのだと思っていた。

　だけど、今は……。

　暗い夜をやり過ごしながら、私は明日を楽しみにしている自分に気が付き、１人微笑んだのだった。
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　翌日。

「まぁ観光名所っていうほどのものがある町でもないんだけどな」

「そう」

　俺はルーティと一緒にゾルタンの下町を歩いている。

　今日はまだ不慣れなルーティにこの下町を案内する予定だ。

　空は僅かに雲が流れている程度、気持ちの良い天気だ。

　土を踏み固めただけの道を歩いていると、俺達のそばを木の枝を持って冒険者ごっこをしている子供達が走っていった。

「ゴブリン待てー！」

「がおー！」

　ゴブリン役の子供は威嚇のつもりなのか、なぜか竜ドレイクの鳴き真ま似ねをしながら走っていく。子供達は楽しそうな笑い声を上げていた。

　下町では見慣れた光景だ。走っていた男の子の１人が、俺に気がついて振り返った。

「あ、レッド兄ちゃんだ！　今度、俺にも魚の釣り方教えてよ！」

「ああいいぞ、今は忙しいからまたしばらくしたらな」

「やった！　約束だからね！」

　男の子は両手を上げて喜んでいる。そこで、ふと男の子はなにかに気がついたように、この子にできる最大限の真剣な表情を作った。

「レッド兄ちゃん」

「なんだ？」

「浮気はだめだよ！」

「この子は俺の妹だよ。ついこの間ゾルタンに来てくれたんだ」

　俺は苦笑しながら男の子の頭をくしゃくしゃと撫なでる。男の子は、「やめろー」と笑いながら俺の腕を握ってイヤイヤと首を振っていた。

「おーい」

「あ、呼ばれてるから。レッド兄ちゃんじゃあねー！」

　男の子は友達の下へと走っていく。

　俺はその後ろ姿を穏やかな気持ちで見送った。平和なゾルタンの朝の風景だ。

　男の子が十分に離れてから、ルーティは首を少し傾かしげて言った。

「私が妹だって、言ってよかったの？　最初に会った大人のハーフエルフと違って、あの子はきっと私のことをみんなに伝えるよ」

「ルーティが『勇者』だってことや、俺が騎士ギデオンだってことは内緒にするつもりだよ。だけど、ルーティは俺の自慢の妹だ。それは何も悪いことじゃない、だからもう隠さない」

「……そう」

　俺の言葉を聞いて、ルーティはまず目を丸くし、それから口元を緩めて小さく頷いた。

　２人で歩いていると、見慣れた建物が見える。

「あそこがよく行くサウナの店。ゼフっていうおじさんが店主なんだが、職人気質かたぎで面白いヤツだよ」

　香り袋は今も定期的に届けている。飽きられるかと心配だったが、香草ハーブの香り漂うサウナはゾルタンの住人にしっかりと気に入られたようだ。今は朝の10時くらいだが、少し多いくらいに人が入っている。

「サウナ」

　ルーティはじっとゼフの店を見つめていた。

「少し寄ってくか？」

　少々長い寄り道になるだろうが、まぁ別に今日中に町の案内を終わらせないといけないなんてことはないだろう。

　俺がルーティのパーティーと別れてもう２年近くになる。離れ離れになっていた時間を埋めるのに、このくらいの寄り道があってもいい。

　ルーティは俺の提案を聞いて、俺の方へ向き直る。

「私、こういうサウナに入ったことがない」

「そうだったっけ」

　故郷の村では、保存食である燻くん製せいを作る小屋を、使っていないときに共同サウナとしていたが、なにせ小さな村のこと、商売としてのサウナの店というわけではなかった。勇者として旅立ってからは、魔王軍に侵略されている地ではサウナに入る暇もなかったし、平和になったあとの後処理での滞在は、領主の屋敷や宮廷でサウナや浴場を使わせてもらえていた。

　確かにルーティと一緒に、こういうお店としてのサウナに入ったことはない。

「それなら初体験か。宮廷の立派なサウナとは違ってストーブで熱した石を使ったシンプルなものだし、他のお客もいてちょっと騒々しいけれど、これはこれで悪くないと思う」

「なら私も入ってみたい」

「よし、じゃあ行こうか」

「うん」

　俺とルーティがゼフの店へと入ると、中では何組かの利用者が、サウナ上がりのビールを美味しそうに飲んでいた。朝から飲むお酒は楽しそうだ。

「いらっしゃい。なんだレッドか」

　ゼフは歯を見せて笑うと、俺達を歓迎してくれた。アルバイトの青年は忙しそうにお酒などを配膳していて、俺達にかまう余裕はなさそうだ。

「盛況だな」

「おかげさんでな。そちらのお嬢さんは見ない顔だが」

「妹だよ」

「あん？　お前さんに妹がいたなんて聞いてないぞ」

　ゼフはルーティの姿をジロジロと見た。あ、まずいかも。

「……っ」

　ゼフのシワのある顔に冷や汗が浮かぶ。カウンターに置かれた手が震えて、カタカタと音を立てた。

「ゼフ、これは……」

　俺は慌てて言い訳を考える。

　だが、ゼフは一度目をつぶって視線を外すと、大きく深呼吸を一度した。

「ふぅ、すまん。もう大丈夫だ」

「あ、いや、こちらこそ悪かった、俺の妹は……」

「客の加護だの経歴だのなんざ、俺が詮索するこっちゃない。嬢ちゃん、不愉快な思いをさせてしまって悪かった」

　頭を下げるゼフをルーティは意外そうな表情で見ていた。ルーティにとって、この反応は初めてのものだろう。『勇者』を見た者は、尊敬、恐怖、憎悪……いずれの感情にしろ『勇者』を無視できなくなるのが普通だ。

　ゼフのように一歩引いて対応するというのは珍しい。

　だがこれがゾルタンの流儀だ。他人の過去は詮索しない。

「じゃ、２人ね」

　俺はゼフに料金としてクオーターペリル銀貨を２枚置く。

　ゼフから代わりにロッカーの鍵とタオルを受け取り、カウンターから離れた。

「じゃあ入る前に説明しようか」

「お兄ちゃんと一緒には入れないの？」

「ああ、男と女で部屋が分かれてるんだ」

「そう」

　ルーティはがっかりしている様子だ。

「でも、サウナを終えたらここで飲み物やちょっとした軽食なんかが食べられるんだ。中途半端な時間だけれど、一緒になにか食べよう」

「うん」

　それから俺は、共同サウナでの入り方を教える。ルーティはルーティなりの真剣な顔で俺の話にうなずいていた。

「こんな感じかな。じゃあ俺は、そうだな、今日は短く20分くらいで出るつもりだけれど、ルーティはどうする？」

「私もそうする」

「分かった。まぁ時間は気にせずゆっくりしてもいいぞ。時間が延びてもここでのんびり待ってるから」

「大丈夫」

「そっか、分かった」

　そして、俺とルーティは一旦別れ、それぞれの脱衣場に向かっていった。
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　前回はゴンズやストサンと張り合ってしまったが、サウナというのは無理して長い時間いるものじゃない。

　サウナから出た俺は、水みず瓶がめの水を被って汗を流す。火照った身体に冷たい水が気持ちいい。大貴族のサウナにもなると、水を冷やすための冷却炉が設置されていて真冬の湖のような澄んだ冷たさを楽しめるが、そんな魔法を用いた装置などゾルタンにあるはずもない。

　だがまぁ、そんなものなくてもサウナで汗を流した身体には、普通の水でも十分すぎる心地よさだ。

「こんなところでいいか」

　約束した20分にはちょっとだけ早いが、俺は着替えてホールへと戻った。

　それから数分後、ピッタリ20分経たったタイミングでルーティが戻ってきた。

「こっちだ」

　俺が声を掛けると、ルーティは俺の座っている隣の椅子に並んで座る。

「何を飲む？」

「お兄ちゃんが好きな物がいい」

「ん、そうだな……じゃあフルーツ牛乳を頼もうか」

　ゼフに注文してしばらくすると、木のコップに注がれたフルーツ牛乳が運ばれてきた。

　甘みと酸味があって美お味いしい飲み物だ。

　横目で見ると、ルーティもコクコクと喉を鳴らして飲んでいた。

「「ぷはっ」」

　俺達たちは同時に飲み終わり、同時にコップを置く。

「こうしてお兄ちゃんと一緒にいるの、すごく久しぶり」

　ルーティは頰ほおを緩めて言った。

「旅で出た最初の頃は、ずっとお兄ちゃんと一緒だった。私はまだ弱くて、お兄ちゃんがいつでも助けてくれた。そして私にたくさんのことを教えてくれた」

「旅立ちの頃か。まだルーティの加護レベルが低かったからな」

「あの頃の旅は新鮮だった。そしてお兄ちゃんがいてくれた」

「懐かしいな」

　故郷の村が魔王軍に襲われ、ルーティと一緒にゴブリンが根城にしていた廃坑を制圧して、そこに周囲の村人達も含めて避難させた。

　それから魔王軍のキャンプを襲撃したり、武器商人の問題を解決して武器倉庫を提供してもらうなどして武器を集め、武装した村人達と一緒に制圧された村を取り返した。

　大陸全土に侵攻している魔王軍からしたら、取るに足らない戦場。敵はオークの略奪部隊や彼らに懐柔されたモンスターや盗賊達で、デーモンは下級将校が僅かにいた程度。魔王軍もアヴァロン大陸連合軍も、どちらも主戦力を投入することのない戦いだった。

　それでも、あの場で戦っていた人々はみんな真剣だった。守るのは自分達の村、そこに住む家族。

　世界の命運よりもずっと身近な、もっと泥臭い戦いが、俺達の旅立ちの冒険だった。

　ルーティにとっても、初めて村の外に出て、初めて見る物ばかりだった。初めてユニコーンを見たルーティが、その白い毛並みを撫なでている姿は穏やかなものだった。

　だがそれも……『勇者』の加護レベルがあがるにつれて失われていった。

「あっ」

　女の子の声が俺の思考を中断させた。

　ドワーフの女の子がルーティの方を見て目を丸くしている。

「ブルブルのひとだ！」

「ブルブルの人？」

　俺が反応して首を傾かしげると、ルーティはビクリと肩を震わせた。

　女の子はまるで英雄と再会したような笑みを浮かべる。

「すごいんだよ！　サウナからでたあと水をざぱーんってしてからね、それから身体をブルブルってしたら水が全部飛んでったの」

　女の子が、興奮しているときの子供らしい声の大きさでそう言うと、ルーティと一緒にサウナに入っていたらしい女性達も、ルーティの方を見て「すごかった」と声を揃えだして、ちょっとした騒ぎになっている。

　なるほど、ルーティの持っているタオルは１枚しか濡ぬれていない。

　最初は、ルーティがサウナにタオルを持ち込まなかったのかとも思ったが、どうやらルーティは、身体に付着した水をタオルを使わず身体を震わせるだけで全部弾いたらしい。超人的な身体能力の為なせる技だ。

　ルーティは困惑した様子でうつむいている……ふむ。

「すごいだろう？　俺の自慢の妹なんだ」

「お兄ちゃんの妹なの!?　すごいね!!」

　俺の言葉に女の子はぴょんぴょんと飛び跳ねて喜んでいる。

「へぇ、レッドさんに妹が……」

　周りの人達も、正体不明の存在から薬屋の店主である俺の妹に変わり安心したようだ。

「あんなすごいの初めてみたよ」

「ええ、レッドさんと違って強そうでしたわね」

「ゾルタンに来たばかりで、今案内してるところでね」

「あらそうなの」

　それから話題は彼女達の飼っている犬の話に移り、俺とルーティは軽く挨拶するとその場を離れた。店を出ると、ルーティは少し落ち込んでいる様子だった。

「ごめんなさい」

「どうした急に」

「目立つつもりはなかったの」

　ルーティはただ効率よく身体を乾かしただけのつもりだったのだろう。なぜあんなに注目を集めていたのか今も理解できていない様子で、ただ名を隠して薬屋をやっている俺に迷惑をかけたと思って落ち込んでいる。

　俺はルーティの青い髪を優しく撫なでた。

「ルーティ。ここでは気なんてつかわなくていいんだ」

「でも」

「確かに俺は正体を隠しているけれど、誰も俺達のことを詮索したりしなかったろ？」

「うん」

「ルーティがちょっとくらい目立っても、このゾルタンでなら何の問題もない。だから気にすることなく好きなように行動すればいい」

　ルーティの赤い目がじっと俺に注がれる。ルビー色の湖畔のようなその瞳が少しだけ揺れた気がした。

「本当に大丈夫だった？」

「ああ、自慢の妹を紹介できて嬉うれしいくらいだよ」

　本心だ。今だってこのゾルタンに住む知り合い全員に、ルーティのことを紹介して回りたいと思っている。ルーティの方の事情もまだ把握しきれていないし、どういう形でルーティを紹介すればいいかも分からないから今は保留ではあるが。

「私は自慢の妹かな」

　ルーティが小さな声で言った。それは口の中で呟つぶやくような小さな声だったが、他ならぬルーティの声であれば、俺が聞き逃すはずがない。

「ルーティは可愛かわいくて優しくて真っ直すぐだ。自慢の妹だよ」

　俺ははっきりと言い切った。

　ルーティは、俺にしか分からないくらいに顔を赤くする。照れているのだ。

　そこがまた可愛い。

「よし、じゃあ案内の続きをしようか。次は市場を見に行こうか」

「うん」

　ルーティが手を差し出した。この感じ、懐かしいな。俺はその手を取る。

　手をつなぎながら、俺達はゾルタンの下町を２人で歩いていった。
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　繫つないだ手からお兄ちゃんの体温が私の手に伝わってくる。

　今、私の身体を引っ張っているのは『勇者』なんかではなく、お兄ちゃんの腕だ。

　それがたまらなく嬉しい。

「お兄ちゃん」

「ん、どうした？」

「なんでもない」

　お兄ちゃんは私の他た愛わいもない言葉にクスリと笑う。その表情が、私が手に入れたどんな財宝よりも愛いとおしい。

　あぁ幸せだな……。

　もし１つ願いが叶かなうのならば、どうかいつまでも今日という日が続きますように。

　でも私に『勇者』の加護を押し付けたのは神様だから……私の願いは誰に届ければいいのだろう？

　思いつかなかったので、私はその願いをそっと心の奥へと仕し舞まい込んだのだった。
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　夜。

　夕食を４人で食べ、ルーティは無表情のまま全身で楽しいという気持ちを表していた。

「そういえば、お風呂があるんだよ。宿に戻る前に入っていくか？」

「お風呂、うん入る」

[image: ]

　旅をしていると、どうしてもお風呂に入れる機会というのは少なくなる。

　清潔感は大切なため、身体はしっかりと洗って拭くのだが、大抵の場合は水みず桶おけとタオルでという形だ。

　故郷の村では、大きな古い鐘かねをひっくり返してお風呂代わりにしていた。

　大きなといっても小さな子ども１人が入れる程度の大きさだ。

　大人は身体を水で洗うだけで、お風呂には入れなかった。

　風呂を日常的に利用していると病気にかかりにくくなるというのが俺の故郷の地方ではよく信じられていて、病気に弱い子供だけでも風呂に入れるようにと村の鋳物屋が古くなって処分された教会の鐘を修理し寄付したものだという。

　そのため俺もルーティも幼い頃は３日に１回くらいの頻度でお風呂に入りにいった。

「お風呂、昔は一緒に入ったね」

　同じことを思い出していたのか、ルーティが懐かしそうに言った。

　あのお風呂は鐘を直接火にかけて水を温めていた。

　もちろん底はとても熱くなるので、木でできたすのこを浮かべていて、入るときはその上に乗ってすのこを沈めて底に触れないように注意していた。

　大人が１人ついているし、小さい子は親がお風呂に入るのを手伝っていたが、俺達の場合は両方ともしっかりしていたので、ルーティが２歳くらいから、俺がルーティを抱えてお風呂に入っていた。

　ルーティは小さな手で俺にしがみつき、一緒に湯船に浸つかると、「この子は泣かず騒がず笑わない」と親から言われていたルーティが、はふっと表情をとろけさせるのだ。

　それが可愛くて、２人でお風呂に物理的に入れなくなるギリギリまで一緒にお風呂に入っていた。ルーティも嫌がってはいなかった……と信じたい。

「今日は一緒に入らないの？」

　良かった、嫌がってはなかったようだ。

「いやまぁ、さすがにこの歳で一緒に入るのは駄目だ」

「そう」

　ルーティは本気で残念がっているように見える。うーん、兄妹なら入っても大丈夫……じゃないよなやっぱり。

「じゃあリットと入りたい」

「え？」

　椅子にゆったりと腰掛け、俺達たちの話を聞いていたリットが驚いて声を上げた。

「駄目？」

「……そうね、うん、いいわよ。私もルーティとゆっくりお話ししたかったし」

　リットは微笑ほほえんでそう言った。ルーティは少しだけ笑って頷うなずいている。

　確かにルーティとリットは今のところあまり会話がない。

　リットは一度闘技場でルーティにやっつけられたことがあったし、やはり苦手意識があるのかもしれない。

　ルーティはもともとが口数が少ない方だから話しかけられないと、あまり話さない。

　確かに良い機会かもしれないな。

「そうか、じゃあお湯の準備してくるよ」

「え？」

　次に声をあげたのはティセだ。両手をせわしなく動かした後、

「私も一緒に入っていいですか？」

　と言ってきた。

　３人だと狭そうだけど、それなら併設してある１人用の小型浴槽にもお湯を張るか。

「じゃあ準備するから、適当にくつろいでて」

　俺がそう言って立ち上がろうとした時、なぜかティセは目を閉じ覚悟完了したような表情を浮かべていた。
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　洋上。快速帆船シルフィード。その一等客室。

　かつてゾルタンに悪魔の加護を巡る騒動を引き起こし、そしてレッドと戦い右手を斬り落とされて敗北したアルベールは、力なくベッドに横たわっていた。

　アルベールの頭はズキズキと痛み、不快な倦けん怠たい感かんが全身を押さえつけているようだった。

　だがそれでもアルベールは、今の状況を最悪だとは思っていない。それどころか心の中では満足感すら覚えていたと言ってもいいだろう。

　アルベールの横たわるベッドの傍らには『賢者』アレスがいた。

「ふ、ふふっ、一体どのような使命を果たそうとしているのかは分かりませんが、この賢者アレスなくして魔王討伐はありえないのですよルーティ！」

　アレスは連日に亘わたる高度な魔法の使用で消耗しながらも、血走った目をギラギラと輝かせながら両手を広げて叫ぶ。

　テオドラは、青白い顔をしてベッドに横たわるアルベールに治療魔法をかけた。生命エネルギーの力ある輝きにアルベールは目を細める。

　ゾルタンではこれほどの治療の魔法を使える者はいなかった。かつてパーティーを組んでいた『僧そう侶りよ』のリーアはもちろん、ゾルタンの聖方教会トップであるシエン司教でも遠く及ばないだろう。

　だがそれほどの魔法であっても、毎日のように血を抜かれ続けているアルベールを、完全に治癒することはできない。

　ルーティとティセが飛空艇で去った後、アレス、テオドラ、そしてコントラクトデーモンに連れてこられた茫ぼう然ぜん自じ失しつのアルベール、彼ら３人は、置いていかれた場所から動くこと無く数日間野営を続け、無為な時間を過ごしていた。

　アルベールは、彼らが『勇者』のパーティーだと聞いて、夢にまで見た場所に来たことへの興奮と、それ以上に『ザ・チャンピオン』などではなく薄汚い犯罪者としてたどり着いた自分を恥じ、絶望していた。

　だが……今は違った。

　アレスの足元の床には血が飛び散っている、アルベールの腕から抜き取った血だ。

　アルベールの腕には、魔法で傷を塞いだ上からまた傷つけるということを何度も繰り返したためにできた、歪いびつな傷痕が走っている。

　アレスが精神を集中すると、血がうごめいて模様のようなものを描き、一方向を指し示した。

「やはり間違いない！　ルーティは世界の果ての壁の方向にいる！」

　アレスの叫びが船室に響いた。『勇者』という単語に、アルベールの弱った心臓がドクンと高鳴る。だが、アレスやアルベールの興奮とは裏腹に、テオドラの表情は冷ややかだ。

「もし世界の果ての壁の向こうに行ったのなら厄介だ。世界の果ての壁は海路で迂う回かいするとしても、補給のままならない航海になる。途中で大型のキャラック船か軍船のガレオン船でも借りなければならんな。飛空艇の無い我々には追いつけない旅になるぞ」

　アレスは答えるつもりは無いようで、飛び散ったアルベールの血を見て笑っている。

「この血にはコントラクトデーモンの契約の力が残っている！　勇者の下へ向かいたいといった契約が！　この血は勇者ルーティの方向を指し示す力があるのです！　その奇跡を引き出せば！　私はまだ勇者に追いつける！」

「分からんな」

　テオドラは叫ぶアレスを冷めた目で眺めながらつぶやいた。

　アレスはギョロリと振り返り、テオドラを睨にらみつける。Ｂランク冒険者であったアルベールも背筋に冷たいものが走るほど殺気に満ちた目だった。

「何がです？」

「勇者殿は自分の意志で我々を置いていったのだ。こうして後を追う意味がどこにある？」

「魔王を倒すためにはこの賢者アレスの力が必要なのですよ！　世界を救う為に、私は最善を尽くしているだけです。あなたこそ、なぜここにいるのですか？　追う意味が無いなら逃げれば良かったじゃないですか」

「お前１人だとこのアルベールを殺していたからだ」

　アレスは顔を歪ゆがませると、テオドラのところに大足で歩み寄り胸ぐらを摑つかんだ。

「私は治療魔法も使える！　お前と同等以上にだ！　お前がやりたいと言っているから任せているだけだということを忘れるな！」

「違うぞアレス」

　テオドラは憐あわれむような表情を見せた。

　それがますますアレスを苛いら立だたせているようだった。

「人を癒やすスキルがあるだけじゃ駄目なのだ。傷ついた人に寄り添い、その痛みを知り癒やすことができる者でなければ、人を治癒するという行為はできない」

「はっ！　くだらない！　意味がわからない！　そのような曖昧な理論で私を煙に巻くつもりですか!?」

　今のアレスには何を言っても伝わらないだろう。そう判断してテオドラは力なく首を横に振ると、そっと胸ぐらを摑んでいるアレスの手を外した。

「これが人の命が関わっていることでなければ痛い目を見ることで憶えるのもいいのだろうが……ともかくアルベールの治癒と健康管理は私にまかせておいてくれ。お前が勇者殿を見つけるまで、必ず生かしてやる」

「その程度で恩に着せられても困りますがね」

「恩になど着せていない。私は聖職者の端くれとして、そして世界を救う勇者殿の仲間であった者としてやるべきことをやっているだけだ。誰かに命令されたわけでも、恩に着せるためや、感謝されるために戦ってきたのではない。自分が世界を救いたいと思ったから戦ってきた。少なくとも私はそうだ」

　アレスは凄すさまじい表情でテオドラを睨みつけると、もう一緒にいたくもないとでも言うかのように荒々しく部屋を出ていった。

　テオドラは床に飛び散った血を見て、いつものように後片付けのためバケツに水を汲くみに行こうとする。

「手伝いましょうか……？」

　アルベールの言葉にテオドラは少し驚いた表情を見せ、アルベールの側へと戻った。

「気にするな、ゆっくり休むといい」

「……俺、皆さんの役に立っていますか？」

　アルベールは力のない、しかし悪意の無い純粋な目でテオドラを見つめる。

「それは分からない。だがお前のおかげで私達は勇者殿へと近づいている。これから何が起こるにしても、我々はその時、誰かに選択を任せず自分の意志で結果を選べるようになる。それはアルベール、お前がいなければできなかったことだ。感謝する」

「そうですか……」

　アルベールの口元に穏やかな笑みが浮かんだ。

　これから向かうところは世界の果ての壁。それも南側の海路……ゾルタンに近い。

　ズキリと失った右手が痛んだ。

「次の停泊地は交易都市ラーク。そこで義手を買おう」

　アルベールの様子を見て、テオドラが言った。

「ラークは群島諸王国との交易で栄えている町だ、『錬金術師』による義手もあるだろう。剣は握れなくとも動かせる右手があれば痛みも減ると思う」

「でもそれで行程が遅れるのは……」

「気にするな。お前がいなければ私達は勇者殿の行方をたどれなかったんだ。それくらい待つ」

　テオドラはそう言って微笑ほほえむ。

　アルベールは手首の先から消失した自分の右手を見つめた。

「この腕を斬った男は、不思議なやつでした」

　アルベールは銅の剣を佩はいたＤランク冒険者の姿を思い出す。

　強かった、自分とどれくらい差があったのか分からない程に。

「あれだけの力を持ちながら、なぜあいつは英雄にならなかったのでしょう」

　別に答えを期待したわけではなかった。アルベールの言葉はつぶやくようで、自分に問いかけるためのものだった。

　だがテオドラは、真剣な顔をしてアルベールを見た。

「人は『加護』にふさわしい生き方を目指さなければならない」

「聖方教会の教えですね」

『加護』は至高神デミスから与えられるもの。そして、力のある『加護』を持つ者には、ふさわしい役割が求められる。

『クルセイダー』にして、聖地ラストウォール大聖砦の聖職者であったテオドラならそう答えるのが正解だろう。そうアルベールは納得しそうになる。

　しかしテオドラは首を横に振った。

「だが『加護』は人ではない」

「え？」

「人には意思がある。己の成したい人生、夢、未来……英雄になれるだけの『加護』を持っているからといって、英雄として生きなければならないのだろうか？　他の道を選ぶことは許されないのだろうか？」

「でもそれが神様の望んでいらっしゃることなのでは」

「ならばなぜ神は人に意思を与えたのだ。『加護』の役割を果たすことがすべてだと言うのなら、我々に意思など必要ないのではないか？」

「その……わかりません」

　アルベールは神学者ではないし、それほど熱心な信徒というわけでもなかった。聖職者であるテオドラと神学問答などできるはずもない。

「済まない。私も答えを探しているところなのだ」

「テオドラ様でも迷うのですか？」

「勇者殿に置いていかれたのだ。これで迷わないほど私は悟ってはいないよ」

　テオドラは苦笑した。

「お前の手を斬った男、名前はなんと？」

「レッドと名乗っていました」

「レッドか……会ってみたいものだな」

　テオドラはそうつぶやくように言うと、床の血を掃除するためのバケツやブラシを取りに船室を出ていった。

　アルベールはその背中を見送ると目をつぶる。

　やはり体力が落ちているようで、アルベールの意識はすぐに眠りの中へと落ちていった。
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　ぴちゃんと音がした。天井から水滴が１つ落ちた音だ。

　広がる波紋をじっと見つめながら、私は温かいお風呂に入っているはずなのに寒気がするような気がしていた。

　私はティセ。

　アサシンの加護を持つ、勇者ルーティ様の友達だ。

　現在、私はお風呂に入っている。何を隠そう私は暗殺者仲間からは、「浴場レビューアー・ティセ」と呼ばれているお風呂好きだ。

　私が様々な都市の公衆浴場や、温泉地、宿場街の浴場施設など仕事の合間に記録したレビュー帳は、今では暗殺者ギルドのメンバーが遠出する計画を立てるときの必携の書として重宝されている。荒すさんだ暗殺稼業には潤いが必要なのだ。

　まぁ裸になる浴場というのは暗殺者の仕事において絶好の時間でもあるので、武器の保管位置、逃走経路などお仕事の目的にも使えるちゃんとした本なのだ。

　そうした本を書くくらいお風呂好きの私の目からみて、このお風呂は……高得点だ。

　まず、家庭用だというのに浴槽が２つあるのがポイントが高い。

　私が今入っている壺つぼ型のお風呂は、自分の空間を大切にできるものだ。

　社会というのはコミュニケーションを要求する世界だ。暗殺者といえども例外ではない。むしろ、毎回違う自分を演じながら都市に潜入したりする暗殺者こそ、コミュニケーションのストレスにさらされる職業なのだ。

　いつ何時たりとも気軽に喋しやべることなど許されない。自分が何を話そうとしているのか、それによってどのような影響があるのかを常に意識し、コミュニケーションをコントロールしなくてはならない。それはとても疲れる。

　暗殺者の中には、殺しの腕は確かなのに、コミュニケーション能力に難があるため、いつまでも出世できない先輩が沢山いた。

　私は師匠から仮面の被り方を叩たたき込まれたため、どんな人物にでもなりきることができる。だけど別に自分を偽ることを好んでいるわけじゃないのだ。

　つまるところ、私はこうして自分専用の湯船に浸つかり、壺という空間の中をティセ・ガーランドという自分で満たすことに幸福感を覚えている。

　パイプで温めているというのもいい。

　外で風呂を焚たいている人間がいると、どうしてもその人のことを気にしてしまう。

　だがこのお風呂では少し外に出てバルブを調整するだけでお湯の温度を変えられるのだ。

「☆を４つ。惜しむらくはこのお風呂結構深くて私が座ると口までお湯が来てしまうこと」

　私の言葉はブクブクとした音となって、誰にも伝わらなかった。

　私の身長は小さい。強力なパワーよりも背後から急所に鋭い一突きをいれる戦い方をする私にとって、小さい体は有利なのだが、私生活では不便なことも多かった。

　うげうげさんは浴場の湿気に惹ひかれた虫を捕まえて食事中だ。

　前足でしっかりと餌を抱きかかえ、美お味いしそうに食べているその姿を見ているとほっこりする。はぁ、現実逃避はやめて目の前の状況を直視しよう。

　いや別に何か問題が起きているわけではない。

　１つの湯船に勇者ルーティ様とリットさんが入っているだけだ。

　これまで私は間近でルーティ様を見てきて思ったのだが……ルーティ様は兄のギデオンさんのことが好きだ。それもベタ惚ぼれレベルで。

　だがギデオンさんとリットさんは相思相愛。ひと目見ただけでラブラブだと分かる。

　そしてギデオンさんにとってルーティ様は最愛の妹に過ぎない。リットさんへの好きとは種類が違うと思う。

「いいお風呂でしょ？」

「うん」

　向かい合って話す２人の会話は弾まない。

　さっきからルーティ様はじっとリットさんから視線をそらさず、リットさんに言葉短く応じていた。よくリットさんはあの状況に耐えられるものだ。

　たとえルーティ様に悪意が無くとも、『勇者』と正面から向かい合うなど、並の胆力では耐えられなそうなのに。

　ルーティ様の友達になった私も、正面よりも隣にいる方がずっと楽だ。

　それに今のルーティ様が、リットさんに一切悪意がないとは言い切れない気がする。

　万が一にでも間違いが起こらないように、一応念のため私もこうして一緒にお風呂に入っているのだ。

「リット」

　ついにルーティ様から声をかけた！

　私はドキドキしながら、いつでも飛び出せるよう身構える。

　あくまで念のためにだ！

「なに？」

「リットはもうお兄ちゃんと一緒にお風呂に入ったの？」

　いきなりツッコんできた！　怖い！

「ええ入ったわよ」

　容赦なく切り返した！　怖い！

　２人の間に不穏な空気が漂っている気配はない。

　ないのだが、恋というのは人を殺す動機になりえると、暗殺者として人が人の死を望む状況を嫌というほど見てきた私にはよく分かっている。

「私も入った。ずっと昔のことだけど」

「レッド……ギデオンの小さい頃ってどんなだったの？」

「今と変わらない」

「成長してないってこと？」

「違う。お兄ちゃんはいつだってカッコよかった」

　ルーティ様は少し目を伏せた。

　よく見ると、頰ほおを赤く染めている。

「私、昔は弱かった」

「本当？　今のルーティを見たら信じられないわね」

「本当。私の最初の戦いは、村を襲ったオーク軽騎兵ハサーということになっているけど、違う。最初は、近くの山で迷子になった子供を探しに行った時」

「迷子の子供？」

「私は５歳だった。私だって小さな子供だった。でも私は勇者だから無視できない」

「加護の衝動ね……」

　リットさんは真剣な顔をしてそうつぶやいた。

　加護の衝動はこの世界に生きる人々共通の悩みだろう。

　加護の望む人生を送るか、それとも加護に逆らい自分の人生を送るか。

　多くの人は加護の望む人生を送る。衝動に逆らい続けるのは辛いことだし、加護の望む人生を送るためのスキルを加護は与えてくれるからだ。

　だがそれが本人の望む人生とは限らない。

　私がそんなことを考えているうちに、ルーティ様は、勇者の最初の冒険について、いつになく饒じよう舌ぜつに語り始めていた。
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　初春のあの日、私の友達でもなんでもなかったある女の子が、冬眠から這はい出た空腹の動物達が餌を求めて歩き回る山に行って迷子になった。

　お兄ちゃんはその日、どこかへ出かけていた。私は他に頼れる人も無かった。

　父さんも母さんも、この時季の山に入れるほど強くはない。

　危険と分かっていても、私が行かなければならないと、『勇者』が私を追い立てた。

　山にはまだ僅かに白い雪が残っていた。川の音がゴウゴウと聞こえているのは雪解け水のせいだろう。

　５歳の私にとっては、モンスターだけでなく動物でさえも致命的な相手だ。

　手にしているのは頼りないナイフ１本。

　夕闇が迫る中、私はあの子の名を叫びながら、同時に山の脅威に囲まれないよう移動し続けていた。

　気配を感じて振り返れば、大きな狼おおかみが値踏みするように私のことを見つめていた。

　だが私のような小さな獲物を食べようとは思わなかったのか、興味なさそうに視線を外すと森の闇の中へと消えていった。

　普通の子供なら鉄の勇気も溶かされ、悲鳴をあげて逃げ出していただろう、それが自然。だけど私は恐怖を感じない。

　ただ脅威が去ったと認識し、この危険な冒険を続ける他なかった。

　辺りがすっかり暗くなった頃、ようやく私はその子を見つけた。

　帰り道が分からなくなったその子は、暖かそうな洞穴を見つけ、その中で泣いていたらしい。近くの木には大きな獣の爪痕があり、洞穴からは強烈な獣臭がしている。

　もし知覚スキルがあるのなら、奥に潜む巨大な存在に気がついたことだろう。

　すでにこの子は魔獣アウルベアに餌とみなされていた。

　アウルベアは山の食物連鎖の頂点に立つ。さきほどの狼だってアウルベアからは逃げ出すだろう。すぐに食べられるはずのその子を殺さないのは、どこかで食事を終えていたからだと思う。

　今殺さないのは、人間の子供が簡単に死んでしまうことを知っているからだ。できるだけ新鮮な状態で食べるために放置している。

　私は『勇者』の加護を持っているといってもあの時の加護レベルは１、身体は子供だった。相手は加護レベル15程度はないと倒せないと言われるアウルベア、実力差は明らかだった。でも見捨てるということもできない。これが『勇者』の加護の欠陥だろう。

　加護は死を恐怖せず、生存よりも『勇者』であることを優先する。

　それに、そもそも、そんなことを考えるまでもなかった。

「ルーティ!!」

　私の姿を見つけたその子は、大声で私の名前を叫び、泣きながら駆け寄り、新しい餌が来たことを洞穴の中のアウルベアに伝えたのだから。

「グオオオオオオ!!!!」

　唸うなり声をあげてアウルベアが飛び出してきた。

　私はナイフを抜いて逆手に構える。勝ち目は薄氷よりも薄い。だが勝てなければ死ぬだけだ……チャンスは一度。走ってきたアウルベアは私目掛けてその爪を振り下ろした。あまりに速い、避けることは不可能だ。

　だから、私は左手を自分の胸に当て、その一瞬を待つ。

　そして私の身体をアウルベアの爪が引き裂いた。

「癒いやしの手」

　だが引き裂かれたはずの私は無傷。

〝癒しの手〟の力をありったけ使い、引き裂かれた瞬間に自分の身体を治療したのだ。

　攻撃したはずの相手が無傷であったことは、アウルベアにとっても予想外だったろう。

　虚を衝いた私は、逆手に持ったナイフをアウルベアの左目に叩きつけるように突き立てた。アウルベアは痛みで咆ほう哮こうをあげる。

（浅い……）

　全力でナイフを突き刺したにもかかわらず、私のナイフは眼球を貫いただけだった。

　深い傷だ、この傷が原因でいずれアウルベアは倒れることになるかもしれない。

　だがこの場で行動不能になるほどの致命傷を与えるためには、刃が脳まで達する必要があった。

　ドンと音がして、私の身体がアウルベアの振り回した腕に殴られ宙を飛んだ。

　当たったのは爪ではなかったので、即死は免れた。だがそれだけだった。

　私の身体はゴロゴロと地面を転がり、ようやく止まる。必死にナイフを構えようとするが、私の腕はぶらんと力なく揺れた……骨が折れていた。

　最善は尽くした。仕方のないことだ。

　加護もそれを認めているのか、立ち上がって死ねとまでは主張しなかった。慈悲深くも最後は横たわったまま死ぬことを許してくれるらしい。

　どうせ生きていても、親しくもない人のためにこうして痛い思いをするんだ。

　どうせ生きていても、痛い思いをして気味の悪い子供だと陰口を言われるんだ。

　どうせ生きていても、気味の悪い子供だと馬鹿にしてきた相手から都合の良いときだけ助けを求められるんだ。

　もう十分だ。生まれてきてから５年。

　物心がついてからならもっと短い。

　だけどそれは、まだ絶望耐性を持っていなかった頃の私にとって、人生に絶望するのに十分過ぎるほどの時間だった。

　でも……１人だけ。１人だけ、私に助けを求めない人がいた。

　私が助けて欲しいときはいつだって助けてくれる人がいた。

　私を可愛かわいい妹だと愛してくれる人がいた。

　他のすべてなら捨てたって惜しくない。親も、故郷も、世界でさえも。

　でも、お兄ちゃんに会えなくなるのだけは……嫌だ。

　そう思った時、その言葉が思考になるより早く、自然に口から出た。

「お兄ちゃん助けて!!」

　白刃が雷光の如く走った。

　目を貫かれ死角となったアウルベアの左から突き出された剣は、分厚い筋肉の鎧よろいを貫いて心臓を破壊し、７００キロもある巨体を一太刀で絶命させていた。

「ルーティ！　大丈夫か！　こんな大おお怪け我がをして!!」

　その人は、アウルベアを倒したことを誇ることもせず、その偉業を一いち瞥べつすることすらなく、怪我をした私の身体を見て……涙を流していた。

「ごめんな、遅くなって、本当にごめんな……」

「大丈夫、お兄ちゃんが助けてくれたから」

　だけど私は痛みなんて気にならなかった。

　目の前にいるその人が、私が苦しい時にいつでも側にいてくれるのだから。そして私のために涙を流してくれるのだから。

　痛いことよりも何よりも、それが私には嬉しかった。
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　話し終えたルーティ様は、じっと天井を見上げていた。

　頰が赤いのはお風呂にのぼせたからではないだろう。

「ルーティもそうだったんだ」

　リットさんも天井を見ていた。記憶を思い出そうとしているようだ。

「シサンダンに、師匠も、私を信じて協力してくれた近この衛え兵へい団の人達や冒険者達も殺されて、私は絶望していた。私の国は私達自身で守るって、あなた達に啖たん呵か切ったのにね。私はあの時、私なんて生まれてこなければ良かったんじゃないかって思ってた。私のせいでこうなったんだって」

「そう」

「そんな時にレッドが助けてくれた。私のためにルーティ達が到着するより早くシサンダンの前に飛び出し戦ってくれた。後悔するより仇かたきを討てって励ましてくれた」

　ロガーヴィア公国での戦いの話だろう。リットさんは目をつぶり光景を思い出しているようだった。

「ルーティも見てたと思うけど、私は惑わしの森でなんども絶望しそうになったわ。同じところをぐるぐる回っているように思えたし、１週間も森の中を進み続けたもの……もうロガーヴィアは敗北して、みんな殺されちゃったんじゃないかって」

　暗い話をしながらも、リットさんの表情は明るい。

　辛い記憶なのだろうが、多分同時にギデオンさんに出会った記憶でもあるのだ。

「でもレッドがいてくれた。一緒に戦ってくれた。ロガーヴィアを救おうって言ってくれた。太陽の光すら届かない黒い惑わしの森の中で、レッドがいてくれることが嬉しかった。あんな気持ちは初めてだった」

　リットさんは膝を抱えて口元を隠しつつ、笑っていた。

　いやぁ、なるほど、ギデオンさんってそういう人なんだ。

　そんな体験を積み重ねてればそりゃルーティ様もリットさんも、ギデオンさんを好きになっちゃうわけだ。ルーティ様は両手でお湯をすくった。

　手のひらからこぼれ落ちたお湯が、ぱしゃっと音を立てる。

「私は、昔ほどお風呂が気持ちよくない」

「え？」

「お風呂が気持ち良いのは、お風呂に入ることで身体が温まったり、血の巡りがよくなったり、疲れた筋肉が癒いやされるから」

　ルーティ様はまたお湯をすくう。ぱしゃっと音が浴槽に響いた。

「私の身体はあらゆる耐性を持っている。どんな極寒、酷暑でも体温は変化しない。お風呂の温ぬくもりも同じ、私にとってはお湯という情報」

　ぱしゃ。

「病気もしなければ疲れもしない。身体の状態は常に最適」

　ぱしゃ。

「食事もそう。私は空腹にならない。水も必要ない。味は感じるけれど、身体が栄養を必要としていない」

　ぱしゃ。

「私がお風呂を気持ちいいと思うのは、私がお風呂は気持ちいいものだという思い出を持っているから。思い出から感情を再現しているだけ」

　ぱしゃ。

「子供の頃、私はお兄ちゃんが作ってくれた蜂蜜ミルクがとても美お味いしかった。甘くて、優しくて、いくらでも飲めると思った。でも、今日飲んだ蜂蜜ミルクは、味は昔より良くなっているはずなのに、昔ほど美味しく感じなかった。それでも、私にはお兄ちゃんの蜂蜜ミルクが美味しいっていう思い出がある」

　そうか……問題をこじらせているのはそういうことだったのか。

　ルーティ様は人類最強だ。

　私やアレス様、ダナン様やテオドラ様、それにギデオンさんも人類の最高峰に位置するほど強いだろう。

　でも私達は最強ではない。全員束になっても勇者には勝てない。ルーティ様が誰かに助けられるという体験は二度とできないのだ。

　感情も昔ほど動かない。有害な感情のほとんどをルーティ様は加護によって失っているからだ。だから、ルーティ様は過去に恋をするしかない。

（……ルーティ様にはギデオンさんしかいないのか）

　リットさんもハッとした表情をしたまま何も言えないでいた。

　これが……勇者の加護なのか。人類の希望、神に選ばれた英雄、世界最強の力。

「私、ロガーヴィアでリットと行動してた時、あなたのこと嫌っていたの」

「あの時は私、勇者なんかに任せられるかーって感じだったものね」

　リットさんは苦笑いをした。

「違うの。私は羨ましかった。自由に笑い、自由に怒り、自由に泣く……自由に恋をする。お兄ちゃんと段々距離を縮めていくリットが羨ましくて、羨ましくて……」

　ぽちゃっと小さな音がした。

　ルーティ様の両目から小さな雫しずくがお風呂へと落ちた音だった。

「本当に羨ましくて……だからあなたのことが嫌いだったの。だから、あなたをパーティーに加えるべきだってお兄ちゃんやアレスが言ってたけど、私はあなたに声をかけなかった」

「……ルーティ」

「リット、ティセ……これが私なの」

　ルーティ様は私やリットさんでも分かるほど、はっきりと笑った。

「これが『勇者』ルーティなの……リット、私は『勇者』なんかじゃなく、あなたになりたかった」

　私は間違った。私では駄目だった。必要のない心配をして、本当の問題が何かを分かっていなかった。この場には私ではなくギデオンさんがいなくてはならなかったのだ。

　ギデオンさんだけが、きっとルーティ様を救うことができた。

　ルーティ様の笑顔は、目を背けたくなるほどに悲しそうだった。

　トントンと私の肩を小さな手が叩たたいた。振り向くとそこにはうげうげさんがいる。

「え、違う？」

　うげうげさんは両手を振り上げた。

　もしうげうげさんに声があれば、大声で叫んでいるのだろう。

（何も駄目なことなんてない、ここから始まるんだ!!）

　うげうげさんはそう叫んでいた。そうだ、うげうげさんの言うとおり。

　自分の意思すら自由にできない『勇者』に囚とらわれたお姫様。

　お姫様を助けることができる英雄はギデオンさん。

　ならば私は、英雄を〝導く〟魔法使いか？

　ふと視線を感じた。リットさんが私の方を見ていた。２人の視線が交差する。

　リットさんは強い意志を視線に込めて、小さく頷うなずいた。リットさんも短い間だったが、勇者様と一緒に冒険した仲間だった。英雄を導く魔法使いは２人と１匹だ。

　物語の配役はこんなところだろう。囚われたお姫様が苦悩する展開はもう十分やった。

　ならば次は私が英雄を導き、そして英雄はお姫様を捕らえている悪いドラゴンと戦い、お姫様を救い出す。私にはどうすればルーティ様を救えるのか分からない。

　だけど、私とうげうげさんはルーティ様の友達だ。

　だからゴールが見えなくたって、ここから始めるんだ！

　勇者様が救われて、みんなで笑える物語を！
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　ここから現実──
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「ギデオン殿！　助けてくれ！」

　キッファ王子が陛下をかばいながら俺に向かって叫ぶ。

　ホールに飛び込んできたフライングデーモンに対し、俺は騎士の剣を抜いた。

「暴れられると被害がでるな」

　俺は両腕に力を込めて走った。その隣をルーティも並走する。

「一撃で決める、同時に仕掛けるぞ」

「分かった」

　俺達は左右同時に剣を振るう。俺達とデーモンが交差した。

「グアアア[image: ]」

　十字に引き裂かれ、デーモンは倒れる。

[image: ]

「今のデーモン、かなり強いぞ。レベル35くらいはあるんじゃないか？」

　もし、俺が騎士となって鍛えてなかったら危なかったかもしれない。

「おおお!!　さすが人類希望の双翼！　勇者ルーティと騎士ギデオン！」

　デーモンの乱入により恐怖で静まり返っていたホールが、喜びの歓声で爆発した。

「大丈夫ですか！」

　アレスが扉を開けて飛び込んできたときには、俺達はアヴァロニアの貴族達に囲まれ、それどころではなかった。

　面倒臭そうな表情を浮かべ、貴族に対していい加減な対応を始めたルーティに苦笑しながら、俺は必死にフォローする。

　遠くでアレスが舌打ちをしたような気がしたが、その時の俺はアレスのことを気にしている余裕はなかったのだった。







[image: 第四章　英雄達はゾルタンに集う]




　翌日。

　ティセとうげうげさんは再び俺の店へとやってきた。

　昨日のお風呂であった話は、ルーティから聞いている。

「ありがとう」

　正面に座ったティセとうげうげさんに対し、俺はまず頭を下げた。

「お礼は必要ありません。ルーティ様は、私にとっても友達なんです」

「俺がお礼を言いたいのはそこだよ。ルーティの友達になってくれてありがとう」

　ルーティはいつだって孤立していた。

『勇者』の加護の与えるスキルは、周りのものに強い勇気を与える。

　だが同時に、『勇者』が自分達とは遠い存在であるという畏怖も与えてしまう。

　仲間達でさえ、ルーティに対して一線を引いていた。ルーティと常に一緒にいられたのは俺だけだったのだ。

　俺がいた場所にアレスのやつが入れたと勘違いしたときは、ルーティにはもう俺は必要ないのかと思い悲しかったが、同時に俺以外にもルーティと気軽に話すことができる仲間ができたのではと嬉しくも思った……結局間違いだったのだが。

　それが今ではティセとうげうげさんという頼もしい友人ができていた。

　これほど嬉うれしいことは無い。

「本当ならばルーティ様がギデオンさん……私もレッドさんと呼びますね。レッドさんに伝えるべきなのでしょうが、今はそれも難しい状況ですので」

「分かってる。大丈夫だ」

　ルーティの様子がおかしいことは、俺もリットも気がついている。

　ルーティはあれほど表情豊かに笑ったり泣いたりはこれまでできなかった。

　それになにより、このゾルタンで暮らすなんてことは本来、『勇者』の衝動によって言えないはずなのだ。

「お２人を信用して、私の知る限りの情報を話します」

　ティセは簡潔に、自分が見聞きしてきたことを俺達に伝えてくれた。

　俺はゾルタンで起こった事件が遠く離れたルーティへと影響を及ぼしたことに驚きを隠せない。ゾルタンは魔王軍との戦いとは関係のない辺境のはずなのに。

「まさかあのコントラクトデーモンがルーティに接触していたとは」

　ティセもコントラクトデーモンがルーティに一体何を話したのかまでは分からない。

　コントラクトデーモンを捕らえたルーティは、自分１人でコントラクトデーモンの尋問を行っている。

「そこで悪魔の加護の効果と調合レシピを知ったのか」

「ねぇ、レッドがアデミに使った薬をルーティに使わせるわけにはいかないの？」

「ダメだ、あれはルーティには効果がない」

　俺がアデミに飲ませた加護の衝動を抑える薬は、加護にとっては毒として扱われる。

　なので毒に対する完全耐性を持つルーティには効果がない。

　あの薬について調べていたのも、一時的にでもルーティが加護の重圧から解放されることができるようにという理由だったのだが、あの薬では不可能だった。

「このまま悪魔の加護を服用して勇者の加護を抑えた場合どうなると思います？」

　ティセが考え込みながらたずねた。そのまま服用を続けた場合か……俺の脳裏に、苦しむ中毒患者の姿がルーティと重なった。

「悪魔の加護がどのような原理なのか、俺も詳しく知らないから分からないが、『勇者』の加護の耐性が残っているうちは大丈夫だと思う。だが悪魔の加護は生来の加護のレベルを下げる効果があるはずだ」

「完全耐性を失うレベルまで下がると中毒症状が現れるということですか」

「その可能性が高いと思う」

　悪魔の加護の中毒症状については、ニューマンのところで何回か患者を診ている。

　依存性が高く、過剰摂取した場合、激しい頭痛、心肺機能の麻ま痺ひなどの症状が現れる。ただ、こうした症状が見られたのは、加護レベルが低かった者達だけだ。

　悪魔の加護も通常の麻薬と同じように、過剰摂取により身体機能に異状がでるのだが、十分な加護レベルがある場合、薬による身体機能への影響より加護のもたらす活力と回復力の方が高くなる。

　悪魔の加護の場合は加護のレベルが減少するため、話がややこしくなるが、それも下がった分だけアックスデーモンの加護が高くなり同じように中毒症状に耐えてしまえる。依存性とアックスデーモンの加護が優位になったことによる殺さつ戮りく衝動以外は、ルーティの場合なら問題にならないだろう。

「いや待てよ」

「どうしたの？」

　俺の表情が変わったのを見て、リットが不安そうに言う。

「俺は調合レシピまでは調べてなかったけれど、たしかデーモンの心臓が素材に必要なはずだが」

「確かに手に入りにくいものだけど、ルーティなら簡単じゃない？」

　ルーティの強さなら、魔王軍の野営地を襲撃して何十というデーモンの心臓を手に入れることができるだろう。

　だが、ここはゾルタン。魔王軍との前線からは遠く離れた辺境だ。

「ルーティ様が作ろうとしている薬にはデーモンの心臓は必要ないそうですよ」

　ティセが付け加えた。どういうことだ？　確か悪魔の加護はデーモンの加護を増やすことで生来の加護の衝動を抑える薬だろ？

「その肝心のデーモンがいないのならば、どうやって加護の衝動を抑えているんだ？」

　この疑問を前に３人共、黙ってしまった。

　俺達は全員、冒険者や暗殺者として、ある程度は薬に関する知識を持っている。

　薬を作るのは俺だけだが、リットもティセも薬を利用する側として、並の薬屋よりは詳しい知識を得ていた。そうした知識を身に着けてこなければ、戦いの中で倒れていただろう。だからこそ、ルーティの飲んでいる薬の矛盾がただごとではないことに気がついた。

「どういうことだ？　あの薬を作ったのはデーモンなんだぞ。同族を殺して素材にしていたのに、それが必要ないなんてことがあるのか？」

「不自然ですね。すみません、私ももっと注意するべきでした」

　だがティセがその時に気がつかないのも無理はない。

　なぜならばティセは俺の家に来るまで、魔王討伐のために悪魔の加護が必要なのだと認識していたからだ。

　悪魔の加護によって勇者の加護の衝動を抑えるのが目的だとは知らなかった。

「……ティセは、アレスの依頼で勇者パーティーに同行した暗殺者だったよな。良かったのか？」

「ルーティ様と同行するのは依頼通りですので」

　ティセは勇者ルーティが魔王討伐を止めるという可能性について、思うところはないようだ。魔王討伐を目的としていないティセからすると大した問題ではないのかもしれない。

　いやそれより、このティセという少女は俺が思っているよりもずっと、ルーティの友達なのだ。気を抜けば涙が出そうだった。だが今は話し合いの最中、俺は心の中でもう一度お礼を言うにとどめた。

「私も、何百万、何千万って人々が暮らすこの世界の命運を、たった１人の勇者に背負わせるなんて間違っていると思う」

　リットが言った。それはリットが俺達に出会った時にも言った言葉だ。

　そう思うからこそ、リットは俺達に反発し、自分の力でロガーヴィアを守ろうとした。

「でも、駄目だったんだよね」

　リットの表情は複雑だ。

　結局ロガーヴィアを救ったのは勇者ルーティだった。ルーティがいなければ、今頃ロガーヴィアは魔王軍に占領された多くの都市と同じように悲惨な運命を辿たどっていただろう。

「ルーティ様が魔王との戦いを続けるにしろ、止めるにしろ、それはルーティ様の意志で選ばれるべきです」

「ティセ……そうよね、世界の命運なんて話の前に、ルーティがどう考えるかだよね」

「そうだな。勇者のパーティーはみんな自分の意志で集まっていた。俺もアレスも王命なんて受けていない。俺はルーティと一緒に戦うために、アレスは失った名家の栄光を取り戻すため。テオドラは自分の武で世界を救うため、そのために聖堂騎士団武術指南役という地位を降りている。ダナンは故郷の町と道場を魔王軍に焼かれた復ふく讐しゆうのための参加だ。ヤランドララは正義感から参加している。全員、命令されたからではなく、自分の意志で参加していた……加護に強制された勇者ルーティ本人を除いてな」

　一緒に戦った仲間達の顔を思い出す。

　他にも一時的な仲間はいた。領主の命令で同行した２人の『戦士』、監視役として同行した王都の聖方教会の『僧侶』。

　だがそういった仲間は最後まで一緒に行くことはなかった。

　どんな権威からの命令であれ、命令のために大陸を蹂じゆう躙りんする魔王軍との戦いに命を賭け続けることは難しい。戦いの中で一生遊んで暮らせるほどの財宝を何度も手に入れることになるのだからなおさらだ。

「その意味では私は仲間ではありませんね。私は暗殺者ギルドの仕事で参加しているので」

「そんなことはない」

　ティセの言葉を俺は即座に否定した。

「ただの仕事なら、ティセは今ここにいないよ。自分の意志だからこそ、こうして俺達と勇者を救うためにはどうすればいいのかを話しているんだろ？」

　ピシッとうげうげさんも腕を上げた。

「そうだね、うげうげさんも私が命令したからここにいるんじゃないよね」

　うげうげさんに微笑ほほえみながらティセは頷うなずいた。

「勇者を救う……実は、前にも俺はその方法を探していたんだ」

　俺の言葉にリットとティセは真剣な表情に戻る。俺は旅の合間に加護の衝動を抑える方法を探していた。アデミに飲ませた薬もその中で見つけた方法であったし、加護に悩むアルへしたアドバイスもそうだ。

　だが『勇者』の加護は最強の力と引き換えに絶大な衝動を与える。

　前にワイルドエルフの集落に潜入した時、長老に相談したこともある。

　その時の言葉は、今もはっきりと憶おぼえている。

『「勇者」の加護の衝動を抑えたいのか、ならば死ぬことだ』

　俺の知る限り、アヴァロン大陸で最も加護に精通しているワイルドエルフでさえ、『勇者』の加護の衝動を抑えるのは不可能だった。

「新しいお茶をいれてくるよ」

　出口の見えない問題だ。時間をかけて意見を出し合っていくしかないだろう。

　だが、かつて俺１人では解決できなかった問題も、今はリットとティセとうげうげさんがいる。きっとルーティを救う方法が見つかると、そう俺は信じている。
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「やはり、その錬金術師に詳しい事を聞くしか無いか」

　俺達たちは色々と話し合ったが、結局のところ悪魔の加護についての知識が足りな過ぎるという結論が出た。

「ゴドウィンも、どれだけ悪魔の加護のことを理解しているかは分からないけれど」

　だが、コントラクトデーモンから直接、悪魔の加護のレシピや効果を教えられた唯一の錬金術師のはずだ。おそらくはこのゾルタンで最も悪魔の加護に詳しい人間になる。

「あの……」

　話の途中でティセが手を挙げた。少し怯おびえているようにも見える。

　一体どうしたんだ？

「ルーティ様がゴドウィンを脱獄させた件、怒らないんですか？」

「あぁ、なんだ、そんなことか」

　なるほど、俺は〝そういうイメージ〟だものな。

「まず、そうだな。ルーティも本心を伝えたみたいだし、俺も伝えておこう」

「本心？」

「まず俺は、そもそもが顔も名前も知らない他人のために命をかけられるようなできた人間じゃない」

「え？　でも勇者のパーティーとして……」

「俺はルーティが勇者だから一緒にいただけだよ。そりゃ友人やこのゾルタンの下町のためくらいになら戦えるけれど、それより遠い人達となると、命のやりとりをできるほどじゃない」

「意外です、バハムート騎士団の副団長は多くのモンスターと戦い沢山の人を救ったと聞いてましたし」

「それはルーティの旅立ちの時に出来る限りレベルをあげようと、強いモンスターがでそうな任務に志願し続けただけだよ。そんなことやってたから気がついたら副団長に昇進してたわけだ」

「そうだったんですか……」

　だがそれが本心だ。

　そうでなければゾルタンに引っ込んでスローライフを目指したりはしない。

「今回の被害は看守と囚人に怪け我が人がでただけだろ。まぁ良いことじゃないんだろうが、俺からどうこう言うってことはないな」

　あっさりとそう言った俺が、ティセにとっては心底意外だったようだ。

「私も城から飛び出して冒険者とか用心棒とかやってた不良姫だったから」

　リットも苦笑いしている。

　リットの場合は郷土愛はあるが、法を守らなければならないというスタンスではない。

　俺達２人にとって、ルーティの起こした脱獄騒ぎは、特に[image: ]るようなことではなかった。

「それ、機会があったらルーティ様にも伝えてあげてください。ルーティ様、多分レッドさんにバレるの怖がっていますので」

「分かった」

　ティセの言葉に、俺達は微笑しながら頷いた。

　ルーティは本当にいい友達を持ったようだ。

「とにかく、今後の方針を決めるにしてもゴドウィンから話を聞かないといけないな。場所は薬草を採りに行く山のエルフの遺跡か」

「中に入るためのシステムはルーティ様が破壊してしまいまして、地下に１００メートルほどジャンプしないといけません」

「相変わらずルーティは荒っぽいな」

　他に侵入者がでないようにだろう。

　ルーティはエレベータを破壊してしまったようだ。俺は軽業マスタリースキルのスローフォールで降りられるし、リットは俺が抱えても、リットの精霊魔法でなんとかしてもいい。ティセも何も言わないところを見るに、自分で降りる方法があるようだ。

「そこはお互い問題無さそうだ」

「ええ」

　方針は決まった。今はルーティも遺跡にいるはずだし丁度いい。

「それじゃあ店は休みにして遺跡に向かうか」

　俺は早速立ち上がった。

「あ、待って」

　だが、リットが思い出したように声を上げる。

「どうした？」

「今日は交易船が到着する日じゃない。悪魔の加護を調べるための錬金道具も買っていこうかなって」

「それはゴドウィンも言っていました。道具が足りないって。ゾルタンで購入できるものは揃そろえたんですが、品揃え良くないですからね」

「とはいえここは交易船の終点だからなぁ、果たして残っているか」

　ゾルタンは辺境。

　西からやってきた交易船は、ゾルタンでＵターンしてもとの交易路に戻っていく。

　ただゾルタンで交易するのはあまり利益があがらないため、ここまでくるのは運航に費用のかからない小型船くらいだ。目当ての道具があるかどうかは分からない。

「それでも交易船が来るのは月に１～２回だから、今日のうちに覗のぞいてみた方が良いんじゃない？」

「それもそうだな、じゃあ俺は馬や走竜ライデイングドレイク使うより自分で走ったほうが速いから、港の方は俺が見ておくよ」

「分かりました、ゴドウィンが言ってた錬金道具についてはメモに書いておきます」

　ティセは腰のアイテムボックスからメモと、銀貨袋を取り出した。

　メモにはアルフィリア濾ろ過か器きなどいくつかの高価な道具の名前が並んでいた。

　これは俺の資産で買うにはかなり厳しい。ありがたくティセの銀貨袋を借りていこう。

「それじゃあ、私達は走竜ライデイングドレイクを借りて先に行くね」

「了解、すぐに追いつくよ」

　俺達は、旅装に着替えると、外に出て店の入り口に『本日臨時休業』の札をかけたのだった。
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　港区はゾルタンの西側に位置し、川に接している。

　地区の名前の通り港の設備があるのだが、河口に近いとはいえここは川であり大型船は入ることができない。基本的には小型の帆船や喫水の浅いガレー船などが利用する。

　といっても、ゾルタンは嵐の通り道であり、夏の季節はそうした船にとって非常に危険だ。こうした条件も、ゾルタンが辺境な理由になっている。

　港には珍しく新しい船が３艘あった。

「いつもは１艘なのに」

　ゾルタンに常に係留されている船は、川をさかのぼって周囲の村と交易するための河川航海向けのこぎ船や漁業用の作業船、ゾルタンが所有するほんの３艘しかない20人乗りの帆船である小型キャラベル型の軍船。

　各国ともに新型のガレオン船や堅けん牢ろうな大型ガレー船などを使う中、仮にも首都を防衛する船団が旧式かつ小型のキャラベル船３艘とはなんとも心もとない。まぁそもそも戦争する相手もいないのだが。

　こういう状況なので新しく来た船かそうでないかは簡単に見分けることができる。

　今、港にはいつもの交易用の船に加えて、快速船が２艘。１艘は小型のガレー船、もう１艘は中型のスループ帆船だ。

　スループ帆船は喫水が深すぎて、港までくると座礁してしまうことを恐れているのか、川の中ほどに錨いかりを下ろし、ボートで港とやりとりを行っているようだ。

「小型船の方は中央区の金持ちあたりが何か品物を取り寄せたのか？　中型船はもしかして世界の果ての壁の先の東方へ向かうつもりか？」

　だとしたら小遣い稼ぎに珍しいものが港に売りに出されているかもしれない。錬金道具があるとは限らないだろうが、少しは期待してもいいだろう。

　俺は少しワクワクしながら、港の市へと歩いていった。
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「２日遅れですか、まぁいいでしょう」

「へ、へぇ、すいやせん」

　依頼された荷物を最速で運ぶチャーター便。

　軽ガレー船ゴールデンロード号の船長であるブレイク船長はペコリと頭を下げた。

　だが内心はツバを吐きたい気持ちだった。この地方の冬の海は嵐は来ないが波風が強く、操そう舵だ難易度は高い。それでいてピタリと風が止やむこともあり、どれだけの船速で進むことができるのかは熟練の船乗りであるブレイクにすら判断できないのだ。

（陸おかの人間が偉そうに）

　だがそんな表情はおくびにも出さない。

　日焼けした顔をくしゃくしゃにして人好きする笑みを浮かべながら頭を下げるばかりだ。ブレイクは船乗りではあるが、宿している加護は『宮廷詩人』。

　相手を怒らせたりなだめたり、交渉術はお手の物だ。だがブレイクは目の前の男相手に、感情操作系のスキルを使う気にはなれなかった。貼り付けたような笑みを浮かべるその青年は顎を撫なでながら荷物の目録に目を通している。

「それじゃあ荷物を見せてもらいましょうか」

「へい」

　その身から放たれる強者の自信とでもいうのだろうか。

　ブレイクはその男が強者であることを理解すると同時にどうも信用ができないと、密ひそかに警戒している。

「ビュウイさん、荷物は船の側の倉庫に降ろしてありますので」

　ビュウイと呼ばれた男は左手に目録を持ち、右手で顎をさすっていた。

　その時、ふと何かに気がついたようにビュウイの表情が険しくなる。

「どうかしましたか？」

　ビュウイの視線の先には銅の剣を腰に佩はいた冒険者風の男がいた。

　ブレイクにはどこにでもいる普通の冒険者に見える。

「苦手な相手なんだ、できれば会いたくない」

　ビュウイは肩をすくめると少し声を落として、届いた品物を数え始めた。

（調査のための道具は揃そろったな……あとは誰か優秀な協力者がいればいいのだが）

　ビュウイは最先端の調査器具を手に取りながら、そう悩むのだった。
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　数時間後。小舟から陸に上がった３人の男女はぐっと伸びをした。

「みすぼらしい港だ」

　賢者アレスは、ゾルタンの港を見渡すとそう毒づいた。

　普段ならそれを心の中にとどめておく程度のことはできるのだが、アレスは現在余裕がない。

　勇者ルーティを見つけ出し、魔王を討伐するその時に自分が隣にいなければならないのだ。そうでなければ何のために血と泥にまみれながら、この旅を続けてきたのか分からなくなる。そうアレスは焦燥感を覚えている。

　アレスの言葉を聞いたテオドラは僅かに眉をひそめた。

　とはいえいちいちアレスの言葉を正していたのでは今日の宿すら取れないだろう。

「大丈夫か？」

「はい」

　テオドラの後ろをよろよろと歩くのはアルベールだ。

　このゾルタンでは脱獄囚であるアルベールは、包帯を巻いて顔を隠している。

　この包帯はマジックアイテムで、顔に巻くことでその存在に注意を払えなくなるというものだ。もちろんアレスやテオドラ達たち勇者パーティー級の人間からすれば、その程度の認識阻害は何の影響も及ぼさないが、辺境ゾルタンの住人ならまず見抜くことはできないだろうとテオドラは考えている。

「しかし、設備の割りには活気があるな」

「交易船がいるから、多分市が開いていると思います。アレスさんの船の船員達も港に滞在している間に交易品を売り買いしているようです」

　アルベールが言った。

　アレスが大金を支払って借りているシルフィード号には基本的に水や食料しか積んでいない。が、船乗り達は自分の小遣いで貴金属や工芸品など小さくとも高価な物を買い、こうして滞在した港で売りさばいているのだ。

　とはいっても、辺境のゾルタンでは大した値にはならないだろうが。

「世界の果ての壁の先にいくことにならずに済んで良かった。シルフィード号の船乗り達も乗り気ではなかったからな」

　テオドラはそう言ってため息を吐いた。どこにでもいくという契約でアレスは船を借りたが、東の果てである世界の果ての壁で隔てられたその先に行くというのは想定外だ。

　この先にはまともな補給地もない。快速船１艘では困難だっただろう。その場合はもう何艘か船を新しく借り、船団を率いて向かうという計画を立てていた。

　それが、ゾルタンに近づくにつれて、勇者ルーティは世界の果ての壁の向こうではなくゾルタンにいるということが分かったのだ。

「飛空艇なら向こう側にいくのは簡単だろうが、海路でも陸路でも容易なことではない」

　もしゾルタンから東方交易が可能であれば、ここも辺境などと言われることはなかっただろう。

　いまのところ、世界の果ての壁の向こうにある東方と交易するには、王冠航路と呼ばれる北回りの航路か、竜の道と呼ばれる山間の道を進む２つの路しかない。

　どちらも半数以上が命を落とすと言われる過酷な道だ。

　そんなゾルタンの港だが小さくとも港らしく、船乗り達の怒鳴り声が時折響いていた。

「だから、その隻腕の武闘家が海賊をみんなやっつけちまったんだよ！」

「噓うそくせえ！　たった１人で海賊船５艘をどうやったってんだ」

「ぶん殴ったら船が真っ２つになったんだよ！」

「あははは！　ホラ吹くならもうちっとマシなホラ吹けってんだ酔っ払いどもめ！」

「なにおおお！」

「１００人乗りの海賊船が拳で砕けるもんかい！」

「砕いたんだよ！」

　交易船の方から聞こえる大声に、アレスはますます顔をしかめる。

「早く宿を取りに行きましょう。こんな薄汚い町ではごめんです。中央の方はいくらかマシらしいのでそこで宿を探します」

「私はここらで宿を取らせてもらうよ。港には情報が集まる」

「勝手にしてください。ルーティの居場所は分かっているんです、いまさら情報収集なんて」

　ふんと鼻で笑うとアレスは肩をいからせて去っていった。

「普段はあそこまで酷ひどくはないんだがな」

　テオドラは困った顔をしながらアルベールに言った。

　アレスは決して性格がいいとはいえないが、あそこまで短慮ではない。

「没落し家名以外、土地も名誉も財産もあらゆるものを失ったスロア公爵家を再興するというのがアレスのこれまで旅をしてきた意味なんだ」

　アルベールは気にしていないと首を振った。

「没落した家の再興ってそんなに難しいんですか？」

「４代前の当主が反乱を起こしてな。さらにはその背後に領地を狙う隣国の陰謀ありと。大逆罪だよ。王の命と国を奪おうとしたんだ。それも外国に国土を売り渡す契約でね。一族の大半は処刑され、別の家に留学に出されていたアレスの曽祖父が継ぐことになった」

「それは……大変な過去ですね」

「アレスの前では言わない方がいいぞ、あいつはこの事で自分が苦労するハメになっているのが許せないらしいからな」

「もちろんです」

　アルベールは頷うなずく。プライドの高いアレスにとっては、許しがたい経歴なのだろう。触れるべきではない。

　アルベールは聞いたことを胸の奥にしまい、港区の宿へとテオドラを案内した。
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　時間は少し遡る。ビュウイが荷物の確認を終え、それぞれの器具を自分が借りている屋敷に運ぶよう指示して帰った後。

　そしてレッドが交易船の近くで開かれている市を眺めていた時。

「おっ、本当にあった」

　俺は、銀貨を支払いいくつかの道具を受け取る。

　全部ではないにしろ、目的の高精度の測定器具や濾ろ過か器きなど魔法の掛かった錬金道具をいくつか購入することができた。

「これだけで１０００ペリル以上か」

　騎士団時代や勇者パーティー時代ならなんてことの無い価格なのだが、今の俺にはかなりの大金だ。

　もちろん交易船相手にローンやツケは使えない。一括払いのみだ。

　俺は買った器具を大事に包むとリット達を追いかけようと立ち上がる。

「ギデオン！」

　その時、大きな叫び声がした。その声を俺は知っている。知っているが、どうしてここにいる？

　大きな影が、その巨大さからは想像もできないほどの身軽さで人々の頭上を跳ぶ。

　俺の目の前にどんと音を立てて大男が立ちはだかる。

「本当にギデオンじゃないか！　すっかりみすぼらしい装備になっちまって！」

　俺の事情など知ったこっちゃない様子で男は俺の肩を摑つかんだ。

　なんでこんなタイミングで……。

「ダナン、ちょっと落ち着け、ここじゃ目立つから場所を変えよう。お互い話すことがあるだろうしな」

　しばらく見ないうちに右手の肘から先を失っていたダナンは、そのことをなんら気にすることもなく笑う。

「またあえて嬉うれしいぜ戦友ともよ！」

　いろいろ面倒なことになりそうだった。こんなところで、こんなタイミングでダナンに再会してしまうなんて想像もしていなかった。

　これは、おそらくは俺の失態ということになる。

　だが、俺との再会に嬉しそうに笑うダナンの顔を見ていたら、どうも俺にはこの再会を疎んじることなどできそうになかった。

「ああ、まっ、そうだな……俺も嬉しいみたいだよ」

　これからどうするか、俺は内心頭を抱えながらも……同時にダナンとの再会で心の底から笑っていた。
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　港区は嵐の影響をよく受ける。

　川の増水で床下が浸水するなんていうのは毎年恒例で、建物が倒壊したなんてのも珍しくない。港区の住人達は、嵐を克服するのは諦めた。よってこの地区は、嵐で壊れてもいいような長持ちはしなくても簡単に建てられる建築技術を開発する方向で発展してきたのだった。

　港区の人通りが少ないところにあるこの店も３年前に一度嵐で半壊してしまった店らしい。継つぎ接はぎのように古い壁と新しい壁がつながり、隙間風が音を立てる。

　店主は腰の曲がったお婆ばあさんで、ニコニコと愛想よく接客していた。

「どうぞ、白身魚のスープだよ」

「ありがと」

　俺はカウンターに出された魚の切り身が浮かぶ大皿に入ったスープを２つ、自分のテーブルへと運ぶ。

　食事の時間からは少しずれているため、店内には俺達以外に客はいない。

「うまそうだな！」

　ダナンは目を輝かせて言った。

「お前、いつもそう言うじゃないか」

　俺はそんなダナンを見て笑う。ダナンが料理を前にしたときのお決まりの文句だ。まともな料理ならいつもダナンはそう言って目を輝かせる。

　久しぶりに見た仲間の癖に思わず懐かしさを感じた。

「いんや、お前が抜けてから俺は〝うまそうだな〟と言える機会が減ったね。旅の飯がクソ不ま味ずくなった」

「食事の席でクソとか言うなよ。料理は交代で？」

「いやアレスがやるって言ったから任せた」

「あー、そりゃ無理だろ」

　アレスが料理について知っているという話は聞かない。俺を追い出した手前、俺のやっていたことを代わりにやろうとしたのだろう。

　それは無む茶ちやというものだ。

「できないやつ１人に任せると不満が溜たまるだろう。そういうときは交代でやって、この作業は簡単にはできないってのを共有するんだよ。そうしたら、どうすれば良くなるか全員で相談できるし、誰が一番得意なのかも分かる」

「俺達は戦い専門ばかりだからなぁ」

　ダナンは頭を搔かいた。

「それもこれもお前が勝手にどっか行ったせいだからな」

　ダナンの頭にあった腕がブレた。次の瞬間には俺の額の直すぐ側に、ダナンの指がある。

　俺は首をそらし、間一髪でダナンのデコピンを回避した。

「腕は鈍っちゃいないようだな」

　腕を引っ込めながらダナンがニヤリと笑った。

　冗談じゃない。あのごつい指でデコピンなんかされた日には３日は痛みが引かないんだ。

　今のは運良く避けられたが、以前のダナンより数段動きが鋭くなっている。遊びであれなのだから、本気になったらどれだけのものになるのか、恐ろしいほどだ。

「俺のデコピンを避けられる人間なんて、この世界に両手の指で数えられるほどしかいないぞ」

「いや、やはり力の差を感じたよ。ダナンは強いな」

　以前から追い抜かされてはいたが、今ではダナンと俺との実力差は隔絶している。

　俺がゾルタンでのんびりと暮らしていた間、ダナンは魔王軍との前線で死線をくぐり抜けてきたのだ。

　レベルだけが取り柄の俺がレベルさえ差をつけられたら、もはや何一つ勝ち目はない。

「……俺はそうは思わないけどな。ギデオン、お前は尊敬できる男だよ」

　俺の言葉にダナンは、少し寂しそうに言った。

　俺とダナンはマナーなど気にせず、音を立ててスープを飲む。

　魚の味と塩のみというシンプルな味付けで、魚の切り身のほかには、大きめに切られたジャガイモやキャベツといった野菜が浮かんでいる。

　手の込んだ料理ではない、だが旨うまい。料理スキルが低い場合は、素材の味をそのまま使う。その原則に添った良い料理だ。

　この店を切り盛りするお婆さんは、昔は船乗りたちを相手に歌手をやっていたらしい。歌手を引退してからは、まったく違う職種である酒場の女将おかみとなり、スキルも合わないのに工夫ともちまえの笑顔で長年この店を続けてきたのだ。

「で、なんで出ていったんだよ」

　ダナンはぽつりと言った。

「……アレスから聞いているんだろ？　逃げ出したんだよ」

　騎士団に迷惑がかからないように、アレスには口裏をあわせてくれるよう頼んだのだが、ティセから聞いたところによると、アレスは追及されあっさり俺が逃げ出したことをばらしてしまったらしい。ダナンも当然聞いているだろう。

「アレスにそう言われたからか？」

「それもあるが……それ以上に俺自身が認めてしまっているのさ。土のデズモンドとの戦いで痛感したよ。俺はもうあれ以上戦いについていけなかった」

「違う！」

　ドンとダナンは机を叩たたいた。スープが飛び跳ね、少し机の上にこぼれた。

「お前がいなくなってからよくわかったよ。ギデオン、お前は強い。単純な腕っ節の強さだけじゃない、自分より強いやつと戦っていても冷静な判断を下せる胆力。武技や魔法がなくとも戦場でもっとも効果的な行動を取れる知識。お前は真に強い男だ、旅に必要だった」

　ダナンの目は真剣だ。だが……俺の心はもう決まっているし、それにここでいつまでも問答をしているわけにはいかない。

「悪いな、俺はここにもう居場所を見つけてしまったんだ。もう一緒にはいけないよ」

「その居場所を守るためにも魔王を倒さねぇといけないんだろうが！」

「そうだな」

　ダナンはまっすぐに、この問題をぶつけてきた。

　俺の脳裏にアルベールの言葉が蘇よみがえる。

『力ある者はその力を使わなければならない義務がある』

　俺が戦わないことが罪なのか、持って生まれた加護がそれを望むなら俺達たちは戦うことが義務なのか。

　そうだ、俺はルーティの姿を見ながらずっとこの問題を考えてきた。

　小さなルーティは生まれつき世界を救うことを義務付けられていた。ルーティが戦いたくないなんて言えば、それを人々も加護も世界さえも許しはしないだろう。

『勇者』を宿した者は、その人生を『勇者』のために捧ささげなくてはならないのか？

　違う！

　俺達は加護に支配されているのではないはずだ。俺達には俺達の夢があり望みがあり人生がある！

　俺には俺の、そしてルーティにはルーティの望む人生を送る自由があって当然じゃないか。

　それだけは神様にだって断言できる。

　俺達はじっと睨にらみ合っていたが、先にダナンが視線を外した。

「……ふぅ、まっ、そうか、お前は自分の意志で旅を止めたんだな」

「きっかけはアレスだとしても、旅を止めると決めたのは俺の意志だ」

　俺達は、少しの間沈黙した。

　お互いの視線が、複雑な感情を込めて交差する。

「分からんが、とにかく分かった。しばらくはお前がこのゾルタンで何をしているのか見せてもらおう。それからどうするか考える」

「それはかまわないんだが……もう１つ問題があるんだ」

「なんだよ」

「ルーティも来てるんだ」

「は？」

　ダナンは驚いて動きを止めた。

「なんで勇者様が」

「……この話を聞いたら、お前はルーティのことを怒るかもしれないな」

「俺が？　勇者様を？　そんなことあるわけないだろ」

　ダナンに本当のことを話すべきか？　面倒を避けるため、ダナンを言いくるめてルーティの問題から遠ざけることは確かにできただろう。

「だけどダナン。俺はお前に俺の知る限りのことを話そうと思う。ルーティが何を考えていたのか、何に苦しんでいたのか。お前はルーティの仲間だから」

「勇者様が苦しむ？」

　なぜ俺が抜けただけで勇者の仲間達がバラバラになってしまったのか。最初にそう言われた時、俺には分からなかった。

　俺がやってきたことはスキルの必要のない雑務。言ってしまえば誰でも努力すればできることだ。

　いなくなったらたしかに苦労するだろうけれど、〝仲間たちで分担すれば〟決してできない作業ではなかった。だが実際にはアレス１人ですべてをやろうとして破綻した。仲間たちに不満がたまり、パーティーはバラバラになった。

　アレスが原因？

　確かにそれはあるだろう。アレスが１人では無理だから手伝ってくれと言えば、こんなことにはならなかったかもしれない。

　だけどそれだけじゃない。アレスが言い出したこととはいえ、アレス１人で対応できなくなっていると分かっているなら、手伝ってやればいい。

　それも俺を追い出したアレスに対する不信に原因があると言えるかもしれない。ヤランドララとダナンが抜けたのはアレスを信用していなかったからだ。

「真の仲間か」

　アレスが言った言葉だが、皮肉なことに多分、これがパーティー崩壊の原因なのだ。

「俺は、お前のこと真の仲間だと思ってるぜ」

　ダナンが俺の言葉に反応して言った。そう言われるのは嬉うれしい、嬉しいのだが……違う。

　俺はダナンにルーティのことについて話し始めた。『勇者』の加護に振り回されるのをずっと苦しんでいたこと。完全耐性と引き換えに多くの人間性を失っていたこと。

　そして、悪魔の加護を使って加護の衝動を抑え……勇者を辞めるかもしれないということ。

　ルーティの苦悩を、あれだけ一緒にいたのに仲間たちは理解できていなかった。

　ルーティはパーティーを引っ張っていく役割を持つ『勇者』。加護がそう定めているからだ。加護に与えられた役割に従っていればパーティーは上う手まくいく。それがアレスのいう「真の仲間」なのだろう。

　だが、それは上手くいかなかった。俺達は加護の奴隷ではないのだから。

「加護による苦悩？　考えたこともなかった」

　俺が話す言葉に、ダナンはショックを受けていた。

「俺は『武闘家』の加護が合っている。体を鍛えるのも楽しいし、強敵と戦うとワクワクする。自分が強くなっていくのはもう嬉しくて仕方がない。そのためならどんな苦労にだって耐えられる……俺はそういう人間だった」

「そうだな」

「……分からねぇ。俺にはよく分からねぇよ」

　ダナンは根本的に加護の衝動で苦労するという感覚が分からない側の人間だ。俺が見た人間でダナンほど自分の加護に愛されている人間はいない。

『武闘家』という決して上位とはいえない加護で、『クルセイダー』や『賢者』といった上位の加護の仲間にも優まさる強さを持っているのがその証拠だろう。

「分からん。だけど、どれもこれも分からんことが分かった！　俺にできるのは戦うことだけだ！」

「脳筋だなぁ」

「だからとにかく勇者様が何かのために行動しているならそのために戦う！　それで勇者様が勇者様を辞めるってんなら、その時のことはその時に考える！」

　ああまったく。ダナンは本当にダナンだ。

「そうと決まればこんなところでのんびりしている暇はねぇ！　いくぞギデオン、勇者様が苦労してるっていうならそれを助けるのが俺達の役割だ！」

「待て待て、俺の話はいいが、お前の話がまだだぞ」

「歩きながら話せばいいだろ、俺のことなんて大した話じゃねぇ！」

　右手を失ったのはかなり大した話だと思うのだが。

　ダナンの顔には居ても立ってもいられないという感情がはっきりと表れていた。

「分かったよ」

　ダナンのそういった所を見るのは久しぶりだ。この愛すべき脳筋は、いつだって考えるより行動を実践してきた。どんな状況でも、悩んで足を止めるということをしない男だった。たまに、そういったダナンの単純さが眩まぶしく思えることが俺にはあった。
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　ドアが開き、騒々しくレッドとダナンが店を出た。

「追わなくていいんですか？」

　ダナン達が座っていた席から離れた席に座る顔に包帯を巻いた男……アルベールが言った。背中に槍やりを背負ったテオドラは、それには答えずじっとテーブルに置いた自分の手を見ている。テオドラは法術使いとしても人類の最高峰に位置している。テオドラが本気で気配遮断の魔法を使えば、ダナンとレッドのコンビであっても、敵意のないテオドラ達を認識することは難しい。

（勇者殿が魔王討伐を諦める？）

　テオドラはダナン程単純には考えられない。テオドラは、不安そうに自分の様子を窺っているアルベールすら目に入らず、自分はどうすればいいのかを悩み続けていた。

　心情的にはルーティやギデオンに協力したい。あのルーティが苦しんでいるのであれば助けてやりたい！

　テオドラは、ダナンの単純さが自分にないことを今日ほど恨めしく思ったことはなかった。







[image: エピローグ　賢者の選択]




　アレスは身につけている装備を外すと、よろめきながらベッドに身を投げだした。

「ふん」

　本当ならば今すぐにでもルーティを追いかけたいところなのだが、連日連夜魔法を行使してきたため、酷ひどく消耗していた。

（私の夢を阻む邪悪な企たくらみがなんなのか、それは分からないが、私が勝利することだけは確実だ）

　その証拠にこの広い世界から勇者を見つけ出すという奇跡を実現できた。

　アレスは口元を歪ゆがめて笑った。

　ドンドンと扉を叩たたく音がした。

「誰だ」

　アレスは億おつ劫くうそうに身体を持ち上げる。

「誰だと聞いています。私は休みたいのですよ」

「俺だ」

　アレスはその声に聞き覚えがあった。だがその声の主は、ここにはいないはずだ。

　アレスは油断なく立ち上がり、いつでも魔法を使えるよう、右手をフリーにしてゆっくりと部屋の扉へ近づく。

「部屋を間違えてるんじゃないですか？」

　あえて、アレスはとぼけた。

「いや、ここにいる賢者アレスに会いに来たんだよ。俺はダナンだ」

　アレスはゆっくりと扉を開けた。

　目の前には分厚い筋肉に身を包んだ大男が立っている。

「久しぶりだな」

　男は〝両手〟に果物の砂糖漬けの入った袋を抱え、ニヤニヤと笑っていた。

「ほら、この砂糖漬けのオレンジはいけるぞ」

「…………」

　部屋に入ると、ダナンはアレスに袋の中身を差し出した。

「見たところ、大分疲れているようだぞ。そういうときは果物の砂糖漬けがいい」

　アレスは右手で印を作る。毒を検知する魔法が発動し、袋の中身がすべて無毒なことが確認できた。

「用心深いこって」

　ダナンは苦笑しているが、気にした様子はない。

　アレスは、砂糖のついたオレンジを１つ取り出し、口の中に放り込んだ。

「ふん」

　確かに疲れた身体に甘いものは合うと、アレスは実感した。

　しかしダナンに対する反感から、アレスは不機嫌な顔のままだ。

　アレスの様子を見て、ダナンは苦笑した。

「お気に召したようで」

「ダナン、なぜあなたがここにいるのです」

「俺か？　そりゃギデオンを探しにだよ。ここにギデオンがいるって情報を摑つかんでな。それよか俺としては、なんでアレスがこんな辺境にいるのかの方が疑問だがね、それも１人で。勇者様は別の宿か？」

「ギデオンがここに？」

「ああ、薬屋をやっているようだ」

　まさかギデオンが仕組んだのか？　アレスの脳裏にそんな考えが一瞬浮かんだ。

　馬鹿馬鹿しいと即座に否定する。ギデオンのような無能な加護にそのような陰謀を企む力はない。

　だが感情的には、またギデオンが自分の邪魔をしているのではないかと、ふつふつと憎悪が沸き立つような気がしていた。その様子を見て、ダナンは目を細める。

「で、勇者様はどこに？」

「……ここにはいません」

「どういう意味だ」

「あなたに説明する必要などありません」

「しかしなぁ、ギデオンもここにいるんだぞ。勇者様に報告しないわけにはいかんだろう」

　アレスの口が神経質そうにヒクヒクと痙けい攣れんした。

　ダナンは顎に手を当て、「ふむ」と唸うなる。

「なぁ、何があったのか話してくれよ。別に俺はお前と敵対したいわけじゃない。内容によっては、ギデオンの件は勇者様に報告しなくてもいい」

「……どういう風の吹き回しですか？」

「俺達たちの目的は魔王を倒すことだ。勇者様とギデオンを引き合わすことじゃない。それにギデオンはここに定住するつもりだ。もう魔王討伐なんて考えていない。ほら、ロガーヴィアのリーズレットのことを憶おぼえているか？　あのお姫様とこの町で一緒に暮らしているよ」

「はっ、やはりギデオンはそういうやつなんですよ。私が戦い続けているのに、自分はのうのうと平和な暮らしに逃げ出し、王族との結婚を狙うとは！　汚いやつだ！」

　アレスはそう、ヒステリックに叫ぶ。

　ダナンは思わず呆あきれた。追い出したのは自分なのに、無む茶ちや苦茶なことを言うやつだ。

　まぁ、だからこそ、こいつに接触することにしたのだが。そう、ダナンの姿をしたアスラは顔の裏側で笑った。

「で、まぁ、勇者様がギデオンを連れ戻そうとするためにここに留とどまるのは時間の無駄になりそうだってことだよ。俺としても無駄な時間をかけたくないからな。ここで勇者様がギデオンを説得するってことになって動けなくなるなんてことは望まないわけだ」

「なるほど……あなたにしては物分かりがいいですね」

「俺はその場の感情が口に出るタイプなんだ。こうして落ち着いて考えた言葉と、頭にきている時の言葉は別物になるんだよ」

「ふん、あなたらしい」

　小馬鹿にしたようにアレスは笑う。やはりダナンは自分より劣る、感情のコントロールもできない男だ……とアレスは密ひそかな優越感を覚えた。

「まっ、そういうことだ。で、勇者様はなんでここに？　まさか勇者様もギデオンの居場所を知ったわけじゃないだろうな」

「…………」

「どうした？」

　アレスは言おうか言うまいか悩んでいる様子だった。

（これは、こいつがなにか失敗したのか？　自分の恥を伝えるのを嫌がっている様子だな）

　だからといって隠しても仕方がないだろうに、愚かなやつだと呆あきれながら、ダナンは聞き方を変えることにした。

「まぁとにかく早く手を打つことだ。ギデオン、ここではレッドという偽名を名乗っているようだが、このゾルタンではそれなりに名が知られている」

「ふん、このようなレベルの低い場所ならあいつでも英雄気取りでいられるわけですか」

　実際のところ、レッドが有名なのは、英雄リットと一緒に暮らしているからなのだが、そのことをダナンはいちいち訂正したりはしなかった。

「何にせよ、勇者様がレッドとギデオンが同一人物だと気がつく可能性は十分にあるだろ。このゾルタンに用があるのならさっさと済ませてしまうべきだ。俺の方が先にゾルタンに来ていた分、多少はこの地の事情も知っている、手助けもできるぞ」

　ダナン……の姿に化けているシサンダンは、そう提案する。

　彼の目的はウッドエルフ達が滅亡する前に封印した、『ある物』を発見し、持ち帰ることにある。

　こうして危険を冒してアレスに接触したのも、彼らの目的が何なのかを把握し、それが『ある物』に関係がないなら、手を貸してでもゾルタンから離れてもらうつもりだった。

　シサンダンが危惧していることは３つ。

　１つは、悪魔の加護を勇者が戦力強化として利用する可能性。特に、デーモンの心臓が必要無いと人間が気がついた場合。だが、これは加護を否定するという性質上、聖方教会が反発するのは目に見えているし、それに弱められたとしても加護が残っている以上、古代エルフの時代のようなことにはならないだろう。

　次に、シサンダンが探している『ある物』を勇者が手に入れることだ。飛空艇を奪われたこととは比べ物にならない失態になるだろう。

　だが何よりも恐れているのが、悪魔の加護によって『勇者』が『勇者』でなくなること。加護の本質を知らないこの時代の人間が、かつての『真の魔王』に達することは、ありえそうにない話だが、もしそうなればシサンダンは自分の命を含むすべてを差し出してでも、ここで『勇者』を討ち取らなくてはならない。

　シサンダンは中堅の将軍ではあるが、敵地での潜伏や工作に特に優れていると評価されている。

　今回の重要な任務を任されたのもそのためだ。

「……そうか！」

　アレスはそんなシサンダンの考えなど気にする様子もなく、声を上げた。

「ルーティは、あのデーモンの話からギデオンとレッドが同一人物だと気がついたのです。それで飛空艇でここへ！」

（ふむ、こいつの予想が当たっているかはともかく、勇者は仲間を置いてゾルタンに来たのか。私の任務とは関係無さそうだな）

「ダナン！　ギデオンの店はどこですか!?」

「そりゃ知っているが、どうするつもりだ？」

「ルーティは今はゾルタンではなく、離れた場所にある山にいるのです。今のうちにギデオンに会い、ルーティの前から消えてもらうよう命令します」

「命令？」

「あいつはもうパーティーを抜けたただの一般人です。私の命令に従うべきでしょう!?」

「はて、素直に従うとも思えんが」

「力ずくでも従わせますよ！　さあどこです、ヤツの店というのは！」

（勇者に置いて行かれたせいで、こいつはここまで焦燥しているのか。たしかロガーヴィアで聞いた話によれば、こいつはお家再興が目的だったな。勇者のパーティーを外れるわけにはいかんのだろう……何かに使えるかもしれんな）

　シサンダンは口元を歪ゆがめた。もしレッドがこの場にいれば、この表情を見ただけで、ダナンのするはずのない表情だと気がついていただろう。

「まぁ良いだろう。案内しよう」

　そしてアレスが普段通りであれば、ギデオンと親しいダナンが、今の話の流れで素直に店に案内するわけがないと気がついていただろう。しかし。

「く、くくっ、ギデオンめ、どこまでも私の邪魔をして……」

　アレスは痙攣したような笑みを浮かべ、握りしめた手には青白い血管が浮き出ていた。

　アレスの脳裏にはすでに自分の邪魔をするギデオンに対する憎悪しかなかったのだった。
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　あとがき




　この本を手に取って下さった皆様。ありがとうございます！　作者のざっぽんです。

　皆様の応援のお陰でついに３巻です。３冊並べると本棚を眺めるだけでも分かるくらいの位置を占める気がしますね。

　つい後ろにある本棚を振り返って眺めてはニヤニヤしています。




　１つご報告させてください。

　コミカライズ版「真の仲間じゃないと勇者のパーティーを追い出されたので、辺境でスローライフすることにしました」も、単行本１巻が発売中です！

　笑ったり怒ったり、赤くなって照れたりとコロコロ様々な表情を見せるリットが本当に可愛かわいい素敵なマンガですので、こちらも読んで貰もらえると嬉うれしいです！

　コミカライズ版単行本に、短編ですが私の小説も収録されています。冬を舞台にしたこの３巻とは違って、レッドとリットが再会したばかりの夏の頃のお話です。コミカライズ版リットの表情の豊かさを文章で表現しようと頑張ったもので、レッドとリットの関係が好きならきっと面白いと思います。




　さて本作の内容にも少し触れましょう。今回は冬のゾルタンが舞台。

　四季を書くのは楽しいですね。春夏秋冬、それぞれの季節でレッドとリットのスローライフがいくらでも書ける気がします。表紙にもなっている身体を寄せ合って雪を眺める２人のシーンは特に書いていて楽しかったです。

　そこへルーティがやってきた。

　１巻の頃から苦悩してきた勇者ルーティが、ついにゾルタンへ。追い出されたはずのレッドの住むゾルタンに、偶然か運命か勇者達がそれぞれの思惑を持ってやってきます。

　レッドは世界からしたら脇役ということになり、妹のルーティは世界の中心にいる主役です。

　でもルーティにとってレッドはかけがえの無いお兄ちゃんであり、脇役などではない……そうした世界の求める姿と、自身の求める生き方が一致しない時、この世界でどう生きるかというのがこの作品の重要なテーマです。




　さて今回も、３巻をこうして皆様のお手元に届けるにあたり、たくさんの方のご助力が欠かせませんでした。この場を借りて、お礼を述べさせてください。

　これまでも素晴らしいイラストを頂いてきたのですが、３巻の表紙はこれまで以上に素敵でした。沈む夕日の輝きと舞う雪の白、慈しむようなレッドの表情と寒さと幸福感で顔を赤くするリット、本当に尊い……！　やすも先生ありがとうございます！

　その素晴らしい表紙を損なうことなく、私の長大なタイトルを表紙におさめて下さったデザイナー様。毎回苦労していると思います、ごめんなさい、でもありがとうございます！

　相変わらず校正箇所がすべてのページに亘わたってあるような原稿を、丁寧にしっかりと校正してくださった校正様。今回も大変お世話になりました、ありがとうございます！

　印刷所の皆様。製本所の皆様。このあとがきを書いている時はまだ本を作っていただく前ですが、自分の小説が本になるという幸せを作者が味わえるのは、皆様のご助力があるからです。ありがとうございます！

　そして２人で雪を見るシーンにもっと加筆しようとアドバイスを下さったり、本を作り皆様のお手元に届けるための段取りや各所との連携などなど、本当にたくさんのご尽力をして頂いた担当の宮みや川かわ様。いつも本当に感謝しております。ありがとうございました！

　最後に、この本を手にとって下さった皆様、１巻から続けて読んで下さった皆様、コミカライズからの皆様、ウェブ版から応援してくださった皆様、あなた方無くしてこの本は存在しません。本当にありがとうございました！

　では、４巻でまたお会いしましょう！


２０１８年　まだ雪の降らない町にて　ざっぽん
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真しんの仲なか間まじゃないと勇ゆう者しやのパーティーを追おい出だされたので、

辺へん境きようでスローライフすることにしました3
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